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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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超あとがき＋解説













超ちようまえがき






　ある日のこと。

　とあるタクシーの運転手が、一方通行の道を逆ぎやく進しんしていた。

　多くの人がそれを見ていたが、誰だれもそのことを注意する者はいない。

　そのあげく、警けい察さつ官かんも目もく撃げきしているのに取とり締しまろうとしない。

　いったいなぜだろうか？　理由を述のべよ。




　えー……例によって、また恒こう例れいのクイズから始めさせてもらおう。

　ヒントは、この問題の主語と手しゆ段だん。

　……って、なに？　簡かん単たんすぎてあくびが出る？

　はっはっは……ではここで、みなさんにお願いしよう！

　誰だれか、シンプルかつナイスなクイズを知っていたらぜひともお知らせ願いたい！（笑）




　まあ、それはさておき―――。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ』の第八巻かんをここにお届とどけしよう！

　〝戦せん乱らんのプリンセス〟ことピアニィは、その殺意によって……ごほん、運命に翻ほん弄ろうされつつ、あれよあれよとアルディオン大陸をまとめる合がつ衆しゆう国こく構こう想そうの大だい統とう領りようとなっていった。

　その手に七つの王威の竜りゆう輝き石せきを揃そろえ、〝真の四宝の試み〟に挑いどんだ。

　これはアルディオン大陸の歴史に名を残す偉い業ぎようであるが、ところがどっこい前ぜん巻かんのエピソードでああいうことになってしまったわけで―――。

　まだ『無印』は終わる気配は一向にない。構想だけで言えば、ようやく中ちゆう盤ばんを越こえたところであり、正直に言えば……




　うん、終わりが見えません。




『サガ』シリーズは戦記物である。

　ピアニィがアルディオンを統とう一いつしたところで終わりだと思った方もおいでかもしれない。

　しかし、戦記物というのは統一が近くなり始めたところで、大きなひっくり返しが入ったりするものである。

　その始まりが前巻のラストであり、この第八巻はそんなひっくり返しの本ほん編ぺんといえよう。　それがどのようなものか、ぜひとも本編の方に進んでいただきたい！











前回までのあらすじ






　時に、帝てい紀き八一四年―――合衆国構想により、アルディオン大陸のほぼすべてを統一し、七つの王威の竜輝石を揃そろえたピアニィ。そんな彼かの女じよの許もとに、統一帝となるため〝四宝の試み〟という儀ぎ式しきを行なうよう、エストネル王国国王エル・ウォーデンからの招しよう待たいがくる。

　これを受け、エストネル王国に訪おとずれたピアニィは、かつての学友たちをはじめとする懐なつかしい顔との再さい会かい。これから訪れるであろう大陸の平和をあらためて実感するに至いたった。

　四宝の試みはつつがなく終わったが、エル・ウォーデンより、〝真の四宝の試み〟があることを告げられる。それは、かつて〝邪じや神しんの御み子こ〟と共に封ふう印いんされた〝神竜りゆう王おうセフィロス〟の封印を解とき、復ふつ活かつさせるというものだった。封印を解かい除じよすれば、両者は同時に蘇よみがえる。そこで邪神の御子だけを討うち果はたし、セフィロスだけを残してアルディオン大陸に真の平和を取とり戻もどす―――それが儀式の目的だ。ピアニィは悩なやんだ末、儀式に挑ちよう戦せんすることを決めた。

　一行は待ち受けていた守り手を倒たおし、儀式を完成させるが、そこで思いも寄よらぬ事じ態たいに直面する。蘇った神竜王と邪神の御子が、ピアニィに吸きゆう収しゆうされてしまったのだ。

  意い識しきを失い、音もなく崩くずれ落おちるピアニィ。それを冷笑すら浮うかべ、見つめていたのは……―――元レイウォール王国第一王子・ヒューバードだった。






































ＰＲＥＰＬＡＹ









◆Preplay 01◆それはとっても相談したいことで




　―――セッション前日、ふたりの会話。

　わたくしこときくたけの電話の向こうにいるのは、大竹みゆさんその人だった。

　彼かの女じよは電話をかけてきて早々、真しん剣けんな口調で切り出した。




「きくたけさんっ、ピアニィ……どうしましょうっ！」




　……なるほど、次のセッションを目前に彼女がそう言い出すのはわからんでもない。

　なにせ前回……すなわち第七巻のラストで、ピアニィは〝神竜王セフィロス〟と〝邪神の御子〟を吸収、自身の身体からだに取とり込こんだまま昏こん倒とうしたわけで―――。

　しかも、一巻に一話収しゆう録ろくという構こう成せいの都合上、続きのセッションが行なわれるのは数ヶ月先になってしまったのだ。うん、そりゃ気になろうってもんだ。

「いやまあ、そこが気になるのはわかるけど、セッションの日にやろうよ！（笑）」

「いや、それじゃ遅おそいかと！」

　なんという前向きな反はん応のうだろうか。

　たしかにこれまで戦いに勝ち続けてきたピアニィにとって、ある意味で最初の、そして大きな試練が訪れるのだ。

　自分のキャラクターについてここまで前向きに考えるその気持ちは、とてもすばらしい。

　ほんと素す直なおにそう思い、私わたしは優やさしく答えた。

「わかったわかった、相談に乗るよ！」

「わーい！」

「で、具体的に相談したいとこはどこ？」

「３パターンまでは絞ったんですよ！」

「はい？」

　……言ってる意味がわからなかった。

「も、もうちょっと具体的に言って（笑）。３パターンって、このあとのピアニィのストーリーのこと？　考え方のパターンとか？」

「はい？」

「ちなみに、シナリオの内ない容ようは教えられないぞ」

「もちろんです。シナリオの内容を聞いたあとに決めたらズルじゃないですか」

　なにがズルなんだ。

　私の思考はさらに混こん乱らんした。

　ゆえに、会話を成立させるべく、私は彼女に提てい案あんした。

「まずは落ち着こう」

「はい」

「たしかに、前回のラストでピアニィがああなったのは気になると思う。でも、次のシナリオの内容はしゃべれない。だから、相談には乗るけど話せないこともあるんだ」

「はい。ズルはいけません」

　いかん、やはりかみ合っていない。

　だが―――ここに至って彼女がなにを相談したいかは、なんとなく理り解かいした。

　その理解が正しいかどうか、私は彼女に再さい度ど提案した。

「ＯＫＯＫ、私は黙だまっていよう。キミが相談したい内容を言ってごらん。相手に伝えたいことが誤ご解かいなく届とどくよう……わかりやすく、そして簡かん潔けつにだ」

　彼女は、ひと呼こ吸きゆうの間を置いて……ストレートにこう言った。




「はい！　ピアニィの次のレベルアップでスキルはなにを取りましょうっ」







◆Preplay 02◆そしてセッション当日はやってきて




　大竹さんとのかみ合わない電話の翌よく日じつ……セッション日はやってきた。

　まずは説明しておこう。今回は『上級ルールブック』が正式に発売されてのち、初のセッションだ。前巻でも書いたとおり、今回はキャラデータをリビルドしてのプレイとなる。




Ｏはた：で、大竹さん。ピアニィの取得スキルの方ほう向こう性せいは見えましたか（笑）。

大竹：ええ、まあ……それなりに。

きくたけ：歯切れ悪いな（笑）。やっぱちゃんと決めきれなかった？

大竹：いえ、４パターンまでは絞しぼれてるんですよ。




　なんで昨日より増ふえてるんだ。




鈴吹：（爆ばく笑しようしながら）さすがは陛へい下か（笑）。

矢野：まあ、悩なやむのはわかりますが……（笑）。




　……えー、それではここで毎度おなじみの面々を紹しよう介かいしておこう。




きくたけ

　本名は、菊きく池ちたけし。

『アリアンロッド』を始めとして『セブン＝フォートレス』や『ナイトウィザード』シリーズ（いずれもエンターブレイン刊かん）など、ＴＲＰＧを糧かてに生きるゲームライター。

　とにかく読者を驚おどろかし、笑わせ、泣かせることに生命いのちを懸かけており、毎日、いかに読者の予想の斜ななめ上うえを行くかを考えている。

　本リプレイでは、ＧＭと著ちよ者しやを務つとめる。




大竹みゆ（使用キャラ：ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア）

　マセキ芸げい能のう社しやに所しよ属ぞくする女じよ性せい声せい優ゆうさん。

　常つねににこにこしているが、その笑顔の陰かげにはゲーマーという名の修しゆ羅らが潜ひそんでいる。

　殺意も潜んでいたのだが、最近ではネタにし続けたためか潜めることすらしなくなった。

　秋葉原の街中を歩けば「あ、殺意様だ」と呼よばれることもあるという。




大竹みゆblog *primlog+* 　http://ameblo.jp/primlog/

ＴＲＰＧ部ルティナス　http://lutinus.jugem.jp/




鈴吹太郎すずふき・たろう（使用キャラ：ナヴァール）

　またの名を中島純一郎なかじま・じゆんいちろう―――すなわちＦ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]社の代表取とり締しまり役やくである。

　ＴＲＰＧ『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』シリーズ（いずれもエンターブレイン刊）のデザイナーだ。世界でもっともＴＲＰＧを愛する男のひとりだろう。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』シリーズの著者でもある。




クレバー矢野（使用キャラ：アル・イーズデイル）

　本名は矢野俊策やの・しゆんさく……言わずと知れたＴＲＰＧ『ダブルクロス』のデザイナー。

　根っからのツッコミ体たい質しつで、人に隙すきあらばそこを突つかずにはいられない。

　今まで薔ば薇らだのアンドロメダだのウメボシだのキーボードを打つとピアノの音が鳴なり響ひびくだのいろいろ言われてきたが―――最終的には〝王子〟という愛あい称しように落ち着いた。




Ｏはた（使用キャラ：ベネット）

　本名は大畑顕おおはた・あきら―――Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]が誇ほこる最強の三下属ぞく性せいを持つ男。

　社内ですれちがいざまに「ていっ！」とチョップを繰くり出だすと「げばあっ、ば、馬ば鹿かなっ!?　私はあなたの右みぎ腕うでだったはず……っ！」とナチュラルに叫さけぶ。いや、ほんとに。

　仕事では主にさまざまなデータの作成を担たん当とうするＴＲＰＧ作りになくてはならない男だ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




きくたけ（以下、ＧＭ）：ええと、それじゃ今回予告に入ろう……の前に。みんな、前回の話は覚えてます？　特に最後の方。

矢野：ええと、最終回フラグをたくさん立てて……そのあと、妖よう魔まが攻せめてきた。

鈴吹：妖魔は倒たおして……。

Ｏはた：そのあと儀式が完成したら、セフィロスと邪神の御子がちゅるっとピアニィの中に。

大竹：ちゅるっと（笑）。

矢野：それであれだ、光と闇やみが合わさって最強に見える。

ＧＭ：……（笑）。

鈴吹：合ってる合ってる（笑）。

大竹：前回があの終わり方ってことは、今回はそのすぐ続きから？　ちょっとシリアスちっくに始まる？

ＧＭ：もちろん。今回予告からシリアスかつ、かっこいい感じでいくよ。

矢野：…………（笑）。

ＧＭ：王子っ、その笑顔をやめろ！（笑）　では、今回予告！（と、声を低くしてて―――）




「今回予告！

　……時に帝紀八一四年一〇月九日。

　ここにすべては終わり、始まった―――」




矢野：お？

Ｏはた：ほんとにシリアスな。




「なにが起こったのか、理解ができなかった。

　儀式の末に召しよう喚かんされた〝神竜王セフィロス〟、そして〝邪神の御子〟はピアニィの中へ。

　それはまるで、水を吸すい込こむスポンジが如ごとく」




一同：スポンジっ!?

鈴吹：全然かっこよくないだろっ!!（笑）

矢野：さ、最初はいい流れだったのに……（笑）。

ＧＭ：いやそのね？　邪神の御子とセフィロスがピアニィの中に吸い込まれた雰ふん囲い気きを表ひよう現げんしたくてだな……こう、ぎゅるっと……。

鈴吹：鼻の穴あなに。

一同：鼻の穴っ!?

ＧＭ：なんでだよっ!?（一同爆笑）

大竹：マジでっ!?

Ｏはた：右の穴でセフィロス……っ、左の穴は邪神の御子……！

ＧＭ：リシャールに対たい抗こうできるな。

矢野：むしろ凌りよう駕がしすぎだろうっ!?（大だい爆ばく笑しよう）

大竹：鼻血出てそう！

矢野：い、いや、そういう話でもないかと……（笑）。

ＧＭ：……ともかく続き続き！　えー……（と、声を再ふたたび低くして―――）。




「……それは、レイウォールの闇より来たるもの。

　ヒューバードの望む世界救きゆう済さいはここに始まった。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ』

　第一二話『新世界のサーヴァント ～其は滅ほろぼす者～』

　

　―――竜の石は散り、新たなる戦乱の時代へ」
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　　　　＊　　　＊　　　＊




大竹：な、なんかタイトルの雰囲気が変わったっ！

矢野：其は滅ぼす者……たしかにシリアスな感じだ……（笑）。

ＧＭ：さっきも言っただろう。今回はシリアスモード全開だ。

矢野：ははは、またまたご冗じよう談だんを。




　おい待て。




鈴吹：まあ、ギャグとシリアスの使い分けこそ菊池さんの真しん骨こつ頂ちようということで（笑）。

大竹：楽しみにしてます！

Ｏはた：楽しみにしてるでやんす……っ！

矢野：（なぜか優しい笑顔）

ＧＭ：く、くっそ……（笑）。ともかくハンドアウトを発表しよう！　まずはピアニィ！

ピアニィ：はーい（笑）。




▼ピアニィ用ハンドアウト

コネクション：ヒューバード　　　関係：肉親

　……あれからどのくらいの時間が経たったのだろう。

　キミの内から生まれてくるのは、破は壊かいの衝しよう動どう。




大竹（以下、ピアニィ）：なんとっ！（←超ちよう笑え顔がお）

一同：笑顔っ!?

ＧＭ：な、なんでうれしそうなんだ。え、えと続き……。




　そして、〝守りたい〟という気持ち。

　相反する心が混まざり合い、意識が保たもてないのが実感できる。

　眼がん前ぜんにはキミを討うたんとする人間の戦士たち。

　彼らはどこかで見たような気がするが……思い出せない。

　ああ……あれはなんと卑ひ小しようなる存そん在ざいなのだろうか。




Ｏはた：なるほど、相反するふたつの気持ちが宿った、と。

鈴吹：主に〝邪神の御子〟が宿って本能が大全開に。

ピアニィ：ふふふ。




　なぜか、満面の笑顔である。




矢野：今日のピアニィは、二重人じん格かくになるのかね。ちょっと悪いこと言ったら、「いや、邪神の御子ですから。邪神の御子ですから」と言いい張はる。

鈴吹：すべては邪神の御子のせい……っ！

ピアニィ：なるほど……！

ＧＭ：なるほどじゃなくて！（笑）

Ｏはた：じゃあ、今日の陛下は半分が「善ぜん意いの白」で半分が「悪意の黒」だと。

ＧＭ：うん。殺意の白と悪意の黒が一いつ緒しよになった。

ピアニィ：そうそう、半分は白…………待って待って待って！　待ってっ!?（一同爆笑）

矢野：さ、殺意って白いんだ……（笑）。

鈴吹：陛下、むしろ両方黒うございます。

ピアニィ：きくたけさんっ!?

ＧＭ：わかったわかった、意見はあとで聞こう！　次はアルのハンドアウト！

矢野：ういっす！




▼アル用ハンドアウト

コネクション：ピアニィ　　　関係：守しゆ護ご

　いったいなにが起こった……？

　キミの眼前で倒たおれたピアニィの中に感じる、大きな力。

　あれはピアニィであって、そうではないもの。

　ふとキミの心に蘇るのは、彼女と出会った過か去この一ひと幕まく。

「―――わかった、安全になるまで守ってやる」

　キミは役目を約束を果たしたつもりでいたが、それはまだ終わりではなかったらしい。




矢野（以下、アル）：そうか……まだあの約束は終わってなかったのか……（笑）。

ピアニィ：一巻の話ですね（笑）。

アル：なつかしい……忘れてた（笑）。

ピアニィ：アルっ!?

鈴吹：いかん、ハンドアウトとプレイヤーの心が一いつ致ちしていない（笑）。

Ｏはた：ほらほら、アル。ハンドアウトに書いてあることは守らないと！（笑）

アル：お、おう……っ（笑）。

ＧＭ：（笑）。では、次はナヴァール！




▼ナヴァール用ハンドアウト

コネクション：ピアニィ　　　関係：守護

　意識を失い、眼前で倒たおれるピアニィにはたしかに大きな力が宿っているとわかる。

　いったいなにが起こっているのか。

　これを解かい決けつする手段はなにか。

　キミは彼女の側近として、なんとしてもこの状じよう況きようを打だ破はしなくてはならない。

　どこに赴おもむき、誰を頼たより、仲間をどう導みちびくのか……それが問題だ。




鈴吹（以下、ナヴァール）：―――ふうむ、それが問題か（と、考かんがえ込こむ）。

Ｏはた：お？

ナヴァール：いや、シナリオのヒントのようなハンドアウトだな、と（笑）。

アル：たしかに……（笑）。

ピアニィ：今回、誰かを頼たよってどこかに行く……？

ナヴァール：今までいろんな場所に行ってるし、いろんなＮＰＣと会っている。誰に会いに行くか、その選せん択たくがキーになる、ってことだな。

ＧＭ：うひひ、どうでしょう。では、次はベネット！




▼ベネット用ハンドアウト

コネクション：ピアニィ　　　関係：守護

　エリンディル大陸で生まれたキミにとって、このアルディオンを支し配はいするルールには違い和わ感かんを覚えるばかりだった。

　だが、今はそんなことを言っている場合ではないとわかっている。

　なんとしてもピアニィを助けなければならない。

　そう決意を新たにした時、彼女から解とき放はなたれた青白い光が……。




　―――キミの心しん臓ぞうを撃うち抜ぬいた。




Ｏはた（以下、ベネット）：げぶらべろげばべぇぁぅうあおっ!?（一同爆笑）

ピアニィ：撃ったの!?　あたし、ベネットちゃんを撃ったのっ!?

アル：さ、さすがベネット、ハンドアウトで死ぬとは……っ！

ベネット：まさに画期的……！　じゃなくて―――っ！（笑）

ナヴァール：とうとう、陛下の殺意はベネットにまで……っ。

ＧＭ：では、ハンドアウトは以上！　では、リビルド＆レベルアップに入ろうか！

ピアニィ：はいっ！　だいたい完成してますけどね！

ＧＭ：うん、４パターンの中から選べばいいよ！　ただし迅じん速そくにね！

ピアニィ：ううっ、そこが時間かかりそう～！（笑）




　そして全員で相談しながら、データを確かく定ていしていく一同―――。




「うーん、頭装備どうするかな……」

「頭装備変えるんですか？」

「ああ、天魔の兜に戻すかどうかでやんすな」

「ふうむ、こっちはどうしたものかな。ナヴァールとしてはフェイトを多くしたいなあ」

「キャラの特徴でもありますからねえ」

「うむ、そこは崩したくない」

「んー……あたしはやっぱこれかなあ。決まりました、きくたけさん！」

「うっひっひ、ほんとにそれでいい？」

「………………も、もう一回、考え直させてください」




　わいわいと騒ぐこと三〇分―――。

　リビルドの結果は、次のとおりとなった。




▼ピアニィ（21レベル）の場合

ＧＭ：じゃあ、ピアニィから報ほう告こくしてもらおうかな。

ピアニィ：はーい！　クラスはウィザード／サモナー／メンターです。【ＨＰ】[image: 154]の【ＭＰ】[image: 200]！　フェイトは５点です。

ＧＭ：リビルドの結果は満足したかい（笑）。

ピアニィ：いやー、実はこれじゃまだスキルは完成してないんですよねー。

ナヴァール：21レベルで完成しないのか（笑）。

ピアニィ：だって、『２Ｅ』になってからいろいろ研究したけど……まだまだ成長の余よ地ちがあるんですよ。取りたいスキルがまだまだ……。

アル：そ、そこまで研究してるんだ（笑）。

ベネット：強さへの欲よつ求きゆうはあいかわらずですな！

ＧＭ：えーと……じゃあ、前回とのちがいを発表してもらえるとうれしいな。

ピアニィ：はい！　主に《ディスコード》が生えました！

ＧＭ：単たん純じゆん明めい快かいでよろしい（笑）。

アル：デ、《ディスコード》って生えるものなの……？（笑）

ピアニィ：ともかく以上でーす（笑）。
















▼アル（21レベル）の場合

ＧＭ：では、次はアルにいこうか。

アル：ええと、レベル21です。【ＨＰ】が[image: 224]、【ＭＰ】が[image: 155]。フェイトは５点です。

ＧＭ：なんか大きく変わったところは？

アル：実は、そんなに大きくは変わっていないという（笑）。《ディフェンスライン》で攻こう撃げきをかわしつつ、《クロススラッシュ》で殴なぐるみたいな。

ＧＭ：すばらしい。データ的にキャラ性せいを維い持じ、魔ま法ほうに弱いという弱点もそのまま！（笑）

アル：ええ！（笑）　あ、装そう備びは変わってますね。頭部装備が獅子の仮面ライオンマスクから天てん魔まの兜かぶとになっている。

ＧＭ：あー、なるほど。〝封ふう鎖さ〟目的か。

アル：です！　前のシステムにくらべて『２Ｅ』はエンゲージの離り脱だつがしやすくなったので、これがないと敵の足止めがしにくい（笑）。

ＧＭ：まあ、封鎖しても【行こう動どう値ち】の対決に勝たないと意味が……。

アル：そこはナヴァールの《ヘイスト》しだいということで！（笑）

ナヴァール：うむ、まかされよう。ケセドの杖つえ込こみで《ヘイスト》すれば、たいていの敵は離脱ができなくなりそうだ。

ＧＭ：たしかに……（笑）。では、次はベネット！
















▼ベネット（21レベル）の場合

ベネット：お、あっしでやんすか？　あっしが先に紹介していいんですか？　やりますよ？

ナヴァール：いいからやれ！（笑）

ベネット：（無む駄だにかっこつけた声で）……フ、このあっしをナヴァールより先に紹介させるとはな。このベネット・ザ・エンッぺ―――……ぎゃ―――っ、嚙かんだっ!?（一同爆笑）

アル：エンペラーって言おうとしたのね……（笑）。

ベネット：慣なれない言葉を使おうとしてつい嚙んでしまいました！　……ふっ、エンペラーはあっしにはまだ早いということか…………うぉお―――っ!?

ＧＭ：「うおお」じゃねえよ（笑）。いいからはやく自じ己こ紹介しろっ！（笑）

ベネット：は、すみません。えー……クラスはスカウト。サポートクラスはダンサー、称しよう号ごうクラスはテイマー。スキルで特筆すべきは……《バーサタイル》！　使用回数制せい限げんのあるスカウトスキルを、よぶんに一回増ふやせる！　たとえば、《アデンダム》を一回増ふやせたりする。

ナヴァール：おお、それは強い。

ベネット：あと《デュアルアロー》が３レベルになったくらい？　あ、フェイトはがんばって８点まで増やしました。これでいつ悪い出目が出ても大だい丈じよう夫ぶでやんす。

ＧＭ：最初からそんな心配か（笑）。

ベネット：えー……あとは矢を何本か買って、装備の変へん更こうはなし！
















▼ナヴァール（21レベル）の場合

ＧＭ：では最後……ナヴァールどうぞ。

ナヴァール：まず、キャラクターレベルは21。クラスはプリースト／フォーキャスター／メンター。【ＨＰ】[image: 154]、【ＭＰ】[image: 224]。フェイトはなんと16点。

ＧＭ：16っ!?　高っ！

ベネット：あ、あっしの倍もある……！

ナヴァール：しかも【幸運】が高いので、いっぺんに11点も使える！

ＧＭ：なるほど、リビルドしてもそこのキャラ性は守ったのね（笑）。

ナヴァール：うむ。それと、主立ったとこでは……《ディバインフォース》を取った。これはプリーストのスキルで、１シナリオに一回、ダメージを＋[image: 115]点できる。

ピアニィ：おお！（笑）

ＧＭ：また、すごいダメージが……。

ナヴァール：あと《アフェクション》ね。これは対象が受けるダメージを０にします。

ＧＭ：基き本ほんですな。それにしてもナヴァールは、さらにいろいろできるようになったなあ。

ナヴァール：『２Ｅ』はちゃんと研究したからね！　その分やることが多いので大変だけど（笑）。あ、ちなみに装備の方は変へん更こうなし。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、最後にギルドサポートを決めて本編に入ろうか！
















ベネット：ちなみに我わがギルドは14レベルになりました！　１レベル成長です！

ピアニィ：お、やった！　ギルドサポートが増ふえる～！

一同：わ～！（笑）

ピアニィ：（ものすごくわくわくしながら）ねえねえ、なにを取ります？

アル：（データを見ながら）まあ、強いのは《限げん界かい突とつ破ぱⅢ》でしょう。

ベネット：《限界突破》の効こう果かの上に、さらに判はん定ていに＋１Ｄするギルドサポート。これで、《限界突破》を宣せん言げんすると判定に＋２Ｄされるでやんすな。

ナヴァール：＋２Ｄは大きいな。

アル：達成値が上がることより、クリティカルの確率が上がることがうれしい（笑）。

ピアニィ：やっぱりそれですよね。うん、決定ですね！

ＧＭ：ＯＫ、んでは今回は《限界突破Ⅲ》ということで！　では、ギルドサポートが決まったので……。

ピアニィ：本編にいきましょう！

ＧＭ：いや、その前にみんな、《力の泉いずみ》で指定するスキルを選んでください（笑）。

ベネット：だ、大事大事っ！（と、おのおの自分のキャラシートのスキル欄を見る）

ＧＭ：（笑）。では、それが決まったらあらためて……本編にいこう！




















ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ









◆Opening 01◆破壊の申し子




「ああ、なんて卑小な存在だろう―――」




　眼がん下かの荒こう野やに布ふ陣じんしている人間たちを見下ろし、少女は心のどこかでそう思った。

　兵士たちは空にふわりと浮うかぶ少女を一様に見上げ、憎にくしみの視し線せんを向けている。

　だが、それすら今の彼女にはどこか心地よく思えた。




　そして、宴うたげは始まった。




ＧＭ：では、これよりオープニングを始めよう！　よろしくお願いしまーす！

一同：お願いします！（笑）

ＧＭ：さて、物語は前回の続きから始まる。舞ぶ台たいは、〝真の四宝の試み〟を行なった神しん殿でんのある街……エル・ウルフリック・ミンスター周辺なのだが―――。

一同：が？

ＧＭ：その前に、紹介したい人物がいる。どうぞ！




　きくたけの声を合図に……がちゃり、会議室のドアを開いてひとりの男が入ってくる。




たの：みなさん、おはようございます。たのあきらです。

ピアニィ：あれ？　あれ？　たのさん……？　たのさんがここに来たってことは……。

ＧＭ：へい、お察しのとおり。このシーンのＧＭを務めるのは、たのあきらでーす！




たのあきら

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イフ』の執しつ筆ぴつ兼けんＧＭにしてＦ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の製せい作さく進行やら編へん集しゆうやら大変なことを担当している社員。

　数々の問題をいろんなアイデア（無む茶ちや振ぶりとも言う）で解決する、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の黒いドラえもん。これまで、私の書いた『アリアンロッド』リプレイの文中で、私から原げん稿こうを取り立てたり無茶なことを企き画かくしたりと、ちょくちょく登場していたえらい人とは、なにを隠かくそう彼のことである。ある意味、元がん祖そ無茶振り男。




ＧＭ：前回、『アリアンロッド・サガ』のいろんなＧＭさんを呼よんでセッションしたわけだが……今回もそれを続行します！　前回で全ＧＭが登場できたわけじゃないので！

ピアニィ：うんうん、前回はどこまで来たんだっけ？

アル：ええと？　取り上げたのはＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅシリーズまで？　

ＧＭ：そうそう。『アクロス』、『ブレイク』『コンチェルト』、『デスマーチ』、『エチュード』シリーズまで前回で登場してる。『コンチェルト』はリプレイじゃないが（笑）。

たの：というわけで、『Ｉ』シリーズ……『イフ』代表としてやってまいりました。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イフ』

『ゲーマーズ・フィールド15th Season Vol.４～５』に掲けい載さいされたリプレイ。

　帝紀八一二年に起こったメルトランド戦役におけるピアニィの奇き策さく（くわしくは『無印』三巻をお読みいただきたい）が失敗していたらという〝もしも〟の世界を扱あつかっている。

　執筆兼ＧＭは、たのあきら。

　二〇一二年に、富ふ士じ見み書しよ房ぼうより文庫として発売予定である。




















ＧＭ：というわけで、ＧＭをバトンタッチしまーす！　よろしくお願いしまーす！

たの：は、お願いされました。まず、このシーンの舞台となるのはエル・ウルフリック・ミンスターにほど近い荒野、と思ってください。ＰＣが全員が登場で、シーンプレイヤーはベネットです。

ベネット：!?　いや、もうすでに悪い予感しかしません（と、ハンドアウトを眺ながめる）。

ナヴァール：シーンはどんな場面から？

たの：まず、みなさんの周囲には荒こう涼りようとした荒野が広がっていると思ってください。もうもうと土つち埃ぼこりが舞まい上あがっており……見ればそこには、軍ぐん装そうに身を固めた兵士たちが、何者かと交戦しているのがわかります。

アル：いきなり戦争のシーンから？　俺おれたちはそれを見ている？

たの：そうです。しかし、ふと気づくことがあります。敵の軍ぐん勢ぜいが見当たりません。どうも、兵士たちが戦っているのは、軍ではないようです。

ベネット：軍ではない？　

たの：兵士たちはみんな、武ぶ器きを構かまえたまま空を見上げていまして……その視線の先には、人ひと影かげがひとつ浮うかんでいるのが見えますね。そう、ピンクブロンドの髪の少女です。

一同：…………。

ピアニィ：わ、わあ……誰だろう！

アル：もう嫌いやな予感しかしないわけですが……（笑）。

たの：兵士たちは魔ま術じゆつを解とき放はなち、矢を射いり―――個こ々こに上空の少女に向けて攻撃を仕掛けますが、少女の眼前には目に見えない障しよう壁へきでもあるのか、攻撃は届とどいていません。

ナヴァール：むう、では我われ々われもその場に向かうしか！

アル：あ、俺たちはその戦いの中に飛とび込こんでいいんですか？

たの：もちろんかまいません。ピアニィ以外は。

ピアニィ：はい？

ベネット：陛下は参加できない？

たの：いや、ピアニィはすでに戦いに参加しているから駆かけ寄よることはできないだけです。

ピアニィ：っ!?　つまりそれってやっぱり……（笑）。

たの：はい、ご想そう像ぞうのとおり。この荒野の空にひとり浮かんでいるのはピアニィです。あなたの視線の先には……卑小なる人間どもが有象無象、ひたすら無駄な抵てい抗こうを試みているようです（一同爆笑）。

ピアニィ：やっぱり――――――っ!!

アル：なにやってんだ、姫ひめさん！　と、駆け寄ろう……（笑）。

たの：あ、すぐ駆け寄ります？　もう少し待った方がいいかもしれません。

一同：は？

たの：なぜなら、兵たちが密みつ集しゆうしている場所に……静かに雪が降ふり始めるからです。

ピアニィ：ちょ……っ！

ベネット：（兵士になって）「い、いかんっ、この場から離はなれろ―――っ！」（笑）

ナヴァール：（兵士になって）「特大のアレが来るぞ―――っ!!」（一同爆笑）

ＧＭ：では、戦場では悲鳴にも似にたそんな声が方々で起こりますが、兵士たちはその場から逃にげる様子がありません。なぜなら、彼らの足はもはや動かすことができないからです。

ベネット：（兵士になって）「ひ、ヒィっ!?　お、俺の足が凍こおりついてる―――っ!?」

たの：そのとおりです。もはや、兵士たちに待っているのは冷たい死でしょう―――。

ベネット：（兵士になって）「ひ―――っ!?」と悲鳴を上げて必死に足を動か……っ。

たの：ポキン。

一同：ポキンっ!?

ベネット：「ぎゃ―――――――――っ!?　あっしの足が―――っ!?」

アル：おい、ベネットがいつのまにか戦場に立ってるぞ。

ベネット：は、すみません。あっしはそこにいません。アルと一いつ緒しよにいます（断だん言げん）。

ＧＭ：お前、「あっしの足」って言いたかっただけだろう……（笑）。

たの：そして動けなくなった兵士たちを見下ろし、ピアニィはゆっくりと杖を振ふり上あげます。

ＧＭ：うむ。天に振りかざした杖の先……彼女のさらに上空に冷気が渦うず巻まき始めますね。渦の中心点に生み出された、球きゆう状じようの青白い冷光は急速にふくれあがって……。

ベネット：「ひ、ひぃっ!?」

たの：そんな悲鳴にひるむことなく、杖は振り降ろされます。戦場を襲おそった極低温の光に、兵士たちは震ふるえ、凍こごえ、そして声を上げる間もなく、次々と氷の彫ちよう像ぞうとなっていき―――。

ピアニィ：ちょっと―――っ!?

ベネット：全ぜん滅めつ……っ！

たの：いや、氷ひよう霧むと血ち煙けむりが舞まう中……そこにはまだ、数人の戦士が立っています。そのうちのひとりは服に付いた霜しもを払はらいながら言いますね。「まさかこれほどの力とは。このマルセルの目をもってしても見み抜ぬけなかった……！」

一同：マルセルかよっ!!（笑）




マルセル・ベルトラン

　高速機動部隊エンジェルファイヤーに所属している『デスマーチ』シリーズのＰＣ。

　元レイウォール三二将しようのひとりで、やることなすことが裏うら目めに出るため、裏目軍ぐん師しというありがたくないふたつ名を持つ。

　プレイヤーはたのあきらである。




[image: ]




ピアニィ：じゃあ、その数人の戦士ってエンジェルファイヤー!?

たの：そのとおり。

ナヴァール：おお。では、俺はこの瞬しゆん間かんからギィになる！　「くそっ、《フロストプリズム》一発で軍が壊かい滅めつかよ！」と声を張はり上あげる。




ギィ

　マルセルと同じくエンジェルファイヤーの一員。グラスウェルズの暗黒街で盗とう賊ぞくとして生きてきた。

　プレイヤーは鈴吹太郎である。




[image: ]




ＧＭ：そしてピアニィは落ち着いた口調で言うんだな。「……今のは、《フロストプリズム》ではない―――」

ピアニィ：（声を低くして）……ただの《ウォータースピア》だ（一同大爆笑）。

ベネット：（超ちようわざとらしい声で）な、なんだって―――っ!?（笑）

ピアニィ：って。あたしはしゃべっていいんですか？（笑）

たの：もちろんです。全員、登場のシーンですから。

ピアニィ：（邪じや悪あくに満ちた声で）「……ふふふ……ははははははっ！　なにを驚おどろいておる、人間共っ！　これしきの攻撃で生命尽つきるとはなんともか弱い生命体か……！」

一同：こらっ!!（大爆笑）

ピアニィ：えっ、あれっ!?　だめ!?

アル：お、大竹さん……その超うれしそうな笑顔はなに……（笑）。

ナヴァール：（げらげら笑いながら）なんでそんな満面の笑顔なのです陛下っ!?（笑）

ＧＭ：いかん。今まででいちばんピアニィが活き活きしている。

たの：しかし空に浮かぶピアニィを見み据すえたまま、アキナたちの士気は揺ゆるぎません。

ＧＭ：「あたしたちが、ここで止めないと！　せめて、あたしたちの手で……！」つらそうに、決意するようにそんな言葉を口にして、アキナは剣けんの柄つかを握にぎりしめる。

ピアニィ：アキナちゃんやめて―――！　でないと殺しちゃう―――っ！（笑）




アキナ・ブルックス

　高速機動部隊エンジェルファイヤーのギルドマスター。

　ブルックス商会に引き取られ、育てられた少女である。つまりはアルの義妹だ。

　プレイヤーは、声優の酒井香奈子さんだ。
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ＧＭ：なんか今、ピアニィのセリフに「（笑）」がついてたような。

ピアニィ：気のせいです気のせいですっ。

アル：ともかくよくわかった！　ここは、俺たちが好き勝手にかっこつけて戦って、そして死んでいいシーンだ！　よおし……（笑）。

たの：（笑）。マルセルは、決意したアキナの言葉を受けて―――「そのとおり！　我々の力を結集すればピアニィ陛下を止められる！」と自信ありげに言い切りま……。

一同：お前が言い切るなっ!?（大爆笑）

たの：と、いつもなら出てくるそんなツッコミが出る余よ裕ゆうもなく……上空のピアニィに向かってエンジェルファイヤーの集中攻撃が放たれます。

ＧＭ：ギィが矢を放ち、マルセルが火力上じよう昇しようの支し援えんを行ない、ドランが魔術を解とき放はなって……その爆ばく風ふうを弾だん幕まくにして大地を蹴けったアキナが斬きりつける！

ナヴァール：そのすばらしい連れん携けい攻撃に、思わずマルセルは言った！

たの：「この攻撃を受けては、さすがの陛下も耐たえられまい」

一同：だめ――――――っ!?（一同爆笑）

アル：マルセルがそれを言ったら、本当にダメな気しかしない！（笑）

たの：当然、攻撃によって巻まき上あがった埃ほこりが晴れると……そこには何事もなかったかのように冷たい瞳ひとみでアキナたちを見下ろしているピアニィ。

ピアニィ：フッ、やめておけ。えー……なんて言おう（笑）。

アル：「足りぬ！　まだ破壊に満足していないぞ」

ピアニィ：（邪悪な声で）……ええ、足りない。もっとこのあたしに堪能させてほしいな。生命の味を―――。

たの：満足してませんか。では、せっかくなので、ここでドランに登場してもらいましょう。菊池さん、お願いします。

ＧＭ：……っ!?　ここで回ってくるのかよ！（笑）




ドラン・ベレレン

　エンジェルファイヤーの一員。かつてはアヴェルシアの騎き士しであったが、現げん在ざいはドラム缶かん状じようのボディとなっているエクスマキナ。

　ちなみにプレイヤーは菊池たけし。
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たの：は、お願いします。

ＧＭ→ドラン：え、あ、えっと……（頭の中でセリフを考えて）……ピアニィ陛下！　ワタシがわかるナリか！　ドラン・ベレレン！　かつてあなたの母君の騎士でもあった男ナリ！

ピアニィ：撃うちます。

ドラン：爆ばく発はつします。

一同：爆発するのぉっ!?

ドラン：撃たれて反はん射しや的てきに自じ爆ばく装そう置ちが作動したようだ。

アル：は、反射的に作動する自爆装置はかなりダメじゃないですかね……（一同大爆笑）。

ピアニィ：（低い声で）お、驚おどろかせおって―――……（笑）。

ナヴァール：そりゃいきなり木こっ端ぱ微み塵じんになったら驚く（笑）。

ベネット：フ、ではそろそろあっしの出番でやんすね。（きりっと声を引ひき締しめ）……陛下。

ピアニィ：《フロストプリズム》。

ベネット：まままま待って待ってっ、おげろおべばぼべ―――っ!?　馬鹿な―――っ、あっしはあなたの右腕だったはず――――っ!?　……よしっ、このセリフを言えた。満足。死にます（一同爆笑）。

ＧＭ：即死かよっ！（笑）

アル：まずベネットが逝いったか―――……（笑）。よおし……。

ナヴァール：うむ……！（ずい、と身を乗り出す）




















　なぜかふたりとも超笑顔である。




アル：さがっていろ、アキナ―――。

ナヴァール：うむ、もはや陛下はお前たちの手に負える相手ではない。

ピアニィ：―――フッ、目め障ざわり。なんかよくわかんない力を放ちます。

アル：木っ端微塵になります。

ナヴァール：蒸じよう発はつします。

ピアニィ：……っ!?

たの：眼前でいきなり消失したふたり。もはや驚きの顔すらできないアキナがいます。

ＧＭ：「よくも、アル兄様を―――……」　震えながら剣を握にぎりしめ……。

ピアニィ：（いきなり清純派な口調で）ああ、なんてこと……！　どうして、どうしてこんなことに……っ!?





　なぜか一同大爆笑。

　いきなり取とり繕つくろってもだめである。




アル：（大爆笑しながら）ちゃんと段だん階かいは踏ふみましょうよ！　いきなり悲ひ劇げきのヒロインみたいな声を出してもだめですってばっ！（一同大爆笑）

ピアニィ：いやいやいやっ、きっとあたし本来の意識はあるんですよ！　ほんとはやりたくないのにでもなんか「ちょっと楽しい♪」みたいなっ！

たの：たしかに残ざん虐ぎやくな行こう為いに嫌けん悪お感かんがありますけど、それとは別に自分の中の欲よく望ぼうが解かい放ほうされた快感がある……ピアニィはそう感じていますね。その半面、同時に「……惑まどわされるな」みたいな声も聞こえています。

ピアニィ：邪神の御子とセフィロス、両方から干かん渉しようされてる感じですか？

たの：そのとおりです。ですが、身体を自由に動かせない現在、破は壊かい衝しよう動どう……つまり、御子側の方に傾かたむいているようです。

なぜか生きていたベネット：お、おのれピアニィ……！　末代までも祟たたってやるぞ……っ！

ピアニィ：ちがう！　ちがうの！　誤解よ、誤解っ！

ナヴァール：誤解もなにも目の前で木っ端微塵になったぞ。

なぜか生きていたベネット：許ゆるさんっ、許さんぞ……！　仲間も、ヤンヤンすらも殺すお前はもはや陛下ではないでやん……！

ピアニィ：（しれっと）あ、ヤンヤンは生きてます。これ、あたしのスキルで取ってるんで。




　妙みようなとこだけこだわるピアニィ陛下であった。




アル：（←大爆笑している）

ピアニィ：（邪悪な声で）フッ、ヤンヤン。お前は生かしておいてやろう。お前を失うと【知力】判定がマイナス２されるからな（一同爆笑）。

たの：さて、ではそこでピアニィは、まだ立っている戦士たちを見下ろして、ふっ、と笑います。まるで、もう相手にするのも面めん倒どう……的な雰囲気で。そして―――ふいに彼女の身体から、青白い光が放たれ始め、音もなく周囲に広がっていきます。

ピアニィ：（邪悪に、しかし静かに）……消えて、なくなれ。

たの：光は、静かに世界を覆おおい尽つくし……少ししてそれが消えた時。周囲にもはや立っているものは誰もいません。

ＧＭ：街も、森も、山も―――。

たの：そう、どこまでも続く荒野となったその場所でピアニィはひとりで佇たたずんでいますね。

ピアニィ：（邪悪な声で）ピアニィ、楽しかろう？　愉ゆ快かいであろう？　それがお前の本ほん性しようなのだ、はははは……！（いきなり清せい純じゆんな声になって）やめて、やめてぇ……！　こんなのあたしは望んでいません！　こんな……！　でもなんとなく気持ちいい！（一同爆笑）

ＧＭ：待て。今のセリフ、「でもなんとなく」以い降こうは邪悪なニュアンスでしゃべるとこじゃないのか？（一同大爆笑）

ピアニィ：ま、まざった！　まざった！

たの：（笑）。では、そんなところで遠くからピアニィを呼よぶ声が聞こえます。それは、御子でもセフィロスでもありません。そう、これまで共に戦ってきた仲間たちの声で……そして、そこであなたは目覚めます。

ベネット：殺意に？

ＧＭ：ちげえだろっ!?（一同爆笑）

ナヴァール：うむ。それにはずいぶん前から目覚めておられる。

ピアニィ：ひどっ!?

たの：ともかく、ピアニィがそこでゆっくり目を開くと……心配そうにあなたの顔をのぞき込んでいるのは、アルたち三人です。

ピアニィ：夢ゆめ……だったってことですか。

ベネット：夢じゃなかったらやりなおしを要求するところでやんす。

ピアニィ：で、周囲を見回すと……？

たの：そこは〝真の四宝の試み〟を行なった神殿の跡あと地ちです。夢と同じく、周囲は荒野と化していますね。

アル：ああ、前回のラストでピアニィが放った謎なぞの衝撃波しようげきはか。ぜんぶ跡あと形かたもなく吹ふっ飛とんだからな。

ＧＭ：だね。ピアニィの視界に、ようやく音と色が取とり戻もどされてくる。土に埋うもれている部分も多いが、無数の妖魔やセインたちの亡なき骸がらも散見する。

ピアニィ：なんですか、これ……と……。

アル：俺たちにも、なにが起こったのか理解できないから、沈ちん黙もくしよう。

ナヴァール：目が覚められましたな、ピアニィ陛下。

ピアニィ：は、はい……と言いつつ、周囲を眺めて呆然と―――。

ベネット：ともかく、目が覚めてよかったでやんす。

ピアニィ：三人とも……なんかさっきまでの光景を思い出すと……「みんな、ごめん」って気になっちゃう。

ベネット：？　どうしたでやんすか、ピアニィ陛下？

ＧＭ：……と、ボロボロになって、だが、たしかに生きているベネットの顔がそこにある。

ピアニィ：うわーん、ベネットちゃんごめんね―――っ！　と抱だきつきます！

ベネット：……っ!?　どどどどうしたでやんすか陛下!?

ピアニィ：心臓を握にぎりつぶしたりしてごめんね―――っ！

ベネット：そこまでされてね―――っ!?　あんた、どんな夢見てたんじゃ―――っ!?（一同爆笑）

ピアニィ：く、首だけになって転がってた。でもしゃべってました。

アル：ベ、ベネットならやりかねん。

ＧＭ：まあ、あくまで夢なので……（笑）。

アル：そんでまあ、俺たちは、夢の中で虫ケラのごとく殺さつ戮りくされたということを知らないわけで（笑）。

ベネット：しくしくしく。

ナヴァール：（シリアスな口調で）それより大だい丈じよう夫ぶでしたか？　ずっとうなされ……いや、なんだか楽しそうな表ひよう情じようを浮かべておりましたが―――（一同大爆笑）。

ピアニィ：……その、夢を見ていたのです。怖こわい夢を……。

アル：夢か……（笑）。まあ、あんなことがあったあとだからな。

たの：それは果はたして、本当に夢だったのでしょうか？

一同：え？

たの：あれはひょっとすると、可か能のう性せいのひとつ。このあとに続く未来で起こりえる現げん実じつかもしれません。すべては、今後のあなた方の選択の結果起こりえる―――そう、「if」の世界。

一同：ああ、なるほど！（笑）

ナヴァール：そう繫つながるのか（笑）。

たの：というわけで、私の役目もここまで。シーンを切るといたしましょう。

ＧＭ：以上、たのあきらさんでしたー。

一同：お疲つかれ様さまでしたー（笑）。







◆Opening 02◆悪あく夢む終わらず




　神竜王セフィロスと邪神の御子を取とり込こみ、ピアニィは意識を失い……倒たおれた。

　長い間、夢を見ていたような気がする。

　しかしそれは、わずか十数秒の出来事。

　仲間の声に目覚めたピアニィに突きつけられるのは……。




　―――さらなる、真実だった。




ＧＭ：さて、次のシーンに入ろう！　時間軸じく的には前のシーンからダイレクトに……いや、倒れたピアニィにみんなが駆け寄よったところから始めようか。

ベネット：ああ、陛下が気を失っていたところを、あっしたちの視線で演えん出しゆつするってことでやんすな。

ＧＭ：そうそう、そんな感じ。

アル：じゃあ、俺はピアニィを抱だき起おこして、「姫さん……！　姫さん！」と声をかける。

ナヴァール：待て、アル。陛下が、苦しげになにかつぶやいておられる。

ベネット：「死ねぇ、死ねぇ！」

ナヴァール：いかん、楽しそうだ。

ＧＭ：こらっ！（一同大爆笑）

ピアニィ：ああっ、ベネットちゃんが首だけに―――っ!?

ベネット：だからどんな夢見てんじゃ―――っ!?（一同爆笑）

アル：冗談はともかく、ピアニィはどんな状じよう態たいです？　どう見ても、前回のあれはピアニィが邪神の御子とセフィロスを吸収したようにしか見えなかったわけですが。

ＧＭ：うん、まさにそのとおり。見た目に変化はないものの……確かく実じつに、彼女の体内からはなにか大きな力を感じる。判定するまでもなく、ね。

ベネット：グレートなパゥワーを感じるでやんす。

ＧＭ：なお、ピアニィはうつろな表情で意識こそないものの……キミたちとは対照的に、傷きずひとつないね。

ベネット：見ろよ、綺き麗れいな顔してるだろ……？　ウソみたいだろ、それ……。

アル：それ、ピアニィが死んじゃうだろっ！（笑）

ＧＭ：ほんとにネタを入れないと気がすまないやっちゃな……（笑）。つか、わかってもらえるのかそれ（笑）。

ナヴァール：ま、まあともかく。我々はそれなりに傷ついてたりする？

ＧＭ：そうとうなダメージを受けているね。前回の戦せん闘とうによって……というよりは、ピアニィが最後に放った衝撃波。あれによるものだ。さっきも少し言ったが、あれにより周囲は見み渡わたすかぎりの荒野になっている。

ナヴァール：神殿の中にいたはずだが、エル・ウルフリック・ミンスターの街は……？

ＧＭ：ええ、跡形もない。かろうじて残された建けん築ちく物ぶつの土台とか、崩くずれた壁かべを残すのみ。周辺の荒野には無数の兵士や妖魔が埋もれている。

一同：…………。

ベネット：ゼパ様はどこへ……。

ＧＭ：少なくとも、キミたち以外に周囲で動くものはない。それだけはわかる。

アル：周囲の状況に驚くのは、あとだ。今は姫さんのことを。

ピアニィ：じゃあ……やめて……！　やめて……みんなを殺さないで……！　って、うなされてます。

ナヴァール：なにか夢を見ておられるようだ。

ピアニィ：……特にベネットちゃん……ごめんなさい！

ベネット：…………へ、陛下？　あっしはここにいるでやんす。ほーら、元気なものでやんす。

ＧＭ：では、そんなところでピアニィが目覚め、さっきの会話がなされ……。

ピアニィ：ごめんね、ベネットちゃん！　首だけにしちゃって―――っ！

ベネット：だからあんたはどんな夢を見たんじゃ―――っ!?（一同大爆笑）

ナヴァール：陛下、ともかく無事でなによりです。

ピアニィ：怖い、怖い夢を見ました……。

アル：怪け我がはないのは見たし、俺はとりあえず安心する。

ナヴァール：いったいどのような悪夢を……。

ピアニィ：自分の中にもうひとりの自分がいました。その人がみんなを次々と殺していく夢です。でも、あたしはそれを楽しいって……。

ＧＭ：もうひとりの自分ていうか、邪神の御子の影えい響きようなんだけど……そっちが本性だったらどうしよう！（笑）

ピアニィ：がーん。

アル：まあ、ともかく無事だったということで―――。

ＧＭ：と、アルがどこか安あん堵どした時だ。ふいに、ピアニィを起点にして、なにかの力が周囲に拡かく散さんする。

一同：は？

ＧＭ：感じたのは、一いつ瞬しゆんの違和感。でもその直後……なぎ倒たおされていた街がい路ろ樹じゆや、周辺の草木が一いつ斉せいに―――〝メキメキメキ……っ！〟と異い音おんを発した！　同時に、その緑が急速に枯れ果はて、崩くずれ去さっていく。

一同：は!?

ナヴァール：なんだ？　なにが起こっている……！　と、立ち上がる。

ＧＭ：それは異い常じような光景だ。枯かれていくのはキミたちの周辺だけじゃない。視界の彼方かなたにある山々の緑は、手前からまるで塗ぬり替かえるように枯かれ葉はになっていく。今の季節は秋……そうだな、山には針しん葉よう樹じゆが生えているとしよう。たとえ雪に降ふられても、山に緑の色合いを与あたえていた針葉樹の葉も―――。

ナヴァール：馬鹿な、緑が消えていく！　まるで生命を吸すわれているかのようだ！

ＧＭ：あ、正せい解かい。

一同：へ？

ＧＭ：樹じゆ木もくに限かぎらない。おそらくは周辺数キロという範はん囲いに渡って……木々や花、虫や魚……そのすべての生命力が強きよう制せい的てきに抜ぬき取とられている。

ベネット：な、なんでやんすかそれは！　で、抜き取られた生命は……。

ＧＭ：そう、それをしているのはピアニィだ。まるでブラックホールの如く、周辺のあらゆる生命力はピアニィに吸われ始めている。

ピアニィ：なんですかそれっ!?

ベネット：………………あれ？

アル：あ？

ベネット：すべての生命力？

ＧＭ：はい。

ベネット：あっしらは？

ＧＭ：ベネットは生命体だよね？

ベネット：もちろん。

ＧＭ：では、急速にキミの身体から力が抜けていくのがわかる。

ベネット：ぎゃ――――――っ!?

ピアニィ：えぇぇええぇえぇ―――っ!?

アル：待て待て待て！　それ、すぐにわかります？　ピアニィに生命を吸われているって！

ＧＭ：わかる。あっというまに身体がけだるくなり、立っているのもつらくなる感覚がキミらを襲おそう。これが危き険けんな状態であると本ほん能のうが、警けい鐘しようを鳴らしている。

アル：じゃあ、それを感じて……うおっ！　と、反射的に剣を引ひき抜ぬき、ピアニィに振ふり下おろしている自分にあとから気づく。

ＧＭ：おお、それはかっこいい。

ナヴァール：アル……！　と思わず言葉をかける。

アル：と、そこで自分の意識が、本能に奪うばわれていた身体のコントロールを取り返し、剣を止める。剣は、あと数ミリでピアニィの身体を絶ち切きっていた、みたいな感じで。

ＧＭ：では、そこであらためて気づく。アルが抜ぬいた剣はいつもキミが戦いで振ふるうそれではない。師し匠しようより託たくされた〝神殺しの剣〟だ。

アル：ああ、それは面白い。本能が、とっさに神を殺す剣を俺に引き抜かせたんだな。ピアニィの妙な力の源みなもとが、ふつうの剣では斬きれないものだと本能が察知した。

ＧＭ：そういうことだ。そして、ピアニィが放つその力と、神殺しの剣の力が、わずか数ミリの間で拮きつ抗こう……やがて、パン、と乾かわいた音が鳴ってアルははじき飛ばされる。

アル：うお！　ってこれ、ピアニィのその吸収能のう力りよくを防ふせいだってこと？

ＧＭ：そのとおり。その剣と共にある限かぎり、かろうじてピアニィの放つ力を防げるようだ。

ピアニィ：で、でもそのうしろで、ベネットちゃんが……。

ベネット：しおしおしお……（←吸収されているらしい）。

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶ。そこで、ベネットの心の中に響ひびく旅人の石の声！　「ベネット！　意識を保たもって！　僕ぼくを掲かかげて！」

ベネット：おお、掲かかげればいいでやんすか。掲かかげるでやんすよ―――っ！

ＧＭ：アルと同じく、ピアニィの放つ力をかろうじて防ふせぎ始める。そして―――。

ナヴァール：（わくわくした表情）

ＧＭ：…………。

ナヴァール：……。

ＧＭ：社長、ひとつ相談がありまして……。

ナヴァール：なんだ。

ＧＭ：ナヴァールは……どうしましょう。

ナヴァール：なにぃっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：いえね、なんか説得力のある特別な方法で、この吸収効果を防いでほしいんです。

ナヴァール：考えてないのかっ!?（笑）

ＧＭ：ナヴァールもピアニィの力に耐たえないとゲームにならないんだけど、理由が思いつかず（一同爆笑）。

ナヴァール：無む責せき任にんなことするな―――っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：あ、いや、ほら。第一巻……みんなと出会って、師匠のもとから下山する時、なんか隠かくされた設せつ定ていがあるみたいなこと言ってたじゃないですか。

ナヴァール：…………言ってたな。そう言えば。

ＧＭ：そのへんの設定を引ひっ張ぱりだしてください。内容知らないんで、俺が決められない。

ナヴァール：なるほど。ふうむ……。

アル：ついに明かされる、ナヴァールの秘ひ密みつ！

ベネット：正せい座ざして聞くでやんす。

ナヴァール：うむ、実はな―――。

一同：うんうん。

ナヴァール：―――特になにも考えてないんだ。

一同：おい――――――っ!!（笑）

ＧＭ：実は60レベルとか、「ついにあれが動き始めたか」とか、さんざん言ってたじゃないですかっ!?

ナヴァール：しょうがないだろうっ!?　ああでも言わないとカッコつかなかったんだから!?つか、シナリオ知らないのに深い設定とか決められるわけあるか―――っ!?

アル：しゃ、社長……（笑）。

ＧＭ：なんかてきとーにでっちあげてくださいよ！（笑）

ナヴァール：………………そうだ、菊池さん、いいこと考えた！

ＧＭ：はい！

ナヴァール：ナヴァールのすごい背はい景けい設定を読者に募ぼ集しゆうしよう！

一同：は？

ナヴァール：少なくとも、ここまでリプレイを読んできた人なら、なにかしら深読みをしている人もいるだろう！　読者のみなさん、ピアニィの謎の吸収能力にも耐たえる説得力のある設定を……なにか考えて応おう募ぼしてくれいっ！

一同：社長――――――っ!!（笑）

ナヴァール：私の秘密とはいったいなんなのか。ぜひ斬ざん新しんなアイデアを送ってほしい。楽しみにしている。

ＧＭ：ど、読者に頼たよる方が斬新だわ……（笑）。

ナヴァール：次か、次の巻あたりで発表ということで……。

ＧＭ：ではそれで……（笑）。

アル：応募なかったらどうするんだろう……（笑）。というか、今回はどうするんだ（笑）。

ナヴァール：目をかっと見開いて……なぜか涼すずしげな顔でその場所で悠ゆう然ぜんと立っている私がそこにはいる。

一同：!?

アル：さすが、ナヴァールの旦だん那な。目を開いただけで、平然としている……！（わざとらしい声で）い、いったいこの力はなんなんだー。

ナヴァール：……ふ、それはまだ語る時ではない。まだ、お前たちが知らぬ真実が、この世界には隠されている―――そういうことだ。




　どういうことだ。




ＧＭ：じゃあ、今回はそれで……。

ナヴァール：最終回まで語られなかったらどうしよう。

ＧＭ：知りません……（笑）。

ピアニィ：（←大爆笑している）

ＧＭ：とにかく……周辺数キロに渡わたって、生命力を吸収しているのはピアニィ自身。そのことだけは確実で―――。

アル：ピアニィ、お肌はだがツヤツヤに……。

ナヴァール：そして陛下のささやかな胸むねが増ふえ……。

ピアニィ：増えるのっ!?（くわっ）

ＧＭ：あ、いや。残念ながら、他は増えてもそこは増えない。

ピアニィ：他が増えても困こまるよっ!?（一同大爆笑）

アル：つか、他に考えることはないんですか！（笑）

ピアニィ：そうでしたそうでした！　と、とにかくこのよくわかんない力を止めないと……！

ＧＭ：……と、キミが心の中でそう考えた時だ。ふいに、前回の儀式で使われたひとつ……正せい確かくには、台だい座ざにはめられた〝石〟が淡あわい光を放ち始める。

ピアニィ：え？

アル：どの石だ？

ピアニィ：あ、それってもしかして……。

ＧＭ：そう、〝ひとつの石〟だ。「ピアニィ、私を手に取れ―――」という声が、キミの心の中に響ひびきます。

ピアニィ：ひとつの石さん……。その言葉にしたがって、手に取ります。

ＧＭ：すると、そこから光が放たれて、生命力を無む尽じん蔵ぞうに吸わんとしていたその力がゆっくりと弱まっていきます。

一同：おおっ！

ＧＭ：ただ、かろうじて吸われないというだけで、力が収おさまったわけではない。

ピアニィ：そ、そっか。すがるようにひとつの石を握にぎります。

ＧＭ：やがて、力は大きく減げん退たいする。さっきまでは周辺数キロだったけど、今はせいぜい三〇メートルというところか。

ピアニィ：そ、それでも三〇メートル……!?

アル：こ、これ、人前に出られないんじゃ……（笑）。

ナヴァール：ひとつ別のことを確かく認にんしたい。前回のクライマックスですべての竜輝石をなんか台座にはめていたな？　あれってどうなっている？

ＧＭ：ああ、円えん環かん状に立っていた七つの台座はすべて無残に崩れ、倒れており……そこにはめたはずの王威の竜輝石は―――すべてなくなっている。

ピアニィ：なくなってるっ!?

アル：誰かが持っていった……わけじゃないよな。

ＧＭ：吹ふっ飛とばされたのか、消えたのか、誰かが持っていったのか―――はっきりしたことはわからない。

ナヴァール：少なくとも我々が知る範囲では、石を持ち出そうと近づいた者はいないな。

ＧＭ：ああ、もしかすると……衝撃波が荒れ狂う中、七つの光がからみあうように空に舞い上がっていた光景は視界の隅で捉えていたかもしれない。

アル：そして、天の彼方ではじけて世界中に散っていく感じ、と……。

ＧＭ：そうそう（笑）。

ベネット：竜輝石がなくなったのも、陛下に不思議な力が宿ったのも……誰かの陰謀なんでやんすかね？

アル：元々、邪神の御子を復活させたらどうなるか……わかってはいなかったが、こんなことになるなんてな。

ナヴァール：だが、〝ひとつの石〟だけは手元にある。それだけでも……救いか？

ピアニィ：…………。

ＧＭ：かくして七つの石は失われた―――というところで一いつ旦たん、シーン終しゆう了りようしよう。











ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆闇のベールの外側で




「……エストネルはいったいどうなっている!?」

　ノルウィッチ城で、自身の執しつ務む室しつの机を叩きながら、マルセルが悪あく態たいをつく。

　フェリタニア本国に残った人々は、エストネルの異変を察さつ知ちし、情勢の把は握あくに躍やつ起きになっていた。

　だが、目に見える成果が上がらない現状に……




　マルセルはいらだちの声をあげた。




ＧＭ：……と、こんなところでマスターシーンを挟はさもう。このシーンは、ピアニィらが行方不明になってのち、ぞくぞくと入ってくる不確かな情報にマルセルが切れる場面だ。

ナヴァール：切れるのかよ（笑）。

ＧＭ：まあ、今回の事態を受けたフェリタニアがどうなってるかを演出する場面ってだけだが（笑）。

ナヴァール：……ああ、あっちも大変だったからなあ。

ピアニィ：……あっち？　ノルウィッチのこと？

ナヴァール：ノルウィッチというか、『デスマーチ』第五巻？（笑）　エストネルで〝真の四宝の試み〟が行なわれている頃、ノルウィッチではバルムンク・ノヴァの破は壊かい工こう作さくが仕掛けられたのだ。

ベネット：バルムンク……がんばりすぎでやんす。

ＧＭ：その事件はエンジェルファイヤーの活躍により、最低限の被ひ害がいで収まった。しかし、もしバルムンク・ノヴァ側の陰謀が成功すると、合衆国の主だった都市が機能停止に追い込まれるところだったのも事実。

ピアニィ：危ないところだったんですね。

ＧＭ：で、その後、マルセルは休む間もなくピアニィたちの安あん否ぴの確認に奮闘していたのだ。

アル：あいかわらずというか……（笑）。

ＧＭ：では、シーンは夜、マルセルがノルウィッチ城の一室でいらいらやきもきしてるところに、アキナがやってくる場面からスタートする―――。




　〝ギィ……〟

　アキナは執務室のドアを、遠えん慮りよがちにそっと開いた。

　そこにはピアニィたちの捜索の手配……これに忙ぼう殺さつされるマルセルの姿があった。

　白い湯ゆ気げの立つティーカップを〝コトリ〟とテーブルの上に置きつつ、アキナは尋たずねた。

「あの、マルセルさん。状況はどうです？」

「よくない」

　端たん的てきな回答だった。

　二の句くが継つげず、アキナは言葉に詰つまった。

　そんな彼女の戸惑いを無視して、マルセルは続ける。

「ピアニィ陛下、アル殿、ナヴァールの行方は未だに不明。エストネルでなにが起きているかも謎のまま。これだけ状況が不ふ透とう明めいだと最悪の事態に備える必要が出てくるな」

　〝最悪の事態〟―――それが意味するものはひとつだ。

　アキナは、間かん髪ぱついれずにマルセルに進言した。

「あたしがエストネルに向かいます！」

「駄目だ」

「なんでですかっ」

「我々はバルムンク・ノヴァが企くわだてた合衆国主要都市へのテロ計画を、なんとか撃げき退たいしたばかりではないか。第二次攻撃などの可能性を考えると、ノルウィッチを手て薄うすにはできない」

「……う」

「それに、あまりに確かな情報が少なすぎて、有効な手が打てない。レイウォール、ゴルフォード、グラスウェルズといった有力国もエストネルでなにが起きているのか、把握できていない状況らしい―――」




アル：ん？　ノルウィッチにいるのに、レイウォールあたりの国の状況がわかるのか？

ピアニィ：……言われてみれば。

ＧＭ：実は『デスマーチ』第五巻で、各かく主しゆ要よう都と市し間かんの緊きん急きゆう連れん絡らくシステムをマルセルが構こう築ちくしていたんだ。転送石や伝信人形などを利用してね。

ベネット：ほほーう。やるもんでやんすなあ、裏目軍師殿も。

ＧＭ：で、マルセルはそのシステムをフル活用したんだ。で、どの国も自国の王の安否や、エストネルで起きた事件について情報を摑つかんでいないと知ったわけで。

ベネット：へっへっへ。まさか、エストネルがこんなことになってるとは、アーケンラーヴ様でも気がつくめぇってなもんでやんす！（笑）

ピアニィ：もうっ!?（笑）　笑い事じゃないですよ!?

ベネット：は、すまんでやんす、陛下。

ＧＭ：ともあれ、ここはマルセルの次の言葉で締しめよう。マルセルは、いらだってる自分に気づいて声をやわらげ……アキナに告げた―――。




「……アキナ、そう心配するな。ピアニィ陛下も、アル殿も、個人戦闘力では大陸最強クラスの実力の持ち主だ。きっと……いや、絶対に無事に帰ってくる」




　　　　＊　　　＊　　　＊




一同：って……。

ベネット：だから断言すんな―――っ!?　あんたはもうちょっと自分の特性を理解してから発言しろ―――っ!?（一同爆笑）

ピアニィ：マルセルさんの裏目ってどんだけスゴイんですか！（笑）

ナヴァール：だが、逆に考えてみると、ＧＭがこうマルセルに言わせたからには、我々は無事にノルウィッチに帰き還かんできないのではないか？

一同：…………。

ベネット：なんか、ますますヤバイ気がしてきたでやんす。

ＧＭ：はっはっは。……ではシーンを終了しよう！







◆Middle 02◆破は壊かいの跡あと地ちにて




　エル・ウルフリック・ミンスター一帯は、突とつ如じよ発生した衝しよう撃げき波はによって壊かい滅めつした。

　その被ひ害がいは、周囲で戦っていたセインや妖よう魔またちにも及およぶ大だい規き模ぼなものだった。

　ピアニィは、その中で自分の身に起こった異い変へんを知った。




ＧＭ：さて、それでは新たなシーンに入ろう。場所は……。

ピアニィ：あ、その前に！　この吸きゆう収しゆうする能のう力りよくって、ずっと発動しているんですか？

ＧＭ：そのとおり。ひとつの石で効こう果かをやや抑おさえているものの止めることはできない。

ピアニィ：じゃあ、やっぱり出歩くと……？

ＧＭ：少なくとも人の多い場所に入ると大だい惨さん事じはまちがいなさそうだ。石の力がなければ、それこそ街ひとつまるまる飲のみ込こみかねない。

ピアニィ：街ひとつ!?

アル：今回、どっかに行って誰だれかに協力を求めるって話になるんじゃなかったか……？

ベネット：そもそも、ひとつの石の効果はずっと続くんでやんすかね……？

ピアニィ：三人には、あたしから離はなれてって言いたい……。

ナヴァール：陛へい下か、まずは落ち着いてください。状じよう況きようを確かく認にんしましょう。周囲の状況はさっき聞いたとおりとして……。

ＧＭ：うん、周辺は一面のがれきの山。少なくとも、視し界かいに入る景色は、赤茶けた荒こう野やと、生命力を奪うばわれて枯かれ葉は色に塗ぬり替かえられた山々だ。

ピアニィ：……。

ＧＭ：見上げた空には雲ひとつなく、どこまでも澄すみ切きった青が広がっている。周辺が褐かつ色しよくに満ちていることもあり、対たい比ひしてその青さはむしろ不自然さすら感じる。

アル：……救いようもないほど青い空、か。

ＧＭ：なんかかっこいい表ひよう現げんだな。そうだ、絶ぜつ望ぼう的てきなまでの青だ。

ナヴァール：ちなみに、陛下が放った衝撃波はどの程てい度どの規き模ぼで起こったものだ？　どうも、この一帯は壊かい滅めつ的てきのようだが……。

ＧＭ：んー……ここから移い動どうしたあとに描びよう写しやしようと思ったが、先にお教えしておこう（と、ぺらり……一いち枚まいの地図をテーブルの上に出す）。こんくらい。




　一同、地図に見入る。




一同：…………。

ＧＭ：（地図の一カ所を指さし）ここが、キミらのいる場所。

















一同：げぇえぇ――――――ぇっ!?

ベネット：広すぎだろうっ!?（笑）

アル：エル・ウィン・フリットまで入ってるじゃねえか。

ベネット：シ、シェルドニアン学園が残ってるのが不幸中の幸いでやんしたな。

ピアニィ：この範囲ぜんぶの生命を吸収しちゃった……？

ＧＭ：あ、いや、この図はあくまで衝撃波の範囲を示しめすもの。吸収能力はさっきも言ったとおり、せいぜい半径三〇メートルほどだ。

ベネット：じゃあ、ちょっとは安心……？

ナヴァール：い、いやいやいや、セインや妖魔を吹ふき飛とばす……どころか、アイン・ソフやダーインスレイブが撤てつ退たいするほどの威い力りよくの衝撃波だ。王都が無事とも思えん。

ＧＭ：ちなみに、範囲があまりに広くて実感はしにくいが、ミンスターを起点としてこの圏内はクレーターのようになっている。

ベネット：ひー。

アル：しかし、これからどうする……？　街には行けない、周囲に人はいない……。

ＧＭ：と、キミたちがそんな思案してる時だ。ふいに、背はい後ごからジャリ……と、大地を踏ふみしめる足音が聞こ―――。

アル：反射的に剣を抜いて振り返る！　誰だ！

ＧＭ：振り返ったアルの視界に、ゆらり立っていたのは、このエストネル王国国王……エル・ウォーデンその人だ。




エル・ウォーデン

　エストネル王国の国王。アルディオン大陸の裁さい定てい者しやであり、ピアニィに〝四し宝ほうの試み〟を行なうよう奨すすめた人物である。
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一同：生きてたっ!!

ＧＭ：たしかに生きてはいる……が、ふだん悠然と構えている彼の姿はそこにはない。常にまとっていた壮そう麗れいなローブもボロボロで、憔悴しきった今の彼にいつもの威厳はまったく感じられない。

アル：生きてたのはラッキーだった！　今回の儀式のこと、これで問いただせる。

ナヴァール：エル・ウォーデン殿どの、これはいったいどういうことです！

ＧＭ：「それは私わたしが聞きたいこと……っ、いったいなにが起こったのだ！」

アル：あれ？

ナヴァール：なん……だと……!?　って、ほんとになにも知らないのか？

ＧＭ：知らない。エル・ウォーデンもまた、その場の様子を見て、キミらが状況をなにもつかんでいないと確信すると……ぎりっ、ピアニィをにらみつける。

ピアニィ：……っ!?

ＧＭ：「では、貴女か！」　ピアニィに摑みかからんと、じりっ……一歩踏み出し―――。

ピアニィ：あたし、ブルブル震ふるえてますよー。だめっ、それ以上近づかないで！

ＧＭ：するとその声にエル・ウォーデン王は……〝くわっ!?〟

一同：っ!?

ＧＭ：目を見開き、彼は一歩、また一歩とピアニィに近づく―――が、その身体が急速に老い、肌も土気色に変わっていくことにキミらは気づく。「ピ、ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア……っ！」声も、しわがれた老人のそれとなり……。

















アル：吸われてる吸われてるっ!?

ベネット：エル・ウォーデン王、それ以上はだめでやんす！　……と、無理矢理止めようとすると「うるさいっ！」はじき飛ばされ死にます。ほぐばぁっ!?

ＧＭ：いちいち死なんでいいっ！（笑）

アル：エル・ウォーデン、姫ひめさんに近づくんじゃねえ！

ＧＭ：「な、なんだこれは……！」エル・ウォーデンは、アルやベネットに言われて初めて異変に気づいた。急速に老いゆく自分の変化に驚おどろいている。

ベネット：ともかく、それ以上近づいたらやばいっぽいでやんす！　と、羽交い締めにして引き離す。

ナヴァール：まずは、王に事じ情じようを話そう。エル・ウォーデン殿、ベネットの言うとおりまずはお下がりください。今、ピアニィ陛下が周囲の生命力を吸収しているようなのです、と。

ＧＭ：「……どういうことか」

アル：こっちもわからねえ。出てきた邪じや神しんの御み子ことセフィロスが、両方とも姫さんに吸収された……それだけだ。見たままのことしかわかんねえんだよ。

ナヴァール：エル・ウォーデン陛下、妖魔の軍ぐん勢ぜいとセインたちは……？

ＧＭ：王は少し言葉を詰つまらせて答える。「先ほどの衝撃波で、セインも妖魔も消え去った。現げん状じよう、この周辺に生きて動いてるものはおらん。散り散りに逃にげた者もいようが……」

ナヴァール：王都との連絡は？

ＧＭ：「……返信はない。王都も、無事ではあるまい」

アル：やっぱり王都もだめ、か。

ピアニィ：それをあたしがやった……？

ＧＭ：「貴女以外に誰だれがいるのだ」

ピアニィ：うわ～……。

ＧＭ：「私の目からは、貴女が力を発して周囲のすべてをなぎ倒たおしたようにしか見えなかった。いったいあれは、なんなのだ」

ピアニィ：……あたしにもそれは……。

ナヴァール：エル・ウォーデン王よ、もう一度お聞きする。これは、〝真の四宝の試み〟ではないのですね？（←疑惑の目）

ＧＭ：その言葉を聞くと皮肉げに……「我わが配下のセインやノーデンスたちを集め、妖魔もろとも一気に消し去るような真ま似ねを、なぜ私がせねばならん」

ナヴァール：つまり、エル・ウォーデンが知らなかったということは……これは、〝ひとつの石〟の力でもないわけだな。ということは、やはり陛下の……。

ピアニィ：やっぱりあたしのせい!?

ＧＭ：そこでエル・ウォーデンは冷静さを失い、声を荒あらげる。「見てのとおりであろうが！　お前がその力を振ふるったのだ！」　アルやベネットの制せい止しを振ふり切きって、ピアニィに近づこうとする。

アル：おい、やめろ！　近づくなって！

ＧＭ：「お前が―――……っ」と詰つめ寄よった途と端たん、その老化はさらに急激なものに。もはやもとの面影はなく、均整の取れた顔立ち、しみひとつなかった肌が瞬間でしわしわに……。

ピアニィ：いやぁ―――っ!?　ちょっと……っ。

ナヴァール：陛下、落ち着いて！

アル：……じゃあ、エル・ウォーデンをぶん殴なぐって止める。

ＧＭ：ぶん殴って？　では「うぐっ」とその場によろめいて倒れる。

アル：落ち着けよ。俺おれたちにだって、なにがあったかわかんねえんだ。でも、姫さんが力を使ったわけじゃないことぐらい、考えればすぐわかるだろう！

ナヴァール：そのとおりです。陛下の意思ではない。

ベネット：事じ故こかなにかの陰いん謀ぼうでやんすよ。

アル：考えたくねぇけどな。

ＧＭ：「事故、陰謀……。この〝ひとつの石〟の儀ぎ式しきに……〝真の四宝の試み〟に、いかなる者が干かん渉しようできると言うのだ！」

アル：さあな。でも、できないとは言い切れないんじゃねえか？

ベネット：前回のラスボスなんか、儀式のルールを書き換えようとしてたでやんすな。

ＧＭ：「だ、だが、何者が儀式を邪魔しようなどと……」

ナヴァール：それは神しん竜りゆう王おうの手て勢ぜいでもなく、妖魔の軍勢でもない、第三者ですな。

ＧＭ：「第三者だと？」疑ぎ問もんを口にするエル・ウォーデン。

ナヴァール：状況を考えれば自然とそこに行き着く。妖魔もセインたちも同じく被害を受けているからな。

ベネット：さすがナヴァール。一理あるでやんすな。

アル：というわけだ。神竜王と邪神の御子……神とか魔族をたぶらかすような奴やつがいてもおかしくはない。……人間はそんなもんだ。

ＧＭ：「たしかに……」エル・ウォーデンも、少し落ち着きを取とり戻もどしたようだ。

アル：で、ピアニィの方を見て……大だい丈じよう夫ぶか、姫さん？　と、一いち応おう言っておく。

ピアニィ：アル、あたしがみんなを殺しちゃったの……？

アル：……それには、俺は押し黙るしかない。

ピアニィ：あたしはみんなと一いつ緒しよに平和な世界が見たくて〝四宝の試み〟をやったのに、結果……みんなを殺してしまったの……？

ナヴァール：ちがいます。

ピアニィ：……ナヴァール。

ナヴァール：陛下が殺したのではありません。それに、みんなが死んだとは限りま―――。

ピアニィ：でも……意い識しきを失った時、あたしが人々を殺す情じよう景けいが目に浮うかんだの。あたしの中に、破壊と殺さつ戮りくを喜ぶなにかが……。

ナヴァール：それは夢ですよ、陛下。

ピアニィ：でもなにかが今、心の中でせめぎあってる。思わずベネットちゃんを殺してしまうようななにかが。

ベネット：なんであっしだけピンポイントっ!?（笑）

ＧＭ：「せめぎあっている―――」　ピアニィの言葉を聞き、エル・ウォーデンは真摯な表情でピアニィに見入る。

ピアニィ：え？

ＧＭ：「……たしかに、そこにいる。ふたつの大きななにかが、そこに！　この大破壊を巻き起こしたものと、そして希望を感じさせるなにか―――」

ピアニィ：ああ、セフィロスも身体の中にいるから……。あたしは、身体の中に両方が宿っているってわかるんですよね？

ＧＭ：うん。たしかにピアニィは感じとる。そこに宿った力はふたつ。冷たく暗いなにかと、暖あたたかく柔やわらかい光のようなものだ。

ベネット：夢ゆめの中でセフィロスも感じてやしたな。

ピアニィ：じゃあ、神竜王セフィロスの声がしたことも伝えます。

ＧＭ：その言葉に、エル・ウォーデンはわずかな希望を見いだしたようだ。「邪神の御子と神竜王が、貴女の中に……」　ゆらり、立ち上がって……その表情に、わずかに笑顔が戻る。

ナヴァール：〝真の四宝の試み〟は、彼にとってまだ終わってはいないということか。

アル：もう一回、同じことをしようってのか？

ＧＭ：おそらくはそうだろう。今回の儀式は失敗ではない。可能性は残された―――そう思ってるはずだ。その事実に……そう、まさに神に感謝するように、このどこまでも青いこの空を仰あおぎ見みて―――。

ベネット：つられて空を仰ぐでやんす。

ＧＭ：と、その時だ。

一同：お？

ＧＭ：ベネットがエル・ウォーデンにつられ、空を見上げた時―――。




　〝ズキュゥン…………っ！〟

　ふいに銃じゆう声せいがこの荒野に鳴なり響ひびいた。

　四人は、それぞれがすでに直感していた。

　放たれた弾だん丸がんは、いったい誰を狙ねらったものなのかを。

　空を見上げた姿し勢せいのままに、エル・ウォーデンは両りよう膝ひざを地面に突つき……そのまま身体を前後に揺らしたあと―――




　前のめりに、ゆっくりと倒たおれ込こんだ。







◆Middle 03◆セシルの進言とフィリップの決けつ断だん




　エル・ウルフリック・ミンスターからエル・ウィン・フリットへと流れるエル川の船上。

　乗船しているのは、グラスウェルズ国王フィリップを筆ひつ頭とうに、リシャールとセシル、コーディといった数人のお付きの者たち。

　魔族との戦いから避ひ難なんするべく、急きゆう遽きよ逃のがれたグラスウェルズ王国首しゆ脳のうであった。




ＧＭ：ここで再びマスターシーンを挟もう。さっきのシーンから、少しばかり時間は巻まき戻もどり―――グラスウェルズ王国一行を乗せた船が、ピアニィの発した衝撃波によって転覆しそうになっているところだ。

ナヴァール：「つかまれ―――っ！」みたいな感じか。

ＧＭ：ですです。南の方角に、一条の光の柱が噴き上がって天を貫き……その直後、衝撃派が周辺地域に襲いかかった。突然の波風に船は転覆しかかったけどかろうじて無事のようだ。もっとも船のマストは消し飛び、かろうじて浮いている―――そんな状態だけどね。

ピアニィ：ごめんなさいごめんなさいごめんなさいっ。

ＧＭ：（笑）。衝撃波が去ったあと、船の中から甲板に這い出してきた人たちは、みんな南の空を見上げている。ミンスターの周辺でなにかがあったことは想像できるが―――。

アル：実際なにが起こったかはわからないよなあ。

ＧＭ：だね。南の空に広がるのは、絶望的なまでに青い空。……そんな光景をセシルやリシャールが不安げに見入っている。「……いったい、なにがあったのだ。セシル、どう思う」とリシャールが少年軍師に意見を求める。
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ナヴァール：それはセシルも答えられないか。

ＧＭ：ええ。ただ、セシルが少しの間、沈ちん黙もくを保たもったのちに……「リシャール団だん長ちよう、今すぐピアニィ陛下のもとへ！」と声をあげる。

アル：いや、しかし今はフィリップ王を逃にがすことが先決だろう。

ＧＭ：当然、リシャールも自らの王を退避させることが最優先だとわかっている。「なにを言っている？　今は陛下をお守りすべきだろう」と切り返す。

アル：真っ当な意見だな。

ＧＭ：それでも、セシルはリシャールに食いついて離れない。「団長、お願いしますっ！　今、すぐに……！」

ベネット：セシル、なにか知ってるんでやんすか……？

アル：こいつピアニィのことよく知ってるんだよな。なんか感じ取ったのかもしれん。




　セシルは、シェルドニアン学園でピアニィと共に学んだ学友だ。

　くわしくはコミックス『アリアンロッド・サガ・コンチェルト』をお読みいただきたい。
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ＧＭ：「セシル、お前はなにを考え、感じている」と訝いぶかしむリシャール。これに対し、セシルは……うまく説明できない。

ピアニィ：できないのっ!?（笑）

ＧＭ：うん（笑）。ただ、漠ばく然ぜんと―――「今、この瞬しゆん間かんにピアニィを中心に、世界が根幹から変わってしまうような……そんな感じがするのです。ただ、今動かないときっと取り返しがつかないことになる！」と。

ナヴァール：セシルはきっと《スタンドバイ》を使ったんだな（笑）。




《スタンドバイ》

　ＧＭに質問し、その回答を得るというフォーキャスターのスキル。

　状況を分析し、真実を見抜く力を表わしている。




ＧＭ：リシャールは、セシルの態度に鬼気迫るものを感じつつ、否定の言葉を口にしようとして……ふいに、背後からかけられた女性の声に遮さえぎられる。「……団長。こういう時のセシル、意外にまちがいませんよ」

一同：う？

ピアニィ：コーディ？
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ＧＭ：そのとおり。リシャールの背後で腕を組んで、珍しく真しん摯しな表情で立っている。リシャールはため息混じりに、このふたりの新入団員たちに言葉を返す。「お前たち、ピアニィ陛下が心配なのはわかる。だがな―――」　そう言いかけたところで、リシャールは新たに出現した人物に、再度言葉を遮さえぎられることとなる。

ナヴァール：お？

ピアニィ：今度は誰？（笑）

ＧＭ：船室から甲板に、新たに上がってきたのはグラスウェルズ王家の紋章を縫ぬい込こんだマントを羽は織おった一四歳の少年だ。「待て、リシャール。セシルが言っていること、興味深い」

ナヴァール：お、フィリップか。

ＧＭ：そう、グラスウェルズの少年王フィリップその人だ。
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ピアニィ：フィリップさん、もう一四歳かー。

アル：一四歳……ということは、我われ々われの世界でいう中二か。

ピアニィ：（しみじみと）中二かあ……。

ベネット：中二……。

ＧＭ：なんでしみじみと言うんだよっ!?（笑）　ともかく、フィリップはリシャールを制し、告げる。「リシャール、余も感じるのだ。なにが起こっているのか、余にはわからない。だが、セシルの言っていることは正しい―――そう思えるのだ」

ナヴァール：……。

ＧＭ：フィリップは数秒思案してのちにリシャールに命じた。「リシャールよ、エル・ウルフリック・ミンスターへと戻れ。そして、ピアニィ陛下にご加か勢せいするのだ！」

ピアニィ：おお！（笑）

ＧＭ：リシャールは一瞬、意外な顔をするもすぐに表情を引き締め……「は、陛下のお心のままに！」　そう応えて口に指をくわえて高らかに口笛を鳴らす。

一同：口笛っ!?

ＧＭ：それを合図としてか、上空より舞い降りてきたのは一頭の飛竜！　リシャールはひらり、その背に乗ると大空へと舞い上がった（なぜか一同大爆笑）。

アル：（げらげら笑いながら）だめだっ……だが、それがいい！（笑）

ナヴァール：（げらげら笑っている）

ＧＭ：では、リシャールの駆る飛竜が南の空へと消えていったところでシーンを切ろう！







◆Middle 04◆理想の世界




　蒼そう穹きゆうに響く銃声―――。

　凶弾がまき散らした〝赤〟がピアニィたちの前に飛ひ沫まつとなって散った。

　狙撃された、と認識した時にはすでに……




　エル・ウォーデンがその場に倒れ伏したあとだった。




ＧＭ：それでは、場所や時間は変わらないけど、新しいイベントが発生するのでシーンを変えよう。ふいに銃声が鳴り響ひびき、エル・ウォーデンが倒たおれた直後からだ。

ピアニィ：え、あれ……え？

ベネット：撃たれた？　エル・ウォーデンが？　よ、様子は？

ＧＭ：うん、うつぶせに倒れたままぴくりとも動かない。そして、さあ……っ、とエル・ウォーデンから流れ出た血が、大地に染しみ込んでいく様子が見えて―――。

ナヴァール：は！　ぼけっと見てる場合じゃない！　駆け寄って抱き起こす！

ＧＭ：では、我に返ったナヴァールがエル・ウォーデンを抱き起こす。「う、う……」　ナヴァールの腕の中で彼はうめき声をあげ―――。

ナヴァール：む、まだ息がある。助けることは？

ＧＭ：残念ながら、ゲーム的に言えば［とどめの一撃］を受けたのと同じ状態だ。スキルなどをもって助けることはできないと思ってほしい。

ナヴァール：では、傷を見て「助からない」と気づき……みんなの方に振り返って首を振る。

ピアニィ：あたしも近づいて声をかけ……！

アル：まて、姫さん！　と、腕を摑つかまえて引き留める。今、姫さんが近寄ったら……！

ピアニィ：そ、そうだった……っ。

ＧＭ：ナヴァールの腕を摑み、なにかを必死に伝えようとするエル・ウォーデン。ごふ、と口から血を吐きながら―――「ならぬ……ならぬのだ……っ」

ナヴァール：は……。なにを言っているのかわかる？

ＧＭ：いや、息も絶え絶えで彼の意い図とを読み取ることはできない。ナヴァールになにかを伝えようと必死にもがき……ふっ、とふいに力が抜けた。目から生気が失われ―――そこで彼は事こと切きれる。

ピアニィ：あ……。

ナヴァール：では、彼を大地に寝かせ、手を組ませよう。そして神に祈りながら、みんなに聞こえるように話す。この大陸を数百年に渡って監視してきた王の最さい期ご。統一帝システムの象徴にして、実行者―――この死は歴史を大きく変えるだろう。

アル：……こいつにはいろいろ言ってやりたいことがあったんだがな、まだ。

ピアニィ：撃ったのは……。

アル：ああ、姫さんも想像はついてるだろう？　俺は撃ってきた方向にゆっくり振り向く。

ＧＭ：ＯＫ、弾丸が飛んできた方向はわかっている。高こう峰ほうが連なる南の方角だ。

ベネット：犯はん人にんはあそこでやんす―――っ！　と指をさす。

ＧＭ：ベネットが指さした先にあるのは、崖がけ。そこに立つのは四つの人影だ。その中央には、漆しつ黒こくのマントを風にたなびかせた男が立っている。

ピアニィ：……。

ＧＭ：長めの黒くろ髪かみに鋭するどい眼がん光こう、冷笑を浮うかべる口元。顎あごにはやしたヒゲが、どこか野や性せい的てきな雰ふん囲い気きを醸かもし出だす。印象がずいぶんと変わりはしたものの、まちがいはない。その男は……。

ピアニィ：……ヒュー兄様。

ＧＭ：そのとおり、ピアニィの実兄・ヒューバードだ。「（低い声で）ピアニィ―――」　どこか、満足げな雰囲気で最愛の妹の名を口にする。

ベネット：（わなわなと震えながら）な、なんてことだ、しばらくぶりに出てきたと思ったら……やさぐれてちょっとかっこよさげな雰囲気でやんすよっ!?（笑）

アル：そこはどうでもいいだろうっ！（笑）

ＧＭ：まあ、過去を捨ててパワーアップしたと演出とでも思ってもらえれば（笑）。

ピアニィ：兄様、失踪してからこの一年、ずっと捜して見つからなかったのに……。

ナヴァール：アルが延えん々えんと探さがし回まわったけど、ちっとも尻尾しつぽをつかめなかったという。

アル：そうだった、俺は一年かけて追い回していたんだ。で、今になって自分から姿を現わしたってことは……準備ができた、ってことかね。いろいろと。

ＧＭ：「世界の救きゆう済さいを始めよう！」とか堂々と言ったの、もう一年前なんだよね（笑）。

ピアニィ：ヒュー兄様……エル・ウォーデン王を撃ったのはあなたですか！

ＧＭ：「その男は、もう必要なくなったのでな」　見ればわかるが、撃ったのはヒューバードではない。彼は今、全身をローブとフードで隠かくした三人をしたがえている。そのうちのひとりが、ヒューバードの前でレールガンを構かまえて地面に伏ふせ、射しや撃げき体たい勢せいを取っている。

ベネット：全身、ローブ……？

ナヴァール：その三人、我々に見覚えはないがプレイヤーはたぶん知っているよな（笑）。

アル：知っている？

ＧＭ：ああ、正せい解かい。みんな『無印』六巻の最後のマスターシーン、憶おぼえてるかな。暗くら闇やみの中、ヒューバードがローブをかぶった七人の人ひと影かげと会話していたシーン。

アル：ああ！　あったあった。

ＧＭ：その七人の中の、三人だと思っていただこう。

ピアニィ：兄様、〝必要なくなった〟とはどういうことですか！　とにらみつけます。

ＧＭ：「久しぶりの再会だ。そう怖い顔をするものではない」　あくまで余裕の態度を保ったまま、薄うすい笑みを浮かべてピアニィに見入る。「それにしても……おお、素晴らしい。最愛の妹ピアニィよ……！　あいも変わらず美しい」　大きく手を広げて、そう言葉を紡ぐ。

ピアニィ：え、えっと……（笑）（←気圧される）。

ナヴァール：なんかやべー。

アル：あ、あいつ、人じん格かく変わってねえか？

ＧＭ：いや、一巻の時はこんなもんだったぞ。

ピアニィ：ヒュー兄様、もう一度聞きます。なぜこのようなことを……。

ＧＭ：「言っただろう？　もうその男は役目を果たし終えたのだ。だから排はい除じよした。さらにその男は世界をねじ曲げた大罪人でもある。それを償わせるという意味もあったが、ね」

ナヴァール：統一帝システムや、魔族の存在を隠してきたことを言ってるのか？

ＧＭ：そういうことだね。

ベネット：そ、そこだけはなんとなくわかるでやんすが……。

ピアニィ：だからって殺さないでも……っ。

ＧＭ：「あくまでそれはもののついでだ。真の目的は別さ」

アル：まあ、そうだよな。でなけりゃ、出てくるわけがねえ。

ナヴァール：では、ヒューバード殿。あらためてあなたの目的とやら、聞かせていただきたいものですな。

ＧＭ：「目的？　決まっているだろう」　ヒューバードは一拍の間を置いて、当たり前のように言う。「……世界の、救済だよ」

ピアニィ：……世界の救済？

アル：警戒して剣を抜きながら聞きます。……漠然としすぎだな。ヒューバード、あんたの言う世界の救済ってなんなんだ。

ＧＭ：「簡単さ。我々人間が、この世界を手にすること……取り戻すことだ。エストネルの作り出した誤あやまったルールを廃はいし、神と魔族を駆逐し、世界を真の意味で人間のものにせねばならない―――そういうことだ」

アル：神と魔族を駆逐……？　だけどよ、少なくともエストネルは魔族を倒そうとしてたんじゃないのか？　

ＧＭ：「たしかにな。だが、エル・ウォーデンはやり方をまちがえた。魔族の存在をひた隠し、魔族を倒せる英雄の出現を促うながすために統一帝システムなどという……そう、人間同士に戦争ごっこをさせるゲームのようなルールを作り出した」

ナヴァール：それが？

ＧＭ：「それは結果として、人という種の力を弱めただけ……そうは思わないかね？　闘うべき相手を見せずして英雄の出現を待つなど、軟弱きわまりない」

アル：まあ、エル・ウォーデンはまちがっていた。そこは同感だ。

ピアニィ：アルも!?

ナヴァール：アルは、師し匠しようのテオドールがこの大陸のルールのせいで死んじゃったと思ってるからな。

アル：小説の都合上、そうなりました（笑）。

ピアニィ：でも、でも魔族を排除という意味では向かう方向は同じなのでは？　だったら、話し合って協力をすれば……。

ＧＭ：「エル・ウォーデンの計画には致命的な欠陥がある」

ピアニィ：欠陥？

ＧＭ：「そうだ。その方法では、仮に英雄を生み出せたとして……魔族を倒せても、神を排斥するには至らない。そうではないかね？」

ピアニィ：神は人を守護してくれるものでしょう？　なぜ排斥する必要があるのです。

アル：あー……。

ＧＭ：「わかっていないな。神にとって人など道具にすぎんのだ。魔族どもを倒すためのな。人を守護する存在？　馬鹿な。神は自らの道具を大事にしたかっただけに過ぎん」

ナヴァール：まあ、たしかにこの世界の神話から見ればそういう解釈はできるが。なるほど、お前の言う世界の救済とはつまり、神竜王と邪神の御子の両方を滅ほろぼす……そういうことか。

ＧＭ：「そのとおりだ。妖魔にも神竜王にも干渉されない、人間の世界……それこそが人が本来生きるべき世界だ。そうは思わないかね？」

アル：い、言っていることはわからないでもないが……。

ナヴァール：たしかに、もしピアニィ陛下がここで死ぬようなことがあれば、御子もセフィロスも滅びる。そしてお前の言う人の時代がこのアルディオンに訪れるだろうな。

ＧＭ：「そう。その新たな時代こそ、私が……いいや、亡き父上が望んでおられたことだ」

ピアニィ：お、お父様が!?

ＧＭ：「そうだ。父上は数十年前から、気づかれていたのだよ。この世界はまちがったルールに縛しばられていたことに。そして、そのルールの背後にあった思惑に。ゆえに父は、永き時をかけて……作り出したのさ。エル・ウォーデンすら欺あざむき、〝真の四宝の試み〟を利用してセフィロスと御子を殺すための仕掛けを、ね」

ピアニィ：え？

アル：待て。その仕掛けって……姫さんのことか？

ピアニィ：じゃあ……あたしがセフィロスと邪神の御子を吸収しちゃったのって……。

ＧＭ：「父・オーギュストの計画によるものだ」
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ピアニィ：えぇぇぇえええぇぇぇええ―――っ!?

ベネット：それはひどい！（笑）

ＧＭ：「父は理想を成じよう就じゆさせるために計画を練り、そのために必要な人材を作ろうとした。ステラとベルフト、そしてピアニィ……お前だ」

ピアニィ：ええええええっ!?

ベネット：なん……だと!?（笑）

ＧＭ：「〝真の四宝の試み〟を行なえる者は、〝ひとつの石〟を使える必要があった。そのために父は、旧フェリタニア王家の血の濃こいアヴェルシアより王おう妃ひを選び、子を成したのだ」

ナヴァール：ティナ様を王妃に選んだのはそのためだったと。
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ＧＭ：そう。それはベルフトとステラも同じこと。バウエス家とヴェレンガリア家から妃をもらい、それぞれの役目を期待して子を作ったんだ。

ピアニィ：お父様……そんなことのために王妃をとっかえひっかえしてたんだ！

ＧＭ：とっかえひっかえとか言うな！（笑）

ナヴァール：つまり、三人の人間離ばなれした能力は意図して作られたと。

ＧＭ：「そうだ。三人にはそれぞれ優すぐれた能力を与あたえられた。それはお前たちも知っているだろう。
















ナヴァール：たしかに。ステラだけではなく、ピアニィ陛下の魔ま法ほうの力も、ベルフトの人ひと並なみ外れた戦せん闘とう力りよくも、たしかに人の力を越こえていると言わざるを得ない。

ＧＭ：「そう、たとえば……もし、お前たちがノルドグラムを攻せめた時、我々にステラがいたら、フェリタニアの勝利はなかった。ベルフトの力に関しては、説明するまでもないな？」

ベネット：つまり、オーギュスト王は神竜王セフィロスと邪神の御子を殺すためにピアニィを統とう一いつ帝ていに押おし上あげ、それをサポートするために最強の軍ぐん師しであるステラと最強の将しようであるベルフトを揃そろえた……そんな感じでやんすか？

ピアニィ：え、待って待って！　あたし、ほんとに道具になるために作られたの!?

ＧＭ：「……お前は幸せだな、ピアニィ。新しい世界の礎いしずえになれるのだ。父の理想のために与えられたその力、今こそ見せる時」

アル：いや、ちょっと待て！　でもお前はそのオーギュスト王を殺そうとしただろ？　オーギュスト王の意志を継いで、ってのならなんでそんなことする必要があったんだ。

ベネット：そうだった！　オーギュスト王に毒を盛もって殺そうとして、ピアニィのせいにしようとしたんでやんすよ！

ピアニィ：そ、そういえばそうだ！　どういうことです、兄様!?

ＧＭ：「父は、心変わりをしたのだ。お前の母にほだされてな」

ピアニィ：え？

アル：ピアニィの母親って言うと……ティナに？

ナヴァール：なるほど。つまり、オーギュスト王はティナ様に諭さとされ、自らの計画がまちがっていると思い始めた。だが、ヒューバード王子からすると……尊そん敬けいすべき父親から、目的を見失った、唾だ棄きすべき存在となり果てた……と。

ピアニィ：だから、殺そうとした……？

ＧＭ：「そこの軍師の言うとおりだ。父は、自らが掲かかげた理想を放ほう棄きした。むしろ、理想を妨さまたげる最大の障しよう害がいとなってしまったのだ。だから私が父に代わって理想を果たす。そう誓ったのだ。だからピアニィよ―――」　ヒューバードはそこで優しげに笑んで……。

ピアニィ：……え？

ＧＭ：「―――ここで、死ね」

ピアニィ：ちょっと―――っ!?（笑）　ヒュー兄様はあたしを殺すつもりだったの!?　一巻の時からずっと……！　愛してたとかいうのは全部ウソ!?

ＧＭ：「ウソではない。私は、お前を愛していた。いや、今でも愛している。お前は私と血を分けた最愛の妹なのだ……っ！　ここでお前とお別れとは、なんと悲しいことか……！　だが、これがこの大陸に生きるすべての人のためなのだ！」　ぶわっと涙すら浮かべ……。

一同：……っ!?

ベネット：や、やべえ！　こいつ、なんかやべえ！（笑）

ＧＭ：「アル・イーズデイルよ、よくぞ今まで、竜輝石を集めるまでピアニィを守ってくれた。お前も、この世界がおかしいと思っていたと言ったな。今、ピアニィという尊い犠牲が、お前を救ってくれるのだ！」

ピアニィ：やめてください！　そんなことを言うのは！　アルは、そんなことのためにあたしを守ってくれたわけではありません！　それに、自分の生命を投げ出すこともしません！

ＧＭ：「？　言っている意味がわからんな。お前が今ここで死ねば、戦せん乱らんもなく魔族にも侵しん蝕しよくされない、新しい未来が開ける。それこそ、お前が望んだ平和な世界だよ」

ピアニィ：そ、それはちがいます！　ちがうはずです！　自分を犠ぎ牲せいにして平和にする世界は望みません。それはまちがっています！

アル：……ああ、そんな犠牲で生まれた世界なんか噓うそっぱちだ。剣を構えてヒューバードをにらみつける。

ピアニィ：……昔のあたしでしたら、兄様の言うことを受け入れたかもしれません。でも、今のあたしはちがいます。

ＧＭ：それを聞いて……ヒューバードはやれやれ、といった面持ちで言葉を返す。「そうか、ピアニィ。同じものさ……！　お前はなにも見えていないのだな」

ピアニィ：見えていないのは兄様の方です！

ＧＭ：「では、お前の信しん頼らいしている軍師殿どのに聞いてみよう。私のやり方はまちがってるかね、私の望みはまちがっているかね？」

ナヴァール：……神竜王も邪神の御子もいなくなったら、世界がどうなるかなんて想像もつかん。お前の理想と、陛下の望む世界が同じかどうかも……だ。

ＧＭ：「……フッ、回答になっていないな。ピアニィ、お前の頼たよりにしている軍師もその程度だ。明めい確かくな答えは出せやしない。いいや、口にしたくないだけか。本心では、わかっているのだよ」

ピアニィ：そんなことないです！

ＧＭ：「……どうかな？　アル・イーズデイルよ」

アル：なんだよ。

ＧＭ：「お前が、ピアニィを斬きれ―――」

アル：なにっ……!?

ピアニィ：……っ!?

ＧＭ：「ピアニィを斬れ、と言ったのだ。それがお前の師匠テオドールの悲願であり、お前の望みでもあっただろう？」
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アル：そんなことは……。

ＧＭ：「できないというのか？　お前には私のやり方が絶対にまちがっていると否定はできまい。少なくとも、お前の本能は理解しているはずだ。見ていたぞ？　お前は、力を解放し始めたピアニィを斬ろうとしたな？」

アル：あ。

ナヴァール：かっこいい演出を入れたせいでＧＭに揚げ足とられた（笑）。

ＧＭ：「自らに危機が迫ったゆえ、反射的に剣を引き抜いたなどと言うな？　あの時、お前が引き抜いたのは〝神殺しの剣〟だ。いつも自分が使う剣でなかったのはなぜだ。お前は、本能的にはなにをすべきか、わかっているのだよ。さあ、答えてみよ。その〝神殺しの剣〟はなにを斬きるためにある？」

ピアニィ：ああ、あたしの中にいる神を……。

アル：す、少なくとも仲間を斬るためじゃねえよ―――と、言いつつ……はっ!?　無む意い識しきに柄つかに手をかけている自分に気づく。

ピアニィ：っ!?

ＧＭ：「それに……このままピアニィを生かしておいても、この世の生をすべて吸すい尽つくすだけだ。ならば、ここでお前がピアニィを殺してやるのも、せめてもの情なさけではないか？」

ピアニィ：アル、あたし……。

アル：…………いかん。さっきかっこいい演出をしたおかげで、反論しにくくなってしまった……（一同爆笑）。

ベネット：―――やれやれ。ここは、ひとつあっしが言わしてもらうでやんすよ。

ナヴァール：お？

ピアニィ：ベネットちゃん？

ベネット：あんたの言い分はわかったでやんすよ、ヒューバードさん。だが、あんたはまちがっている。あっしはそのことをちゃんと言えるでやんす。

ＧＭ：「ほう、聞かせてもらおうか」

ベネット：あんたがやろうとしていることは、かつて神が犯おかした過あやまちと同じでやんす！

ＧＭ：「……過ち？」

ベネット：それは、あっしがかつて神に戦いを挑んだ時のこと―――あっしの知り合いに、世界のすべてを背せ負おわされた奴がいたでやんす。と、ここでぽわぽわぽわ～……っ、過か去この回想に入る！

ＧＭ：ああ、エイジの話か。

ベネット：クラン＝ベルの四英えい雄ゆう選外。補ほ欠けつみたいな奴だけど。




エイジ

　エリンディルを舞ぶ台たいにした『アリアンロッド・リプレイ』のＰＣのひとり。自らの体内に粛しゆく清せい装そう置ちを起動させる黄金の鍵かぎを造つくり出だしてしまう。その黄金の鍵を渡わたさぬため、永えい遠えんに生きるという呪のろいを受けながら放ほう浪ろうの旅に出た。

　ベネットを始め、仲間たちと共に世界を救いながらも、クラン＝ベルの四英雄には数えられていない。
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ＧＭ：補欠は、本来はベネットの予定だったのだが（笑）。

アル：そういえばそうだ！（笑）

ベネット：あいつはこの世界、人間を生き残らせるために戦った。そして最期は、神の仕掛けた運命に抗するべく、自らを犠牲にした。神の思惑は、はずれたのでやんすよ。今のあんたは、あの時の神と同じ。必ず、人の意思により覆くつがえされる。

ＧＭ：「……」

ベネット：そしてこれだけは言える。あの戦いの時、あっしはエイジを救ってやれなかったでやんす。それが今でも心残りで―――だから……っ。

ＧＭ：「だから？」

ベネット：だから、今度こそは助けてみせる……！　仲間を！

ピアニィ：なんかかっこいいよっ!?

一同：ほんとにベネットっ!?

アル：ベネット……。

ベネット：さあ、アルもしっかりするでやんすよ。このまま陛下を斬きったら、アルはひとり罪つみの意識を、ずっと背せ負おっていくことになるんでやんすよ？

ＧＭ：おお、ほんとにかっこいいぞベネット！

ピアニィ：ベネットちゃんさすが～。

アル：そうだな、ベネット。お前の言うとおりだ。

ベネット：へっへっへっ、あっしも言うときゃ言うでやんすよ。

ＧＭ：「やれやれ。ベネット君、ある意味で私はそのエイジ君とやらに賛同できる」

ベネット：は？

ＧＭ：「ひとりの生命を犠牲にして、世界を救済した。ほおら、私の考えと―――同じだ」

ベネット：ちげ――――――っ！　全然同じじゃないでやんす！

ＧＭ：ヒューバードはベネットに冷たい目を向ける。「まあ、言葉遊びなどどうでもいい。俗物のすることだ」吐はき捨すてるように言う。

ベネット：俗物で十分でやんす。友ゆう情じようという名の俗物で……！

アル：お、おい、ベネットがなんかマジに光ってるぞ。もしやこいつ、本当に世界を救った英雄なんじゃ……。

ベネット：お前はまだそこすら信じてなかったのか――――――っ!?

アル：冗談だ。

ナヴァール：いかん、シリアスな雰囲気がぶち壊しだ。

ＧＭ：も、戻す！　戻すぞ！　コホン……えー……「一時の感かん情じように身を任まかせ世界を誤った方向に導みちびく……なんとくだらないことか。だがすべては、私の思ったとおりに進む。この場でピアニィは死ぬからだ」その言葉と同時に、ヒューバードが連れていた三人のローブ姿が彼をかばうようにずいっと前に出る。

ベネット：ひ、ひィぃ!?　ダッシュでアルの背せ中なかに逃にげるでやんす。

一同：こぉらっ!?（大爆笑）

アル：お、お約束とはいえ、さっきまでかっこよく決めてたと思ったらそれか……（笑）。

ベネット：いえね？　すごいオーラでやんすよ、あの三人。

ナヴァール：うむ、たしかにおそろしいプレッシャーを感じる。

アル：たしか、ひとりはレールガン……射撃型だったな。

ＧＭ：そう。もうひとりは魔ま法ほう使つかい。杖つえを片かた手てに呪じゆ文もんを唱え、《フライト》を持っているのか、そのまま崖の下にふわぁ……と降おりてくる。最後のひとりは、武ぶ器きを持っていないようだ。軽い身のこなしで、崖を降りてくる。

ナヴァール：こいつは格かく闘とうタイプと見た。

ＧＭ：「お前たちがピアニィを庇かばうのは構かまわん。それがせめてものはなむけとなろう。寂しくないよう、共に葬ってやろう」

アル：そいつはごめんだな。

ＧＭ：「……ではピアニィ、悲しいがここでさようならだ」とヒューバードが言うと、三人の部下が一いつ斉せいにフードを〝ば……っ！〟　と脱ぬぎ去る。すると……そこに姿を現わしたのは―――ピアニィだ。

一同：……。

ピアニィ：は？

アル：……ピアニィ？

ＧＭ：―――そう。ローブを脱ぎ去ったあと、そこには三人のピアニィが立っている。おのおの、雰囲気、服装の細部デザイン、そして髪の色こそちがえど……三人はピアニィと変わらない容姿を持っている。

一同：えぇぇえぇえぇ―――っ!?

ピアニィ：え、え……？

ＧＭ：レールガン持ちはハニーブロンド。杖をもった魔術師らしき奴はプラチナブロンド、そして、格闘型はブルー。

アル：金、銀、青か。

ベネット：し、しかも見るでやんす！　陛下より奴らの方が、確かく実じつにグラマーでやん……。

ピアニィ：なんですってっ!?

ＧＭ：そこツッコむとこっ!?（一同爆笑）

ピアニィ：だって……っ、なぜ、あたし以外があんな……あんな……っ!?

ベネット：きっと、アレがあいつらが本物になれなかったところでやんす。

ナヴァール：（ヒューバードになって）「そう、そこを犠牲にしたからお前は〝ひとつの石〟を使えるのだ」

ピアニィ：そ、そうだったの―――っ!?




　そんなわけあるか。




ナヴァール：（シリアスな声で）……陛下、もしかしたら奴らをひとり倒すごとに、胸むねが成長し始めるかもしれませぬ。

ピアニィ：おお、倒すごとに……Ｂカップ、Ｃカップ……イエス！

一同：イエスじゃねえよ！（一同爆笑）

アル：驚きよう愕がくのシーンなのに、なぜ面白くなるのか（笑）。

ＧＭ：戻して……っ、戻してっ！（笑）

ピアニィ：ナヴァール、これはどういうこと？

ナヴァール：……ヒューバード王子の話からすると、ピアニィ陛下は人知を越えた力によって望むべくして生まれたということ。あの三人もおそらくは同じように生み出されたのでしょう。……わかりやすく言うと、彼かの女じよたちはピアニィ・クローン！

一同：ピアニィ・クローン!?

ＧＭ：「そうだ。父が生み出した、もっともすばらしい存在こそがピアニィ、お前だ。誰よりも優れ、誰よりも強く、誰よりも戦意が高く、誰よりも美しいピアニィ」

アル：（ぽそっと）戦意ってのはよけいじゃねえか……？（笑）

ＧＭ：「しかし、ああ、なんということであろう！　お前は新世界の生いけ贄にえとなってここで死なねばならない。新世界にもっともふさわしいのもまたピアニィ、お前だというのに……！　だからたくさん作ったのだ、ピアニィ……お前を」

ベネット：う、うわー……。

ナヴァール：だ、だめだ、こいつ本当に壊れてる。

アル：ヒューバードは姫さんを愛しているってのは……うん、ほんとだった……（笑）。

ＧＭ：「ピアニィが礎いしずえとなり作り出した新世界こそ、ピアニィのためになければならぬ。安心しろ、お前が死んでもピアニィは滅ほろびん。みんなわたしの愛しい妹だ。もちろん、お前をもっとも愛しているよ？　だからあらためて言おう―――」

ピアニィ：ヒュー兄様……。

ＧＭ：ヒューバードは、再び満面の笑顔で言った。「だから、ここで死んでくれ」

一同：こえ―――よっ!?

アル：いや、待てよ！　なんでこのピアニィなんだ？　〝真の四宝の試み〟をクローンにやらせようと思わなかったのか？

ＧＭ：「残念ながら、ひとつの石を扱う素質、邪神の御子と神竜王を吸収する能力は、クローンには備そなわらなかったのだよ。ゆえに、それぞれに特別な訓練を積ませてある」

ピアニィ：訓練？　あー……それ、『ゲッタウェイ』の世界平和研究所で!?




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』

　打だ倒とうピアニィをスローガンに開始されたリプレイ。著ちよ者しやは藤井忍ふじい・しのぶ。

　ちなみにピアニィを演えんじる大竹みゆもプレイヤーとして参加しており、彼女が担たん当とうするのは、世界平和研究所という施し設せつで目め隠かくしをされつつ戦せん闘とう訓練を受けた、ピアニィと同じ顔の少女リージュである。




ＧＭ：「そうだ、キミたちにこのすばらしい妹たちの力を……少しお見せしよう」

一同：力？

ＧＭ：その言葉と共に、なんの気配も発さず……〝ぶんっ〟、青髪の姿がかき消えた。

アル：え？

ＧＭ：と、声をあげた時、青髪の拳こぶしはすでにピアニィのボディにたたき込こまれている。

ピアニィ：ボディっ!?

ＧＭ：アッパー気味に繰り出された拳の衝撃は、ピアニィの身体を浮かせるほどだ。

アル：速ぇっ!?　姫さんは、俺の背後に立っていたはずなのに……！

ベネット：いきなり後衛に突っ込まれるとはっ!?

ナヴァール：う、動けなかった……っ！

ＧＭ：敵が強いぞ演出ありがとうっ！　だが、ここは演えん出しゆつだから、ダメージはない（笑）。

ピアニィ：じゃあ、「うっ!?」と呻うめいて地面に倒たおれ込こむ。かろうじて意識はある感じで……。

ナヴァール：陛下！　……でもこのシーンでは俺たち、きっと歯が立たない予感！（笑）

ベネット：ええ！　さっきのまでの演出からすると……！

アル：みなまで言うな（笑）。……にしても、こいつらほんとに強いんだろうな。

ＧＭ：強いね。実際、ヒューバードの指揮下にあるクローンたちは無敵だ！　なんらかの支援スキルを受けているらしく、手がつけられない。

ベネット：《インタラプト》で打ち消したろかっ！（笑）

ＧＭ：（意味ありげに）やってみる？

ベネット：へ？

ＧＭ：《インタラプト》してみるか、と聞いているんだ。

ベネット：いや、演出だけのシーンだし使わないでやんすが……。

アル：な、なにその意味ありげな笑顔……（笑）。

ナヴァール：あ、ちなみにその三人は、陛下に近づいてきても吸収されない？

ＧＭ：もちろん。……さて、で、青髪はピアニィに一撃をたたき込んだあと―――。

アル：俺はそいつに駆け寄って剣をたたき込……！

ＧＭ：たたき込もうと思った時には、すでに青髪の手の甲でアルの剣ははたかれ、軌道をそらされている。アルの筋肉の動きを読んで、すでに攻撃を封じようと動いていた。

アル：うおうっ!?　す、好き勝手に強い演出しやがって……！（笑）

ＧＭ：青髪は、すぐさま手刀をアルの喉に突き立てようとするが―――「そいつは放っておけ。どうせ、まだ迷っている。戦力にカウントせずともいい」と、ヒューバード。

アル：くっ……!?（笑）

ＧＭ：青髪は踵を返してピアニィに向き直り……一気に距離を詰める。

ナヴァール：アル、なにをしている！　と、陛下に対して《プロテクション》！

ＧＭ：ナヴァールが杖を掲げる。だが、魔術を解き放つ寸前、ケセドの杖は飛来した弾丸に弾き飛ばされた。

ナヴァール：ぐは！（笑）　では、その狙撃手をにらむ！

ＧＭ：あ、さっきまでヒューバードと一緒にいた金髪レールガンはもう、そこにはいないな。「どこを見ている？　優秀な狙撃手がいつまでも同じ位置にいると思ったか？」

ナヴァール：たしかに！　アル、陛下を守れ！　と、もう一度声をかけるが……。

アル：―――しかし迷まよっている俺は、茫ぼう然ぜんとその場に立ち尽くすだけであった。

ベネット：アル―――っ!?　陛下はアルしか助けられないでやんすよ！　あんたは陛下のなんだ！　忘わすれてるんでやんすか、第一の騎き士し！

アル：じゃあ、その言葉を聞き、ぐっ、と剣の柄を握り直してヒューバードをにらもう。

ＧＭ：「……フン」　とあくまで見下した視線のヒューバード。そして気づけば、何処からか飛んできた弾丸がベネットを撃ち抜いていた。

ベネット：おげばらぴぽ――――――っ!?

ナヴァール：ベネット！　と、叫ぶと同時に陛下に向かって―――。

ＧＭ：うん、銀髪魔術師が《ルインストーム》を放っていた。黒い流れが刃やいばとなって、ピアニィに襲いかかる。

ピアニィ：でも、あたしは動けない！（笑）

ナヴァール：それを《パトロナイズ》！　しかし、私はそれを止められず、吹き飛ばされて血を吐はいて倒れる（笑）。

ＧＭ：な、なんで血を吐はくんだ。

ナヴァール：いいじゃないか。魔法と魔法の対決なんだから！

ピアニィ：迫ってくる魔法を見て……かすかに「アル……!?」って呼よびます。

アル：俺は、ピアニィと飛んできた魔法の間に駆け込んで、《ディフレクション》！　剣で魔法を叩たたき落おとした！

ＧＭ：では、魔術はその場で大地に叩きつけられ、轟音と共に土煙をあげる。それを見たヒューバードが不愉快そうに言う。「なぜ、お前はピアニィを助ける？　私の言ったこと、お前は理解していないのか？」

アル：うるせえ！　ちなみに俺は、さっきの攻撃は弾はじいたけど、肩かたの辺りに怪け我がしている。

ベネット：さて、そろそろでやんすかね―――。（死ぬほどわざとらしい声で）くっ、このままでは全滅でやんす……！　うおー、誰かきてくれないのか―――っ！　ちらちらっと空を見ます（一同大爆笑）。

ＧＭ：その時だ。ふいにキミたちが立つ荒野に翼持つ獣けものの影が落とされた。見上げれば、そこに舞まうのは一頭の飛竜―――。その背には、ひとつの人影が立っていた。

アル：た、立ってるのかよ（笑）。

ＧＭ：その場にいる全員が見ている中―――ふわり、マントをひるがえし、その人影は地上に舞い降りた。降りた場所は、ピアニィらと距離をとった青髪のちょうど中央。

ベネット：しかし、着地のタイミングを狙ってレールガンの弾丸が飛んできたり。

ＧＭ：フッ。しかし騒がず慌てず、地上に舞い降りた謎の人物はすっと……引き抜いた剣を縦たてにかざして―――スパ……っ！　弾丸を縦に真っぷたつ。ふたつに分かれたレールガンの弾たまは、その男の左右後方でむなしく土つち煙けむりをあげた。

一同：………………。

アル：だめじゃないが……なんかだめだ！（笑）

ＧＭ：もうもうと沸き立つ、土煙を背にしてその人物は青髪に向かって歩き始める。そして……懐から取り出したのは一輪の、薔薇。

一同：…………………………（←みんな顔がにやけている）。

ピアニィ：…………（笑）。

ＧＭ：そして、その男……そう、リシャールは香かおり立たつ薔薇の香こう気きを吸いながら、落ち着いた声で言った。「―――花は気高く、美しい」

一同：…………。

ベネット：もう、だめな予感しか……（一同大爆笑）。

ＧＭ：リシャールは、一いち瞥べつもくれずにアルに向かって言う。「なにをしているのだ、お前は」まるで非ひ難なんするような口調で、だ。「ピアニィ陛下の御身、守るがお前の役目だったはず」

アル：……く（笑）。そういうお前こそなんでこんなところに。

ＧＭ：「……説明はあとだ。お前は陛下を守ってこの場を離れろ。あのようなまがい物に手こずるような者は、邪魔になるだけ。ここは私が食い止めよう」

アル：……ああ、頼む！　とにかくピアニィを小こ脇わきに抱かかえて逃げよう。

ピアニィ：小脇！（笑）

ＧＭ：では、そうやって撤退していく途と中ちゆう、ちらり背後を振り返ると―――魔術師とレールガン持ち、ふたりの同時攻撃を華麗にかわしているリシャールの華麗な姿……！

アル：好き勝手やってるなあ……（笑）。

ナヴァール：ＧＭやってて楽しいとこでもあるしなあ（笑）。

ＧＭ：が、そこに駆け込んできたのは、青髪のモンク・ピアニィ。さっき、ピアニィを地面に這いつくばらせたアッパー気味の一撃をリシャールに放つ。―――かわせない、キミらがそう直感した次の瞬間、吹っ飛ばされていたのは青髪の方だった。

ベネット：……おや？

ナヴァール：援軍？

ＧＭ：気がつけば、青髪モンクをなぎ払った男が、その場に仁王立ちしている。そう、この状況を見て、愉快そうに笑んでいるその巨漢―――ベルフトが。

一同：おおっ!?

ピアニィ：ベルフト兄様!?

アル：ベルフトかよ！　こっちは意外だった！（笑）

ＧＭ：思わぬ敵てきの出現に、クローンは三人は一いつ糸し乱みだれず、うしろに下がって構かまえる。戦場から離れていくピアニィたちを気に懸けつつ、しかしリシャールとベルフトを前に下手に動くことができないでいる。
















ピアニィ：おお。

ＧＭ：ヒューバードは突然の乱入者……ベルフトに向かって言う。「ほう、お前は私の邪じや魔まをするのか？」しかし、口調は余よ裕ゆうすら感じさせる。

アル：ベルフトとリシャールを前にこの余裕はなに……（笑）。

ＧＭ：ヒューバードの言葉に対し、ベルフトはニヤリとしながら言う。「ピアニィは俺が殺す。一度負けた相手だ、次に倒たおすのは俺だと決めている」そして、そこに構える三人のクローンを見回し……「予行演習くらいには、なりそうだな」と。

ベネット：か、かっこつけやがって！（笑）

ナヴァール：リシャールの態度は？（笑）

ＧＭ：うん、ライバルとはいえ、この心強い援軍の登場にフッ、と笑むのみだ。そんなふたりに、ヒューバードが再び声をかける。「リシャール、ベルフト。……やれやれ、新世界にふさわしい力を手にしたお前たちが、邪魔をするとは―――残念なことだ」

アル：ベルフトだけでなく、リシャールにも？

ピアニィ：新世界にふさわしい力？

ナヴァール：理由はわからないが、リシャールもまた人知を越えた能力を持っているのはまちがいない。レイウォールの兄妹みたいな超人は、オーギュストだけが作れたわけではない―――そういうことだろう。

ＧＭ：ナヴァールの予想を、ヒューバードが補足する。「そのとおりだ。リシャールは、新世界に残るにふさわしい〝力〟を身につけた希け有うな男だ。それゆえに、残念だ」

アル：なにその意味深なセリフ（笑）。

ピアニィ：〝力〟を身につけた……？　な、なんかきっと、あたしたちの知らない、すごいスキルを……（笑）。

ＧＭ：うひひ。

ナヴァール：さて……（いきなりリシャールになって）「ヒューバードよ、残念とはこちらの言葉だ。かつてはレイウォールにおいて国を治めるその手しゆ腕わん、私は敬けい意いの念を抱いだいたことすらあった」

ＧＭ：「それは光栄なことだ」と、皮肉げに答える。

ナヴァール：「だが、今のお前はもはや奸かん賊ぞく以外の何者でもない。神の意志に反する行ないに加え、肉親を手にかけんとするは外道。看かん過かは―――できぬ」

アル：お、おい、このリシャール……かっこいいぞ。

ベネット：に、偽にせ物ものじゃないでやんすかね。

ナヴァール：「鼻からぷー」

アル＆ベネット：あ、本物だ。

ＧＭ：うるせえよっ!?（一同爆笑）

アル：さて、ここは、そろそろふたりに任せて退ひくところだな。

ピアニィ：え、えと、ベルフト兄様……！　ご無事で……！

ＧＭ：「……お前は、誰に向かって言っているのだピアニィ。俺は、レイウォール四兄妹が次男、ベルフトよ。もはや、我が人生において敗北を喫するつもりは、ない」

ピアニィ：うあ、一緒に闘いたい……（笑）。

ナヴァール：陛下、ここはアルの言うとおりこの場を離れましょう。まずは、そのお身体をどうにかすることを考えましょう。

ピアニィ：そ、そうですねっ。

ナヴァール：クローンたちが追ってくる気配は？

ＧＭ：ない。さっきも言ったけど、さすがにベルフト、リシャールを相手に背を向けること、それすなわち死だとわかっているようだ。

アル：よし、ではシーンから退場しよう！

ＧＭ：ＯＫ、それじゃここで大陸最強と呼ばれたふたりに対たい峙じしたクローンたちが、激しいバトルが展てん開かいしはじめ……その戦いの音を背中で聞きつつ……キミたちがシーンから退たい場じよう―――一いつ旦たん、場面は終了する！

アル：あー、面白かった（笑）。







◆Middle 05◆起こり始めた変化




　エストネル王国王都エル・ウィン・フリット周辺、エル川の船上。

　〝真の四宝の試み〟によって生じた非ひ常じよう事じ態たいを察し、フェリタニア勢は王都からの脱だつ出しゆつに成功していた。




ＧＭ：さて、ここでマスターシーンを挟もう。エストネルを脱出したエルザたちの場面だ。

ピアニィ：あ、エルザ先生も無事に脱出できたのかな？

ＧＭ：そのようだ。エルザはスリスやウィルフレッドを連れ、川を降りてエル・ウィン・フリットからノルウィッチに向かってる最中です。そこで例の衝しよう撃げき音おんを聞き、異変に気づいたところだね。
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ピアニィ：あ、あの爆発にはエルザ先生も気がつくんだ。

ベネット：そりゃ気づくでやんしょうな。というか、下手すると巻き込まれていてもおかしくないという（笑）。

ＧＭ：だね。異変にうろたえるエルザたち。でも、そこに姿を現あらわしたのはひとりの男―――ユンガーだった。

ベネット：おお、ユンガー殿！

ユンガー

『アリアンロッド・サガ・アクロス』に登場したＰＣ。かつてはエルザとともに黄金の狼おおかみの一員となっていた。現在はエストネル王国の密みつ使しノーデンスの中でも、バルムンクと戦うことを専せん門もんにするライノットとなっている。
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ＧＭ：「無事でなによりだ」眼鏡めがねをくっ、と直しつつ、エルザたち姿を見て安あん堵どする。

アル：てか、むしろ「無事だったか」と言いたいのは俺たちの方だ。

ＧＭ：で、いろいろエルザと言葉を交わすわけだけど、ユンガーがもたらした情じよう報ほうは至し極ごくシンプルなもの。「現状でなにがあったかこっちも確かく定てい情報を摑つかんでいない」だ。

アル：ノーデンスが摑めてないのか。

ベネット：というかそれ、情報って言うんでやんすか？（笑）

ＧＭ：突とつ然ぜんのことに、混こん乱らんしてるからね。ピアニィが戦っていた戦場で大規模な衝撃波が発生したこと、それによってノーデンス、セインたちがバラバラになったということ―――。

ナヴァール：それに対してエルザは？

ＧＭ：では、エルザとユンガーはこんなやりとりをする―――。




「衝撃波……いったい、〝真の四宝の試み〟でなにが起こったの？」

　そう問いかけるエルザに対し、ユンガーが伝えられる情報は少ない。

「……わからん。仲間たちとも連絡は取れない。エル・ウォーデン王が亡なくなられたという情報すら飛び交っている」

「そんな……」

　エルザは驚きよう愕がくする。

　あの衝撃波は、なんだったのか？

　真の四宝の試みの背後に、なんの陰いん謀ぼうがあったのか？

　ただまちがいないのは、この事じ件けんの中心にピアニィたちが確実に絡からんでいるだろうこと。

「……ピアニィ陛下やアルくんたちは」

「わからん。生死不明だ」

　ユンガーは眉まゆひとつ動かさずに淡たん々たんと事実を伝えた。だが、押おし黙だまるエルザを安心させるかのように、言葉を付け足す。

「安心しろ。ピアニィ陛下も、アル君も簡かん単たんに死ぬようなたまじゃない。こちらに情報が入ったらすぐに伝えよう」

　

　その言葉を残し、ユンガーは再ふたたび闇やみの中へと姿を消した。







◆Middle 06◆焚たき火びを囲み




　―――夜の帳とばりがおり始める。

　エストネル王国王都エル・ウィン・フリットにほど近い森に、四人は身を潜ひそめていた。

　森といっても、木々の大半は無惨になぎ倒たおされている。街や山やま陰かげに隠かくれ、難なんを逃のがれたわずかなものだけがかろうじて雨あめ露つゆを凌しのぐ手助けをしてくれた。




ＧＭ：では、あらためてＰＣたちのシーンを始めよう。リシャールやベルフトの支し援えんを受け、エル・ウルフリック・ミンスターを脱だつ出しゆつして数日後―――エル川を北上し、今、キミたちは王都エル・ウィン・フリット近くにいる。

アル：ああ、とりあえずそこまで移い動どうできたのか。

ＧＭ：うん、さっきの地図を見てほしい。現げん状じようはエル川を北上して王都に到達したところだ。




アル：ああ、そうか。ミンスターを出ると、王都までは出ることになるのか。

ピアニィ：街には……入れませんよね。

ＧＭ：正せい確かくには「街に入る意味はない」かな。

アル：ああ、ここも相当被ひ害がいを受けている？

ＧＭ：受けているどころか……華はなやかだったかの水上都市も、水面より上に出ていた建けん造ぞう物ぶつはその大半が吹ふき飛とばされている。

一同：は!?

ＧＭ：華やかだったあの街まち並なみはどこへやら、街だった場所はまるで湖のよう。さざ波ひとつない水面に浮うかぶ月と、かろうじて天に向かって伸のびる崩くずれかけた建造物―――そのどこか幻げん想そう的てきな風景がキミらの心にえもいわれぬ感動を……。

アル：完全に壊かい滅めつしてるじゃねえかっ!?

ナヴァール：ここまでとは……（笑）。

アル：で、俺おれたちは今、どんな？

ＧＭ：ああ、王都近く……かろうじて被害を免まぬがれた森かなにかの中にいる、てのはどう？

ナヴァール：ではそれで。陛下を連れてこの数日、被害を出さないように荒こう野や……正確には人のいないルートを歩いてきたのだろう。

アル：とりあえず一息ついた、か。さて、これからどうするか決めないとな……。

ナヴァール：うむ、まずはキャンプを張はろう。森の中……岩の陰になっているような場所を選んで野宿の準じゆん備びだ。話はそれからでよかろう。

ＧＭ：ＯＫ、ではそれで。キミたちは焚き火を起こし、野や営えいの準備に入った。

ベネット：陛へい下かの様子は？

ピアニィ：落おち込こんでいます……よね……。

ＧＭ：そのようだ。焚き火の近くでうつむいて座すわる彼かの女じよの様子を見て、三人はいたたまれない気分になる。

ベネット：落ち込んでいるから？

ＧＭ：それもあるが、今、座り込んだ彼女の周囲の木々の葉が、草花が……一いつ斉せいに枯かれ始めたからだ。座すわり込こむ彼女の周囲には、褐かつ色しよくの世界―――そこにピアニィの服の赤が、映はえる。

一同：……。

ＧＭ：時おり、力ちから尽つき、はらりと落ちた枯れ葉が焚き火の炎ほのおに触ふれて焼かれ……火の粉となって散っていく―――。

アル：な、なんかえげつない演えん出しゆつだな……。

ピアニィ：うう……。

ＧＭ：ちなみに、ここに来るまでにもキミたちが通ったあとに生命と呼よべるものはなにも残っていない。木々は枯れて朽くち、エル川をくだる時も無数の魚の死体が浮うかび上あがる―――そんな状じよう況きようが続く中で、どうにかここまで来たのだ。

一同：…………。

ベネット：き、きっとこの野宿の場所を探さがす時も、周囲を散さん策さくして人がいないことをたしかめたんでしょうな……。

アル：王都から、民衆が避難しててよかった……。

ナヴァール：途と中ちゆう、妖よう魔まに襲しゆう撃げきされたりは？　こないだの戦いの残ざん党とうくらいうろちょろしていると思われるが。

ＧＭ：襲撃はされたよ。でもなんかする前に、すべて生命力を吸すい尽つくされて死んだ。

一同：…………。

ピアニィ：わ、わあい……。

ＧＭ：さて、そんな状況下―――キミたちがこのあとどうするか、相談するとこかね。

一同：う、うーん……。

アル：……まずは、エストネルの外に出よう。話はそれからだ。

ナヴァール：そうだな。この先も街を通ることは徹てつ底てい的てきに避さけよう。もし、旅人と遭そう遇ぐうしてもベネットに追おい払はらってもらうとするか。

ベネット：け、けっこう大変な逃とう避ひ行こうでやんすな。

ナヴァール：仕方あるまい、状況が状況だ。

アル：とりあえず、フェリタニアをめざすか？

ナヴァール：難むずかしいところだな……。今の陛下の状じよう態たいのまま、国に帰ると―――。

ピアニィ：人々に被害が及およぶ……。

アル：それもあるけど、国民に無む駄だな不安を与あたえる。姫ひめさんの意思じゃないとはいえ、エストネル王国を崩ほう壊かいさせたのはまちがいないわけだし。

ピアニィ：ううっ。

ＧＭ：他にしたいことは？

ナヴァール：できれば、アニマルメッセンジャーを使ってステラには無事であることを伝えておきたいな。直ちよく接せつに会わずとも現状を報ほう告こくしておきたい。

ＧＭ：了解、それは送ったということにしよう。他に相談することは？

一同：…………。

アル：俺はこう……姫さんの沈みっぷりにどう声をかけていいものか迷ってる（笑）。

ピアニィ：……。

ＧＭ：えー……みんなで焚き火を囲み、しかしその場を満たすのは会話でなく沈ちん黙もくだった。

一同：…………。

ピアニィ：気まずい……（笑）。

ベネット：（いきなり大声で）そういえばこんなふうに野宿とかしていると、出会った時の頃ころを思い出すでやんすなあっ、ははははは!?　……と、この気まずい沈黙を打うち破やぶろうと話を振ふる―――が。

一同：しーん。

ベネット：そう、誰も乗ってくれずに不発……！　アル、ナヴァール！　いつもの明るいふたりはいずこへ……っ!?

ピアニィ：あたしは、自分の身体のことより、破壊をまき散らしたことを悩んで……。

アル：じゃあ俺は姫さんの様子も気になるが、やっぱり、ヒューバードが言った言葉が頭から離はなれきれず、ずっと黙だまっている。

ナヴァール：では、私はこのような事態になるとを見み抜ぬけなかったことを自問している。

一同：…………。

ベネット：ほらほら、落ち込んでいないでっ!?　さあさあ、ご飯でも食べて元気になるでやんすよ！　と、猫ねこと一いつ緒しよに食事の準備をする。

ピアニィ：……あたしは、ご飯食べられなさそう。

アル：悪い、ベネット。食欲がないんだ。

ナヴァール：考え込み、沈黙している。

ベネット：…………。

ＧＭ：…………（笑）。

ベネット：じ、じゃあここでギャグを一発！　「森に行きたいでやんすねー」「なんでだい？」「森にいけばモリモリ元気になるでやんすよ」

ＧＭ：………………。

ナヴァール：（うつろな口調で）ははは、面白いなベネット。ははは……はー……。

一同：…………。

アル：シーン（笑）。

ピアニィ：シーン（笑）。

ベネット：ダメだった……っ、よけい痛いた々いたしい感じにっ!?　つ、続きを考えるでやんす！

ＧＭ：いや、無理しないでいいから（笑）。

アル：（ちょっと考えて）あ、俺はちょっとピアニィと話がしたい。

ピアニィ：……っ!?

アル：いや、俺がピアニィを元気づけるというか……なんかそういうシーンがある方が、なんか締しまりません？　あと、自分のことも伝えておきたい。セフィロスや邪じや神しんの御み子こが関わってきたしな。

ナヴァール：……ああ、アルはそのへんに因いん縁ねんあるからな。

ＧＭ：ＯＫ（笑）。じゃあ、ちょっとそのへんをやってみようか。えー……では、野営の途中だが、登場するのはピアニィとアルだけでいいかな？

ナヴァール：私は食しよく糧りようの調達にでも行っていよう。

ベネット：あっしは少し離はなれた場所で見み張はりをしましょう。こ、この空気に耐たえられないでやんす。

ＧＭ：では、アルとピアニィはふたりで焚き火の番をしてるってところで。

ピアニィ：う～、どうしよう、あたしから話しかけた方がいいのかな。

アル：いや、俺から話しかけよう。ずっと黙ってたんで、どうにも結けつ論ろんが出ないし。

ピアニィ：うん。あたしはあたしで、ずっと悩なやんでるから。

ＧＭ：ああ、膝ひざを抱かかえて焚き火の番をしてる感じだね。

アル：俺は、そんなピアニィに背せを向けて立っていよう……いや、焚き火を挟はさんでピアニィの正面に座すわります。で、「姫さん」と。

ピアニィ：びくっ！

アル：……その、話がある。

ピアニィ：う、うん。

アル：ヒューバードの言ってる理想の世界……あいつの言葉には一理ある。

ピアニィ：……さっきも、そんなこと言ってました。アル。

アル：姫さんを斬きれば、邪神の御子と神竜王がこの大陸からいなくなる。それは真実なんだろう。俺にはそう聞こえた。……そう言って、背せ負おってる剣けんを脇わきに置く。

ピアニィ：じゃあ、アルはあたしを斬りたいですか？

アル：……。

ピアニィ：あたしは、ヒューバード兄様のために犠ぎ牲せいになることは嫌いやです。それは大切な人と約束したからです。でも、アルがあたしを斬りたいというのであれば、それは犠牲になることではなくて、だから……。

アル：斬りたいはずねえだろ！　と、声を荒あらげる。

ピアニィ：ごめんなさい……。

アル：いや、こっちもすまなかった。その、俺の師し匠しようの話をしていいかな？

ピアニィ：聞かせてください。

アル：俺の師匠は、神と魔まと両方に翻ほん弄ろうされて、その人生をゆがめた。そして、最後にはひとりぼっちで死ぬことになった。

ピアニィ：アルは、その師匠さんの遺志を受うけ継ついだんですよね。

アル：ああ。

ピアニィ：それが邪神の御子を倒たおすことですよね。

アル：……そうだ。

ピアニィ：じゃあ、答えは出てるんじゃないですか？

アル：俺にとっては、世界を救うなんてことはどうでもいい。世界を救いたくてやってるわけじゃない。ただ、師匠……テオの果たせなかったことをやりたかった。

ＧＭ：アルの宿願だからね、そこは。具体的には、小説の方で書かれた設定だという（笑）。

アル：あいつが望んだことを、代わりに果たしてやりたい。

ピアニィ：それは邪神の御子を倒すことではないのですか？　邪神の御子は、今あたしの中にいます。斬るなら……今です。

アル：そうだな、たしかに今かもしれない。

ピアニィ：じゃあ、ばっと立ち上がって……なら、師匠さんの想いを叶かなえるために、今すぐ、今すぐ斬ってください！

アル：姫さん……。

ピアニィ：お願いです、これ以上は辛つらいんです！　あたしの心情としては……。




　自らが存そん在ざいすることが、他の命を奪うばうということ。

　神竜王と邪神の御子が宿ったことで、今のピアニィは無差別に生命を吸きゆう収しゆうしてしまう。

　そして、自らが死ぬことで新たな世界のためになるならば。

　アルの宿願が叶うというのであるならば。

　ならば、いっそ―――。




アル：……じゃあ、俺は無言で背負った剣に手をかける。

ピアニィ：あたし、目を閉とじます。

アル：俺は、剣を抜ぬいていつまでもその刀身を見ている。

ピアニィ：……いつまでも斬ってくる気配がないので、目を開けます。

アル：すると、刀身を見つめている俺がいる（笑）。

















ピアニィ：どうしてですか？　覚かく悟ごはできています！

アル：俺のしたかったことはこんなことじゃない―――俺の勝ち取りたかったものはこんなものじゃない。

ピアニィ：でも、でもでも！　アルの目的は、邪神の御子を斬ることなのに。

アル：そうだ姫さん、そうだったんだ。そう言って、その場に崩くずれるように座ります。

ピアニィ：あたしも、すとんと腰こしを下ろします。

アル：俺は、姫さんを斬りたくはねえよ。ったく、この先……どうしたもんだろうな。

ピアニィ：アル……。

アル：エル・ウォーデンもいなくなっちまったし、ヒューバードは自分の都合のいいことしか言わねえだろうし。誰だれかを頼たよろうにも、頼る人間もいなければ頼りに行くこともできねえ。肝かん心じんの師匠は死んじまってる。まったく、なんでこんなことに……。

ピアニィ：……あたしはもうこれ以上、迷めい惑わくかけたくない。

アル：あんたはそれでいいかもしれないが、今まで身体張はって守ってきたこっちの身にもなってくれよ。

ピアニィ：アル……。

アル：一応な、姫さんが大事だったから守ってきたんだぜ？

ピアニィ：どきーんっ!?（笑）

ベネット：アルっ！　いろいろかすってる、かすってる！

ナヴァール：だが、アルにはみんなが思ってるような別の意図はまったくないのであった。

ベネット：……さすがアルでやんす。

アル：とにかく斬りたくねえんだ。そう言って、剣をポイッと投げ出します。

ピアニィ：うん、わかりました。それならあたしは、アル以外に斬きられません。だから、あたしが暴あばれてどうしようもなくなった時は……斬ってください。

アル：ああ。だが、そうなる前になんとかしようぜ姫さん。今のこの状況だって誰だれかが仕し掛かけたもんだ。だったら、なにかどうにかする方法があるはず。ヒューバードだって、まだなんか隠していそうだしな！

ピアニィ：はい！　でも、そう言われたら、今まで我が慢まんしてきたものがあったから、ほわぁと……涙なみだがぽにょぽにょと流れますよ。

ＧＭ：ぽにょぽにょっ!?　ツー……とかにしようよ、せめて！

ピアニィ：なんかそういう言葉しか浮うかばなかったので（笑）。

アル：それはわたわたと慌てるな、俺は。……お、おい、泣くなよ。

ピアニィ：は、はいぃ！　って答えるんだけど、今度は嬉うれしくて泣いちゃうの（笑）。

アル：ああ？　なに泣いてんだこいつは……と思っておく。

ＧＭ：―――と、そんなところでおしまいかな？

ピアニィ：かな？

ベネット：ふう、やれやれ……と、少し離れた木の陰で見ていたあっしはほっとして出て行くでやん……。

ナヴァール：まあ、待て―――と、さらに遠くから見ていた私は、ベネットの肩かたを叩たたく。

ベネット：おや、ナヴァール殿。

ＧＭ：って、ふたりとものぞいてたのかよ！（笑）

ナヴァール：いや、帰ってきたらこんな雰ふん囲い気きになっていたのだ。ベネットよ、もう少し時間を潰つぶしてこようではないか。具体的に二時間ぐらい（一同爆ばく笑しよう）。

アル：なんだよその妙みように具体的な数字はっ!?

ベネット：（げらげら笑いながら）具体的な時間でやんすなー。

ピアニィ：…………二時間？

アル：とにかくっ！（笑）　方法はわからないが、ピアニィが助かる道を探さがそうって話でまとまりました、はいっ！（笑）

ＧＭ：方ほう針しんもまとまったところで、このシーンは終しゆう了りようとしよう！







◆Middle 07◆侵しん蝕しよくされゆく大地




　エストネル王国に巨大な光の柱が立ち上がって、数日が経過した。

　大地をひっくり返すほどの地響き、轟ごう音おんをともない、まさに天を貫いた光―――それはエストネルと国境を接するアヴェルシア南方の村落からもはっきり見えたという。

　国境を越えてやってきた避難民により、さまざまな話が伝わったが、そのどれもが信しん憑ぴよう性せいに欠けていると言わざるを得なかった。

　むしろ、その不正確さがそれがかえって人々の不安をあおった。

　しかし、共通して彼らが口にしていた話がある。

　

「もうすぐ怖ろしいことが起こる。速やかに可能な限り遠くに逃げろ」




　エストネルの指導者よりそう勧かん告こくされ、避難民たちはアヴェルシアへとやってきたという―――その事実だった。




ＧＭ：――とそんな内容のマスターシーンを挟もう。

ベネット：今度の舞台はアヴェルシアの南方でやんすか。

ピアニィ：ううっ、避難民がこんなところまで。

ＧＭ：ふひひ。さて、舞台はエストネルとの国境にほど近いアヴェルシアの村。村人たちが畑仕事をしてると思ってほしい。数日前に起こった事件……あ、ピアニィが衝撃波を放った時のことね。あれは数日経った今でも、村人たちの話題になっている。「いや、この間の光の柱はすごかったなあ」と村人Ａがつぶやく。

ベネット：（突然村人Ｂ）「まったくだなあ、おいらあんなの生まれて初めて見たし」

ナヴァール：（突然村人Ｃ）「エストネルの方でエライことがあったようじゃなあ」

ＧＭ：（笑）。村人たちがそんな世間話に花を咲かせているその場所に、ひとりの男が大慌てで駆かけて来て叫んだ。「に、逃げろ――っ!!　ば、化け物が来るぞ―――っ!?」

ベネット：（村人Ｂ）「はあ？　化け物ぉ？」（←超わざとらしく）

アル：（村人Ｄ）「おめぇさんは起きたまま、夢でも見てるのか？」

ナヴァール：（村人Ｃ）「あっはっはっは、こりゃおかしい」

ＧＭ：だが、報しらせにやってきた男の表情は真剣そのものだ。「ば、馬鹿野郎……っ！　丘に登ってて南の方を見てみろ……！」　男の必死の形相に、村人たちは農具をその場に置いて丘へと登り……南の方向、すなわちエストネルの方向を見て息を呑む。

ピアニィ：いやな予感が……。

ＧＭ：それは遠目に見て、森から流れ出た……黒い霧きり。が、数すう瞬しゆんの時を経へて村人たちははっきりと目もく視しした。一般的なアルディオン人にとって、それをなんと呼こ称しようしたらいいのか、わからないだろう。だが、それはキミたちが〝妖よう魔ま〟と呼ぶ異い形ぎようたちだ。

















一同：げ。

ナヴァール：それ、こないだの戦いの生き残りか……？

ＧＭ：おそらくはそうだ。国境線の向こうから、妖魔の集団が土つち煙けむりと共にみるみるうちに迫ってくる。巨大な蝙こう蝠もり羽ばねで飛び回る者、ねじ曲がった角の生えた者、はたまた鈍く光るかぎ爪を生やした者―――今や妖魔たちの不気味な姿が村人たちにはっきりと見て取れるほどだ。

ベネット：逃げて――――――っ、村人、超逃げて―――っ!?　ぎゃあああああ！（←最後は村人の悲鳴らしい）

ＧＭ：お……お前、こういう時本当に活き活きしているな。

アル：にしても妖魔か……それってかなりの数だよなあ？　その数が一斉に人間の前に姿を現わすってかなり珍しいことじゃ？　

ナヴァール：珍しいというか、今までなかったことだろう。

ＧＭ：そうだね。これまで、妖魔たちは時代の陰に隠れて生きながらえてきた。そう統制されてきたんだ。おそらくは〝始祖の四人Four Deadly Swords
〟、ひいては〝邪神の御子〟の意思によって。

アル：あー……でも、御子がピアニィに吸収されて……たがが外れたのか。

ナヴァール：〝始祖の四人〟もすでにふたり倒されたしなあ。こないだの戦いで、ダーインスレイブもどこかに消えてたな。

ＧＭ：あれは死んだわけじゃないけどね。

アル：なるほど、統制がとれなくなって人間の世界に妖魔が漏もれ出した……か。

ＧＭ：まあ、それでも現状では一国を蹂躙するほどの数じゃない。妖魔の徘はい徊かいは、当面はこのエストネルの国境線界かい隈わいで済むとは思うが……。

ピアニィ：が？

ＧＭ：『デスマーチ』や『ゲッタウェイ』、そして今後のサプリメントの展開しだいでどうなるかわからん。

一同：なんだそれはっ!!（爆笑）

ナヴァール：（←げらげら笑っている）

ＧＭ：さて、国境を越えて迫りつつある異形たちに、村人は我に返って一斉に逃げ始める。そんな中、妖魔たちの方を見み据すえ、ぎりっと奥歯を嚙みしめて立っている男がひとり。

一同：お？

ＧＭ：それはアヴェルシアの紋章が刻まれた甲冑に身を包んだ、騎士だ。ヒゲをたくわえ、憎々しげに迫りくる妖魔をにらみつけている。「あれも、ピアニィ陛下になにか絡んでのことなのか……っ」

ピアニィ：誰……？

ＧＭ：うむ、行方不明となったピアニィら一行を捜索するために軍を率いてやってきた、ネルソンだ。
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ベネット：ほう、ネルソン！

ＧＭ：そうだ。

一同：…………。

ベネット：誰？

ＧＭ：忘れんなよっ!?（一同爆笑）　第一巻に登場した武人で、ナイジェルの息子だよ！

ベネット：……ああっ、いたでやんすな、そんな人っ!?　すまん、ネルソン!!　お前の影は薄すぎたんだ……っ！（一同爆笑）

ＧＭ：とりあえず、出したい情報は出したので、そろそろマスターシーンを終えよう。最後に、ネルソンは背後に控えた部下たちに号令を発する。「……抜ばつ剣けん！　あの異形どもに我が祖国を蹂じゆう躙りんさせるわけにはいかぬ……！」

ピアニィ：あ、あ……。

ベネット：死ぬ、死ぬ……っ！（笑）

ＧＭ：一斉に剣を引き抜き、ネルソン配下五〇人ほどの騎士が妖魔の群れに向かって突撃していく。その結果は―――明かさないままマスターシーンを終えよう。

一同：えぇ――――――っ！（笑）







◆Middle 08◆啓けい示じ




　前に進んでいくということ。

　まだ、この先に待っているのか……そしてなにをすべきなのかはわかっていない。

　だが、森の中での邂かい逅こうが新たな啓示をもたらした。

　啓示が指さし示しめすもの、それは―――。




ＧＭ：では、ここで新しいシーンに入る。さっきの焚き火のシーンから数日後。キミたちは大きな街道、街なんかを避さけてエストネル脱出をめざしていた。―――と、こんなところで……新しいＧＭを紹しよう介かいしよう！

ベネット：お？

ピアニィ：ここでも！

ＧＭ：そう、ここでも！　では藤ふじ井いさん、どうぞー。

藤井：はーい（がちゃりとドアを開けて入ってくる）。

ピアニィ：わー、藤井さ―――ん！（笑）

藤井：藤井忍です、よろしくお願いします～。




藤井忍ふじい・しのぶ

　打だ倒とうピアニィをテーマに始まった『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』のＧＭ兼けん筆者。また、数多くのリプレイに、プレイヤーとして参加している。

　非常に常識あふれる真っ当な人物だが、ＴＲＰＧのシナリオを創らせると希まれに、たまに、けっこーな確率で腹黒……もとい素敵にプレイヤーを楽しませるものを仕上げてくる。

　どーでもいいが、テンパると「はにゃー」と鳴く。



















ベネット：でもこのタイミングで『ゲッタウェイ』のＧＭ？　いったいどういう展てん開かい？

ＧＭ：まあまあ、そこは今からじっくり藤井さんが素敵に演出してくれる。

藤井：き、きくたけさん、ハードル上げないでくださいよ……っ。

ＧＭ：藤井さん。

藤井：は、はい。

ＧＭ：うーひひひひ……。

藤井：はにゃ――――――っ!?

ナヴァール：いいから始めようよっ!!（笑）

藤井：す、すみません（笑）。では……（シナリオを見ながら）舞台となるのは、元は森があっただろう荒野です。周囲の木々はなぎ倒され……いえ、根こそぎ吹っ飛ばされてますね。見るも無む惨ざんな感じです。

ピアニィ：…………………………い、いきなりへこむことを……（笑）。

ベネット：へ、陛下陛下！　へこんだ陛下を慰なぐさめるためにギャグを言い続けます！

藤井：では、言ってみてください。

ベネット：え、あ……!?　えー…………「ふとんがふっとんだ」？

一同：…………。

ピアニィ：あ、ありがとう……ベネットちゃん……。

ベネット：………………しくしくしくしく。

藤井：じゃあ、ベネットがギャグを言って微妙な雰囲気に包まれたその時です。

ベネット：微妙って言うなぁああぁぁあぁぁあっ!?（一同大爆笑）

藤井：ふいに、みなさんの背後から、拍はく手しゆが聞こえてきます。「あはは、すごいねぇ。非常に面白いギャグだったよ」

一同：誰っ！（笑）

藤井：地面に突き刺さった大岩の上に座って、笑顔をたたえているのはひとりの少年です。

アル：だ、誰だ。

ベネット：誰でもいい。あっしのギャグをわかってくれる奴やつならば……っ！　握手握手。

藤井：「ふっ、わかるさ。すごく面白かったよ、今のは」

アル：あのー……ものすごく警けい戒かい態たい勢せいに入っていいですか？（笑）

ＧＭ：もちろんいいよ（笑）。

藤井：「……いやいや、警戒しないで。僕ぼくは偉い大だいな予言者様だから安心してよ」と言って、少年が登場しますよ。

一同：…………。

ベネット：偉大な予言者……ババアじゃないでやんすな？

ピアニィ：（素に戻もどって）ひょっとして……マーリン？

ＧＭ：おお、大竹さんはよくわかってらっしゃる。




マーリン

『ゲッタウェイ』でＰＣたちの前に現われた、自じ称しよう予言者の少年。

　いろいろ謎なぞめいた発言をするが、正体は今のところ不明である。




[image: ]




ベネット：で？　その謎ボーイが、なんの用でやんすか？

藤井：「（妙にねっとりした口調で）初めまして、僕は偉大な予言者様・マーリンだ」

ＧＭ：うさんくさっ！（笑）

ナヴァール：ぽかーん（笑）。

ベネット：さあ、あんたが何者であるかなんてどうでもいいでやんす！　ささ、こっちへ！　こっちへ！（と、手招きする）

ナヴァール：こっちにやってくると、吸収されちゃうんじゃ？

ベネット：ほんとだ。離れて―――っ!?

ナヴァール：吸収されないギリギリにまでやってきてもらおう（笑）。

アル：さ、三〇メートル離れてるとかすごい話しにくいのだが……（笑）。

ベネット：で、そこな少年。いったいなんの御ご用ようで？

藤井：「キミたちに、啓示を与えてあげようと思って……ね？」

ナヴァール：……予言者か。このナヴァールの見けん識しきを持ってしても聞いたこともない。……聞いたことないよね？

ＧＭ：うん、ないですな。

ナヴァール：お前なぞ、知らぬ。

藤井：「悲しいこと言わないでくれよ。なにせ偉い大だいだから、キミたちの耳にも届とどいていると思ってたんだけど……な？」

ベネット：その意い気き込ごみやよし。とても共感できるでやんす。あっしもクラン＝ベルの四英えい雄ゆうでやんすが、誰もそのことを知らないという。

藤井：「や、僕も知らないし」

ベネット：知らないのぉっ!?（一同爆笑）

藤井：「僕は予言するだけであって、過か去こは気にしないから」（笑）

ベネット：ああ、過去は気にしない、それが重要ですよ。なあアル、ピアニィ陛下。すべったギャグなど忘ぼう却きやくするのがよいであろう。

一同：…………。

ピアニィ＆アル：しーん（笑）。

ベネット：しくしくしくしく。

ピアニィ：ベネットちゃん……（笑）。

ベネット：……でっ!?　あんたはいったいなに！　あっしらに大事な啓示を持ってきたんじゃないのか―――っ!?

藤井：すると、マーリンはみなさんを順番に見回し……言います。「キミたち……特に、ピアニィ、そしてアル。ずいぶんと心に痛みを負わされたようだね」

アル：あ？

ピアニィ：ええと……？

藤井：「ひとつ、教えておくよ。キミたちは、あの男……ヒューバードの言葉なんかに耳を傾かたむける必要はない」

ピアニィ：ヒュー兄様のこと、知っているんですか？

藤井：「もちろん。偉大な予言者様が知らないわけがないさ」

ピアニィ：……あの、耳を傾ける必要はないとは、どういうことですか？

藤井：「あの男の言うことを真に受けてはいけない。彼はこう言ったはずだ。『私の理想の世界と、ピアニィのめざす平和な世界は同じものだ』みたいなことを、ね」

アル：なんでそんなこと知ってるんだ。

藤井：「さあね？」と、マーリンは笑みます。

アル：なんかむかつく……（笑）。

ピアニィ：でも、たしかに兄の言いたいうことはわかるんです。説得させられかけました。あたしも、みんなも。

アル：…………。

ピアニィ：でも、あたしが言うのはかっこ悪いですけど……誰も犠牲にせず、新しい世界をめざそうって……そうあたしたちは考えることにして―――。

藤井：「あはははは、やっぱりね。そんなことだろうと思った」

アル：なにがおかしいんだ。

藤井：「キミたちは、根本的なところで勘違いをしているよ」

ベネット：かんちがい？

藤井：「そうさ。ヒューバードがなんて言ったか憶えているかい？　彼はおそらく、〝理想の世界〟を創る―――そう言ったはずだ。ひと言も、キミたちの言う〝平和な世界〟をめざすとは……言ってないんじゃないか？」

アル：え？

ＧＭ：……（笑）。

ピアニィ：あれ……？　そうかも……？

藤井：「あの男がめざす未来は、多くの死に基もとづく未来。選ばれた人間だけが生き残れる世界だ。弱者のことなんか、なにも考えられていない。少なくとも僕の予言ではそう見える」

ピアニィ：それは、どういうこと？

藤井：「キミが望むような平和は来ない、ということさ」

ピアニィ：ええええ？

ナヴァール：くわしく説明してもらおう。

藤井：「たしかに今、ピアニィが死ねば妖魔や魔族はいなくなる。でもそれは、同時に神竜王の加か護ごを失うことになる。どちらからも干かん渉しようされない人間の世界になるからといって、それで平和になると思うかい？」

ピアニィ：ヒュー兄様がやろうとしていることは、平和をもたらすというわけじゃない？

藤井：「神竜王と邪神の御子……両者が滅ほろびれば、残された大陸もただではすまない。大おお勢ぜい人が死ぬことになるだろうね」

ベネット：まさか、粛しゆく清せい装そう置ちみたいなもの？

ピアニィ：粛清装置？




　粛清装置とは、エリンディル大陸にある神々が残した仕し掛かけである。

　汚れてしまった世界を救きゆう済さいするために滅ほろびを与あたえ、一から再さい生せいするという目的のために用意されている。




ベネット：あれも、今の世代を滅ほろぼして次世代に繫つなぐという理り論ろんってことですな。

藤井：「ヒューバードのやろうとしていることは人間を救うことじゃない。選ばれた超ちよう人じん類るいだけを生き残らせるという―――新世界の創そう造ぞうさ」

アル：……ヒューバードの考えそうなことではあるな。

ナヴァール：しかし、その言葉が真実だという保証は？

アル：……あ。そういえばそうだ。

藤井：「うーん、それは信じてもらうしかないなあ」

ベネット：……あ。じゃあ、信用できるかどうか試してみるでやんす。《クウェリィ》を使っていいですかね？　こいつが言ってることは本当かどうか。

ＧＭ：……そうきたか。




《クウェリィ》

　ＧＭに質しつ問もんして答えを聞くことができるスキルである。

　当然、シナリオの進行を阻そ害がいする質問であった場合などは、ＧＭは答えなくてよい。




藤井：（ＧＭの方を向いて）……言っちゃっていいですかね？

ＧＭ：うん、そうだね。じゃあ、このマーリンが言っていることは信用できそうだよ。

ベネット：じゃあ、あっしのファミリアのネコ様がこの者の言葉を信じよと言っている。

ナヴァール：おい、そのネコの意見は信用できるのか（笑）。

ベネット：動物の王の言葉を伝達しているので超信じられます。

ＧＭ：わはは（笑）。

ナヴァール：ふむ……ともかく言葉に噓はないことは理り解かいした。しかし、警戒は解とかない。私はまだマーリンを信じるわけにはいかないからな。

藤井：「そんなに警戒しないでよ。僕こんなに幼おさないんだよ？」

ナヴァール：……幼いくせに未来を知り、語る。警戒に値あたいする理由だとは思わないか？

ベネット：あっしはお前の言うことだけは信じるでやんす。お前は信じないが。

アル：たしかにな。

ピアニィ：というか、藤井さんのロールプレイがうさんくさい（笑）。

ナヴァール：腹はら黒ぐろＧＭだからね！（笑）

藤井：そ、そんなことはないですよ？（笑）

ＧＭ：この微笑ほほえみがね……（笑）。

ピアニィ：でも、そっか……そっか！　同じ未来だって言われたから悩んだけど、明確にちがったんだ。よかった……！（笑）

ナヴァール：……しかしな。予言者様は、なぜわざわざそんなことを伝えにきてくれたのだね？

藤井：えーと……（ちらり、ときくたけの方を見る）。

ＧＭ：「―――簡単さ。ヒューバードが創ろうとしている未来は、僕にとってもけっしてありがたいものじゃない。僕だけじゃない。この世界に住まうすべてにとっても、ね。だからこれからのことを示し唆さしてあげようと思っただけさ。おかしなことかい？」

ナヴァール：筋は通っている、か。

アル：ていうか、菊池さんのしゃべりもじゅーぶんうさんくさい……（笑）。

藤井：「とにかく、ヒューバードの配下や散り散りになった妖魔が周りをうろうろしてるから、注意したほうがいい。まずはピアニィ陛下……キミのその身体をどうにかすることだ」

アル：どうにか、って言ってもなあ……。

ＧＭ：「キミたちには頼たよれる人はいないのかい？　そこに身を寄よせたらどうだい？」

ナヴァール：身を寄せると、ピアニィ陛下が吸すい込こんでしまうのでな（笑）。

アル：姫さんの身体を治せそうな奴がいるってことか？

藤井：「さあ、それは自分たちで考えることだ」

ＧＭ：……あ、ここでＧＭから簡単に説明させていただくと―――この先、情報収集を行なうことになる。ＮＰＣを捜したりね。このマーリンの話は、その前まえ振ふりってとこだ。

アル：ああ、誰のところに身を寄せるか、選せん択たくすることになると。

ＧＭ：そうそう。

藤井：「ということだけど、わかったかな？」

ベネット：まあ来てくれたからには、感かん謝しやするでやんす。

藤井：「十分に感謝するといいと思うよ、えっへん」ちょっと胸むね張はりますね（笑）。

ベネット：では土ど下げ座ざをして、ありがとう……っ！

藤井：ほんとに息をするように下に潜もぐりますね（笑）。ええと……マーリンはニヤニヤしながら言いますよ。

アル：お？

藤井：「ま、頑がん張ばって？　彼女がもういちど笑顔を取とり戻もどせるといいね」

アル：よ、よけいなお世話だ！　だがまあ、努力はする……っ。

藤井：「それじゃあ、僕はそろそろ行かなくちゃ。最後に、キミたちに全員にそれぞれ予言をあげるよ」

ナヴァール：ほう、我々の行く末を示しめしてくれるのか。

藤井：「―――アル、キミは世界を救う英雄となるだろう」

ピアニィ：アルが英雄に！

アル：……そんなこと、興きよう味みねえな。

藤井：「ナヴァール、キミは神になる」

一同：神にっ!?

ナヴァール：神、か……。

ＧＭ：まあ、ナヴァールには隠した設定があるから、なんとでも言えるが……って！　藤井さん、勝手なこと言わないでくれ！　整合性とるの、俺なんだから！（一同爆笑）

藤井：な、なんとかしてください。わりと口から出任せですから。




　出任せかよ。




藤井：「そしてピアニィ……キミは世界を破は滅めつさせるだろう―――」

ピアニィ：ちょっとおぉぉぉぉっ!?（一同爆笑）

アル：なんだか、藤井さんの言ってることが的てき確かくな気がする（笑）。

ピアニィ：滅ほろぼさない、滅ぼさないよぉ!?

アル：まあ、予言だからな。解釈の仕方でどういう言葉にでも置き換えられる。

ベネット：で…………あっしは？　このクラン＝ベルの四英雄たるあっしにはどんな予言があるでやんすか。

藤井：「んー……ベネット」

ベネット：おう……！

藤井：「キミのラッキーカラーはピンク」

ベネット：あっしだけ予言じゃね――――――っ!?（一同爆笑）

ナヴァール：ただの占うらないだそれはっ!!（一同爆笑）

藤井：「それと水すい難なんの相があるから、水辺は注意だね」

ベネット：水辺は注意？　また遭そう難なんでもするのか―――っ!?

藤井：「さて、言いたいことはこれで伝えた。じゃあ、僕はこれで。僕の予言を待ってる人たちがいるんだ。だから行くね」そう言って、マーリンは去っていきます―――。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、それで少年が姿すがたを消したということでシーンを終了としよう。藤井さん、お疲つかれ様さまでしたー。

一同：お疲つかれ様でーす。

ピアニィ：お疲れさまでした～（笑）。

ＧＭ：ほんと、いきなり呼よび出だしちゃってすいませんでした（笑）。

藤井：いえいえ、こちらも楽しかったです。お邪じや魔まいたしました。

ＧＭ：以上、藤井さんでした。というわけで、このシーンは終了です。







◆Middle 09◆夜明けのこない夜などない




　荒野にも、朝は訪おとずれる。

　顔に当たった柔やわらかい陽ひ射ざしに、ピアニィはふと目を覚ました。

　まだ、寝ね息いきをたてている三人を見て……うなずき、あらためて心の中に決意する。

　―――落ち込んでばかりもいられない、と。




ＧＭ：さて、では次のシーンを始めよう。野営から一夜明けて、朝。ぶっちゃけ、ここから情じよう報ほう収しゆう集しゆうのシーンです。

ベネット：おお、情報収集！

ナヴァール：それに、我々が今どうなっているかも整理しなければ。エル・ウォーデンも死んでしまった現げん在ざい、いったい誰を頼たよればいいのか。

ＧＭ：うん。そこも含ふくめて情報収集していこいうかな、と。このシーンでの情報収集の目的は、ふたつある。ひとつはさっきの予言を受けて、どこからどう脱出することか。もうひとつは、ピアニィの抱かかえた問題などを含めて、誰に頼ることができるのか。

ナヴァール：現状で情報が足りないからな。もう一回、状況も整理しよう。

アル：今、俺たちは逃にげてきただけ、という状況だもんなあ（笑）。

ナヴァール：……まずわかっているのは、エル・ウォーデンとセインたちには、ほぼ頼たよれないということ。

ベネット：エル・ウォーデンは死んじゃったし、セインは壊滅したっぽいでやんすからな。

ナヴァール：そして神竜王、邪神の御子について……我々よりくわしい人物に聞く必要があるということ。

アル：〝ひとつの石〟とか、オーギュスト王の計画についてもくわしく知ってる奴だとありがたいな。

ピアニィ：…………。

一同：…………。

アル：だ、誰？

ベネット：そ、そんな人いるんでやんすか？

ナヴァール：（大陸ガイドをぱらぱらめくりながら）……それなりに、すごそうなＮＰＣはいるっちゃいるが……。

ピアニィ：今まで登場したことのあるＮＰＣですよねえ？

ＧＭ：そう考えてＯＫです。

アル：するとケセドとかは外れるな……あれ、マスターシーンに出ただけで会ってはいない。そうなると……あ。

ナヴァール：あ。

ピアニィ：あ？

ナヴァール：いるじゃないか！　私の関係者で、しかもオーギュスト王に通じ、この大陸のさまざまな事実を知っていそうな男が！

ピアニィ：ああ、ナヴァールの師匠さん！　名前……なんでしたっけ。

アル：サザーランドな（笑）。




サザーランド

　アルディオン大陸でも伝説の軍ぐん師しと知られる老人。

　ナヴァールとステラの師匠でもあり、ピアニィにナヴァールを紹介した人物でもある。
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ピアニィ：そうですそうです、サザーランドさん！　眉毛がすごかったのしか覚えてない（笑）。

ナヴァール：というわけで、我々はサザーランドのもとへ向かう―――それでどうだ。

ＧＭ：……了りよう解かい（笑）。こっちの想定していたＮＰＣはそいつだ。判定するか、なにかスキルでも使ってもらおうと思ったけどほぼノーヒントで当てられちゃったな。

アル：サザーランドがいるのはどこだっけ？　たしか、ネ……ネ……。

ベネット：ネ……ネビュラ星雲？

ＧＭ：なんでだよっ!?（一同爆笑）




　答えは、霊れい峰ほうネビスである。

　まちがっても宇うち宙ゆうの彼方かなたではない。




ベネット：それ、霊峰ネビス……どの辺でやんしたっけ？

ナヴァール：近くはないな。レイウォールとアヴェルシアの間くらいだったはず。

アル：レイウォールとメルトランドの国こつ境きよう……（地図を見て）おい、けっこー遠いぞ、これ。

















ナヴァール：たしかに。しかも人に見つからないように山やま沿ぞいに行くと、かなりの時間がかかるな？

ＧＭ：たしかに何十日かかるかわかったもんじゃないね。

ナヴァール：しかもその間、陛下が通った場所は草木が枯れるわ、動物は昇天するわ……。

ＧＭ：そうそう、ピアニィが通ったあとはぺんぺん草も残らない。

ピアニィ：うう……（笑）。

アル：まあ、そのへんは情報収集のあとになんか手段も判明するだろ。

ナヴァール：うむ。あと、情報収集で調べたいことはあるか？

アル：ああ、気にかかるのはオーギュスト王……姫さんの父親の話は知りたいな。

ピアニィ：お父様のこと？

アル：いや、なにを考えて姫さんと同じ顔の娘むすめたちを創ったのかな、と。

ベネット：ああ、あのピアニィズでやんすな。ヒューバードの話からすると、〝ひとつの石〟を扱える人間を人工的に創ろうとした……って感じでやんしたが。

アル：ああ、そうか。それだけか。

ナヴァール：ちなみに、クローンを育成していたのはおそらく世界平和研究所という施設だ。

ベネット：（死ぬほどわざとらしい声で）なにぃ!?　知っているのかナヴァール！

ナヴァール：うむ。かつて、その施設を調査したことがあってな。そこから逃亡した人物のひとりが陛下そっくりだったのだ。

ピアニィ：ああ、そうだ！　『ゲッタウェイ①』でナヴァールが襲った施設！（笑）

ＧＭ：「焼やき払はらえ！」とか言ってたもんな。

ナヴァール：いやいや、正確には「全員捕とらえろ。抵てい抗こうする者には容よう赦しやはするな」だよ。まあ、あれはＮＰＣとしてのナヴァールだったが（笑）。




　くわしくは知りたい方は『ゲッタウェイ①』をご参照いただきたい。

ベネット：ナヴァール、その世界平和研究所というのはなんなんでやんすか？

ナヴァール：うむ。それは別シリーズのことだが……ここで語っちゃってもいいの？

ＧＭ：ああ、ぜひ解かい説せつしてください。その方が読者にとってもきっとありがたい。

ナヴァール：私は、ヒューバード王子を調ちよう査さするうちに、世界平和研究所というあやしげな施し設せつの存在を見つけ、数名の部下を連れて調査に向かったのだ。すると、そこにはバルムンクがいて、戦せん闘とうとなった。捕とらえたバルムンクはみんな自決したため、くわしい情報は得られなかったのだが―――。

ＧＭ：そういや、ナヴァールが世界平和研究所に出向いた理由って『ゲッタウェイ』に書いてありましたっけ？

ナヴァール：きっと、レイウォールでヒューバードが残した資し料りようを調査していくうちに、世界平和研究所という施設に不明な資し金きんが流ながれ込こんでいたことに気づいたんだ。それを摘てき発はつに向かったら、バルムンクが潜せん入にゆうしていて、火をかけたという展開だ。

ＧＭ：なるほど、じゃあそれで（笑）。

ナヴァール：ちなみに、私はあくまで施設にいたバルムンクを生かしたまま捕らえ、情報を聞き出そうとしたのだが……それを『ゲッタウェイ』のＰＣたちに誤ご解かいされてな。その時、逃とう亡ぼうしたリージュ（ピアニィにそっくりの容姿の少女）を目撃はしているから、今回登場したピアニィズを見て、ヒューバードの所業と繫つながったんだ。

ＧＭ：確かく証しようはないけれど、まちがいないところでしょう。

ナヴァール：そのとおり。まとめると……私は世界平和研究所の存在は認識しており、それがヒューバードの施設だってことも知ってる―――そんな状態。

アル：じゃあ、姫さんがこんな能力を得たのも、その施設で研究されたものなのかね。

ピアニィ：たぶんそうです。

アル：だったら、その施設で研究していた技術を調べれば、姫さんの今のこの状態をどうにかすることもできるんじゃないか？

一同：…………。

ベネット：……言われてみれば可か能のうかも。

アル：つたない理り屈くつだか、理にはかなってる気がする。とはいえ、今は姫さんを連れてレイウォールに戻もどるのは厳しいかな……。

ピアニィ：たしかに、レイウォールには戻りにくいです。この吸収能力を持ったままだと。

ＧＭ：うん。シナリオ的にもその能力を持ったままだと、レイウォールのみならず人の多い場所にいくのは厳しい―――そう考えてもらえると。

ピアニィ：てことは、研究所に行かなくてもなにか解決手段がある……？

ナヴァール：（少し考えて）吸収能のう力りよくをもう少し制せい御ぎよすることができれば、動きやすくならないか？

ピアニィ：能力を制御？

アル：いや、そのために平和研究所とやらに行かないといけないんじゃ？

ナヴァール：今、陛下の能力を抑おさえているのは、〝ひとつの石〟によるもの。つまりは、その石の使い方によっては制御できたりはしないか？

ピアニィ：なるほど！

ＧＭ：‥……（よくもまあ、ほぼヒントなしでそんなこと思いつく）。

アル：……なるほど、〝ひとつの石〟でさらに吸収能力をコントロールするというのは考えてなかったな。サザーランドはそのへんのこと、わかるのか？

ナヴァール：サザーランド師は、伝説と言われた男だ。〝ひとつの石〟に関して我々の知らぬ情報を持っているやもしれん。

ベネット：なにせ一巻の時、陛下を見て……「乱を呼ぶ目だ」とか「新たな時代が訪れよう」とか……この日がくることを予見するようなこと、言ってたでやんすしねえ。

ピアニィ：……あ。

一同：あ？

ピアニィ：というか、そもそも……サザーランドさんって、お父様と通じていたんですよね。

アル：あ！　そうか、オーギュスト王の計画に関わってた可か能のう性せいもあるじゃないか！

ＧＭ：うひひ。

アル：まちがいねえな、あのじーさんは絶対なにか知ってる！　解決手段か、少なくともヒントは持ってるな！　サザーランドのとこに行くこと確定じゃねえか（笑）。

ＧＭ：なんか解答を先に出して、あとから理由を組み立ててるぞ（笑）。

ベネット：よし、あのじじいの眉まゆ毛げを引ひっこ抜ぬきながら聞き出してやるでやんす……！

ピアニィ：じゃあ、ナヴァールは何年かぶりの里帰りになるんですね（笑）。

ナヴァール：二年ぶりというところですか。

アル：きっと、（あらためて地図を見て）にしても……やっぱ遠い（笑）。一巻でノルドグラムを脱出した時以来の長旅になるんじゃないか、これ。

ナヴァール：…………。

ベネット：しかし、そこまで安全にいけるんでやんすかね？　ヒューバードが追ってきてるかも知れないし、バルムンクにも狙ねらわれるかも。

ナヴァール：どーでもいいが、バルムンクではなく、今はバルムンク・ノヴァという新しい組そ織しきになっている。

ベネット：おお、そうだった。そのバルムンク・ノヴァでやんすよ。

ＧＭ：なお、目的地へのルートについては情報収集の判定を用意してるよ。

ベネット：お。

ＧＭ：では、調べられる項こう目もくと難なん易い度どを発表しよう。次のとおりだ。




①ヒューバードの動き　　　　　　　難易度12　【幸運】

②バルムンク・ノヴァの動き　　　　難易度12　【知力】

③脱出経けい路ろについて　　　　　　　　難易度17　【感知】




ＧＭ：ほんとはこれに、頼るＮＰＣ……つまりサザーランドという人物を割り出すための判定もあったんだけど、そこは割愛しよう。意味がなくなった（笑）。

ナヴァール：じゃあ、ヒューバードの動きについては私が調べよう。どうも調べていたらしいし、【幸運】もいちばん高い。

ＧＭ：では、判はん定ていをどうぞ。

ナヴァール：……たあ！（ダイスを振る）達成値は18。

ＧＭ：ＯＫ、成功ですな。ヒューバードの動きだけど―――ピアニィ・クローン以外にも配下を連れているらしい。配下たちはエストネル王国に潜入し、ピアニィを捜そう索さくをしている。

アル：まあ、そりゃそうだろうな。あ、ヒューバードたちと、リシャール・ベルフトとの戦いの結果、わかります？

ＧＭ：ああ、そのことは伝えておこう。ピアニィ・クローンたちが、リシャール＆ベルフトと闘って死亡したって情報はない。おそらくは痛み分けて、両者は引いたっぽい。

アル：あのふたりを相手に痛み分けって……（笑）。

ベネット：まあ、ヒューバードの謎支援スキルを受けてのことでやんしょうが……（笑）。

ＧＭ：まあ、そのうえでそこ戦いで苦戦して、結果的にキミらを捜索するのが遅れたのは確かなようだ。リシャールたちはキミらが逃げる時間稼ぎはしてくれたと考えていい。

アル：とはいえ……こっちは歩くと緑が枯れてピアニィ街道ができるわけで（笑）。本気で捜されたら、すぐに見つかりそうだ。

ＧＭ：うひひ。ともかく、ヒューバードの情報については以上だよ。

ピアニィ：じゃあ、次はあたしがバルムンクの情報を調べます。なんと使い魔のおかげで【知力】＋２されてます！　ヤンヤンがぴゅーんと飛んで、バルムンクの動きを調査してくれたってことで（笑）。

ベネット：バルムンクのすべてを見通すヤンヤンアイ……！

ＧＭ：（笑）では、判定をどうぞ。

ピアニィ：（ダイスを振る）６だから……24！

ＧＭ：ＯＫ、成功だね。では、ヤンヤンの偵察の結果―――バルムンク・ノヴァとヒューバード派はが小競り合いを起こしているという情報が入ってくる。

ピアニィ：バルムンクとも？　兄様はバルムンクとも敵対してるってこと？

ナヴァール：そのようですな。バルムンク……つまりその背後にいる妖魔とも。

アル：……俺ら、妖魔、ヒューバード派……三つ巴になってるってことか。

ナヴァール：うむ。今回で明めい確かくにヒューバードとバルムンク・ノヴァの目的がちがうことがはっきりしたからな。バルムンクは陛下を殺そうとはしないだろうしな。

ピアニィ：あたしを殺さない？

ナヴァール：ええ。ヒューバードの話からすると、陛下を殺せば〝邪神の御子〟も〝神竜王セフィロス〟も死んでしまう。バルムンク……つまり妖魔たちは、エル・ウォーデンと同じく御子も神竜王も召喚したいはず。

アル：で、神竜王だけを殺して御子は残したい、だな。

ナヴァール：うむ。すなわち陛下を殺して御子を失うような状況にはしたくないはずだ。

ピアニィ：なるほど、たしかに。

ナヴァール：余談だが……ヒューバードは陛下が神竜王と御子を吸収した瞬しゆん間かん、あの衝しよう撃げき波はが出ることは知っていたのだろうな。神竜王側と邪神の御子側の両方が大ダメージを受ける。奴はそれを狙ねらっていたのだろう。

ベネット：……と、そんな話を、ヤンヤンが教えてくれる（笑）。

ＧＭ：「（低い声で）……フ。奴らの情報を摑つかむのは苦労したよ」と、ひと仕事終えたヤンヤンがピアニィにそう告げる。

ピアニィ：あ、ありがとう、ヤンヤン。

ベネット：あいかわらず渋いお声で……。

ＧＭ：では残るひとつ……脱出経路の情報判定といこうか。

アル：ベネット、任まかせた！　俺は、無理！（笑）

ベネット：【感知】判定……くくく、ここはあっしに任まかせるでやんす。

ＧＭ：なお、この判定はある意味いちばん重要だ。失敗したら、かなり悲惨。

ベネット：…………。

ナヴァール：頼むぞ、ベネット。

ピアニィ：ベネットちゃん……！（笑）

アル：ははは、ベネットなら大丈夫さ！

ベネット：やめろっ、あっしにプレッシャーをかけるな―――っ!?　おいしい目を出したくなるだろ―――っ!?

ＧＭ：出したくて出せるんかい（笑）。まあ、いいから振れ（笑）。

ベネット：で、では……（ダイスを振る）……10！　出目は10！　……達成値は24でやんす―――っ！　成功っ！（笑）（いきなりニヒルな口調で）……フ、なんといってもこんな時の『アリアンロッド・サガ トラベルガイド』でやんす―――と、懐ふところから出しながら。

ＧＭ：宣せん伝でんかいっ！（笑）




　ベネットが表紙を飾かざる『アリアンロッド・サガ トラベルガイド』―――。

　この本を出版するために、ベネットはアルディオン大陸を隅々まで渡り歩き、さまざまな調査をしたという設定なのである。




ＧＭ：では、さっそく『トラベルガイド』を取り出して調べると……エストネルから国外に抜ぬけるルートに関して、記き述じゆつした部分が見当たる―――のか？　秘密の経路って設定なんだが（笑）。

ベネット：ああ、出版した本には、その記述は載のってないでやんす。なぜなら、字が汚きたなくて読めなかったから。

アル：そんな理由かよっ！（笑）

ベネット：ので、あっしが調査したメモには書いてあるということで（笑）。

ＧＭ：（ちょっと考えて）うん、ＯＫ。その線で演出しよう。それでは通称〝ベネットメモ〟を見ると、いくつかのルートが記してあるな。

アル：おお、ベネット優ゆう秀しゆうだな！

ベネット：あっしもついさっきまで知らなかった事実が……！（笑）

ナヴァール：きっと忘れていたのだろう（笑）。

ＧＭ：エストネルから国外に出るための基本的なルートは三つ。ひとつはハント大森林を抜ぬけて行く川下りルート。もうひとつは、街道を通らずにそのままフェリタニアへ行くルート。最後のひとつは、エストネルの山脈を通ってラングエンドに突とつ破ぱするルート。

ナヴァール：……ラングエンドか。

アル：今まであまり関わってこなかった国だな。




ラングエンド

　七王国ではない新しん興こうの軍事国家。国家元首のモード・レドリックは初代統とう一いつ帝ていウルフリックの末まつ裔えいを名乗り、拡かく張ちよう政せい策さくを採とっている。
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ＧＭ：加えて、メモにはさらに重要な情報が書かれている。

ベネット：お？

ＧＭ：それら三つのルートが使えない場合、エストネル王国の密みつ使しノーデンスだけが知っている秘密の移動経路が存在するらしい旨が記されている。

一同：……っ!?

ＧＭ：ノーデンスは、神出鬼没に世界各地に現われるじゃない？　どうやら、世界各地に彼らだけが知る、個こ人じん用ようの転送装置のようなものが仕し掛かけられている、と。

ベネット：ノーデンスが各国に飛び立つためのワープ拠きよ点てんみたいな感じですかね？

ＧＭ：そんな感じだね。

アル：な、なんでそんな国家機密みたいな内容が書かれているんだろう……（笑）。

ナヴァール：た、たしかにこれは一般に出回る本に載のせられる内容じゃない……（笑）。

ベネット：（しみじみと）いやあ、あっしも命が惜おしくってねえ。国家機密に該当しそうな内容だったゆえ……出版する際さいに削さく除じよしたでやんす。

アル：さっき字が汚くてって言ってたじゃん！（笑）

ナヴァール：で、その転送装置は具体的にどこにあるのだ？

ＧＭ：それはスキルを使うか……もう一回、情報判定をするかしてもらおう。きっとね、『トラベルガイド』にその情報が載らなかったのは、危険だからとか字が汚かったからだけでなく……暗号で書かれていて解読できなかったんだよ、うん。

ナヴァール：では《スタンドバイ》を使おう。

ＧＭ：ＯＫ、ではナヴァールの目をもってすれば、そのような暗号を解読するのに二秒もかからなかった……！（一同爆笑）　さっそく、ノーデンスの秘密経路のひとつが判はん明めいする。ネビス霊峰に通ずる転送装置の設置場所……現在地からいちばん近いのは、シェルドニアン学園だ。

ピアニィ：学園に……？

ＧＭ：うん。シェルドニアン学園の地下には、訓練用のダンジョンが広がっているのだが、進入禁止エリアに指定されているとある一画に、隠し部屋があってね。世界のあちこちに通ずる転送装置が設置されている。
















ピアニィ：なんとあのダンジョンに……!?（笑）




　ピアニィは学園に在学中、そのダンジョンに忍び込んで大暴れしている。

『アリアンロッド・サガ・コンチェルト①』のエピソードだ。




ベネット：あ、あっしはシェルドニアン学園には何度か行ったことあるというのに、そんなものが存在するとかまったく知らなかった。……おい！　どういうことだ、ベネットっ!?

アル：自分で自分を問とい詰つめるな（笑）。

ピアニィ：そっかあ。ヤンヤンと初めて出会った、あのダンジョンになあ（笑）。

ＧＭ：ちなみにその転送装置は、ヤンヤンと出会った部屋……さらにその奥おくの隠し扉の向こう側にあるとわかる。

ピアニィ：……ヤ、ヤンヤン？　そうだったの？

ＧＭ：「……ヤンヤン！」（←鳴き声）

アル：こんな時だけ動物ぶるなよっ!!（笑）　いつも好き勝手にしゃべってんだろ！（笑）

ナヴァール：学園は、その転送装置の存在は知ってるのかね。

ＧＭ：学園長とか、学園のえらい人は知ってますな。ゆえに「危険だから」ってことだけではなく、その遺跡を進入禁止エリアと指定してるんでしょう。

アル：なるほど。でも、あっさりそこに入っていく生徒もいるわけで……。

ピアニィ：てへ。

ＧＭ：まあ、隠し扉がばれない限りは秘密を守ることはできるし？　加えて、それがばれても大丈夫な設計にはなっている。

ナヴァール：大丈夫な……設計？

ＧＭ：ええ。万が一、そんな転送装置の存在がばれたら一大事だ。ので、転送装置に通じる道には素敵な仕掛けが用意されているらしい。

一同：…………。

ピアニィ：いわゆる〝ダンジョン〟……ってことですか？

ＧＭ：そのとおり。しかも、そのダンジョンの設計者は、かつてこの学園の在校生でもっとも優秀だったと言われる女性らしい。

一同：………………。

ピアニィ：あ、あの……（笑）。

アル：（超笑顔になって）い、嫌な予感しかしねえ……（笑）。

ナヴァール：ははは、ちなみにその設計者の名は？

ＧＭ：ティナ・アヴェルシア―――ピアニィのお母さんだ。

一同：またか――――――っ!?（大爆笑）

ピアニィ：お母様、どんだけダンジョン作ってるのっ!?（笑）




　くわしく知りたい人は『アリアンロッド・サガ ファンブック　Fellowship of Stone』を読んでいただけると幸いである。




アル：ひ、姫さん。お前のおかんはダンジョン造りが趣しゆ味みなんじゃないのか……？

ピアニィ：お、お母様……。

ナヴァール：ちょっと待て。ティナ様設計と言うことは……。

アル：……あ。

ベネット：あ！

ナヴァール：もしや、『Ｆ』と『Ｈ』のＧＭがやってくるということか……!?

一同：ぎゃ―――――――――っ!?

ピアニィ：まさか、あの人が！（←超ちよう嬉しそう）

ＧＭ：ふっふっふ、正解。そのＧＭは別の場所で待機していますよ、いひひ。ではそんな情報を得たとこでシーンは終了、シェルドニアン学園に場面を移そう！







◆Middle 10◆思わぬところにダンジョン




　夜、シェルドニアン学園は静まりかえっていた。

　その閑散とした風景に、ピアニィはどこか寂しさを憶えた。

　しかし窓から漏れるいくつかの光にあらためて誓い、決意する。

　必ず、この大陸に必ず平和をもたらすと。




ＧＭ：では、前のシーンから数日後―――舞台は、深夜のシェルドニアン学園だ。目標は、この学園の地下に広がる地下迷宮……。

ピアニィ：その迷宮のどこかにある、転送装置。

ＧＭ：そうそう。当然、全員がこのシーンに登場となる。

ナヴァール：ちなみに、ここに来るまでになにか特筆するような事件とかは？

ＧＭ：特にない。キミらはひたすら人の目を避けてここまで来たしね。まあ、途中で妖魔と小競り合いくらいしたかもしれないが、大事には至ってない。今、四人は学園の塀の外から中をのぞき込んでいる……そんな状況かな。

ベネット：人は見当たらないでやんすか？

ＧＭ：うん、さすがにこの時間だしね。ただ、ふと校庭を見渡していて気づく。少し大きめの建物……体育館か講堂と思われるそれの窓から、灯がちらちら漏れている。

ナヴァール：体育館？　

ＧＭ：気配を探るとわかるんだが、ここに多くの人がいると気づく。おそらくは、王都崩壊により安全な場所を求めてやってきた人々だな。

アル：……ああ、なるほど。

ピアニィ：…………。

ＧＭ：さて、状況はそんな感じだけど―――どうするね？

アル：うーん、学校の先生に言えばその禁止エリアだかなんだかってダンジョンに案内してもらえそうだけど……。

ナヴァール：いや、我々がここにいることが露見しても、騒ぎになるだけだろう。他の人を巻まき込こみたくもない。こっそり忍しのび込こむのが吉だろうな。

アル：そうか。まあ、そうだな。こっそりいくか。

ベネット：この学園には来たことあるから、潜入もちょろいもんでやんすよ。

ピアニィ：あたしもよく知ってる～。

ＧＭ：数日前に来てるし、そもそもピアニィはこの学校に通ってたしな。

ピアニィ：こないだ学校を挙げて迎むかえてくれた母校によもや、こんな深夜に忍び込むことになるとは……。

ナヴァール：たしかに（笑）。さて、周辺の様子をあらためて探るが？　警けい備び員いんとかは？

ＧＭ：警けい備びの人なんかはいそうだが、今は見当たらない。

アル：とりあえず騒ぎにはならない、か。

ＧＭ：ただ、校庭に植えてある木なんかはピアニィの力で瞬時に枯かれていくから―――。

アル：あ、明日になったら学校中大おお騒さわぎだな。

ピアニィ：ううっ（笑）。

ナヴァール：そこは申もうし訳わけないが目をつぶろう。あとで、寄き付ふするということで。

アル：念のため、学園の裏手の方にまわろう。ええと……校こう舎しやや寮りようの方に明かりがついていたりとかは？

ＧＭ：ちらほら見られるけどまあ、時間が時間だしね。見つからないと思っていいよ。

ピアニィ：よかった……。

アル：それはそれとして……久ひさしぶりの人の光じゃないか、これ。俺たちにとって。

ナヴァール：そういえばそうだ。

ピアニィ：ずっと野宿だったから。

アル：なんか、ひと心地ついた感じだ。いや、全然ついてないけど。

ピアニィ：ユファちゃんたち、無事かしら……。

ＧＭ：きっと、「へっくしゅん、ですわ」とくしゃみをしているにちがいない（笑）。

ベネット：きっと、無事でやんすよ。

ピアニィ：そうですね、きっと無事です。

アル：よし、進もう。その迷宮とやらの場所はどっちだ。

ピアニィ：こっちです……って、あたしは知ってていいんですよね？

ＧＭ：もちろん。ピアニィは、過去にここに入ったことがあるからね。

ピアニィ：じゃあ、あらためて案内しますよ。

ＧＭ：ＯＫ。では、周囲を警戒しつつ、学園の裏手にある森を抜け―――やがて、四人はその場所へとたどり着く。〝KEEP OUT〟と書かれた黄色いテープが張り巡らされたその向こう……あきらかに、古い石造りの建造物がある。

ナヴァール：ダンジョンの入り口か？

ＧＭ：です。石でできた合わせ扉は高さ四メートルほどはあるけど、崩れ、きっちりとあわさっておらず……その体を成していない。まあ、侵入を阻止するためのバリケードが構築されている。

アル：とりあえず、ずばっとテープを斬って扉の方まで行く。

ベネット：あっしはえっさほっさとバリケードを壊すでやんす。

ピアニィ：あれ、前に来た時ってバリケードなんかあったかな。

ＧＭ：……ああ。昔はテープだけだったんだけどね。数年前、とある生徒がここに進入してちょっとした事件になってね。それ以来、さらに厳重になってるんだ。

ベネット：ほほーう。そのとある生徒ってのは誰でやんすか、陛下。

ナヴァール：誰でしょうな、陛下。

ピアニィ：……。

ＧＭ：……。

ピアニィ：て、てへ（笑）。

ＧＭ：（笑）。さて、キミらは扉を越えて迷宮の奥へ―――。底冷えするような冷たい空気の中、しばらくは一本道をまっすぐ進むんだが……ややあって、円形の広い場所に出た。その部屋の中央には、ぽっかりと大きな穴が開いている。

アル：穴あな？

ＧＭ：そう、まるで強力な魔法でもぶち込んだかのような感じだね。

一同：……。

ピアニィ：てへ。

アル：まあいい！（笑）　で、その穴をのぞき込むと？

ピアニィ：ここ、たしかなり深い穴になってるんですよね、たしか。つまり、下の階層に向かう近道です。

アル：深さはどれぐらいある？

ＧＭ：そうだな……たぶん、一五～六メートルはある。

アル：けっこうあるな。じゃあ、ロープを使って降りるか。

ベネット：ちなみに、ロープは二〇メートルでやんす。

ナヴァール：それならなんとか足りるな。

アル：では、冒ぼう険けん者しやセットの明かりとロープを取り出して……とりあえず降おりよう。




　深夜の地下迷宮―――垂らしたロープ、そして腰にぶら下げたランタンの光を頼りにひとり、またひとりと深い穴の中に降おりていく。

　降りた先には、巨大な地下迷めい宮きゆうが広がっていた。

　ピアニィの記き憶おくを頼りに、一行は奥へ奥へと進んでいく。




ＧＭ：さて、キミたちは穴を降りてのち、ピアニィの案内で迷宮の中を進んでいく。三みつ叉またになったり、複雑に曲がっていたり―――。

ピアニィ：あ、ヤンヤンが道を覚えてる方が嬉うれしいな。

ＧＭ：（渋しぶめの声で）「こっち。こっちだ。ピアニィ」

ピアニィ：あ、相変わらず渋いのね、ヤンヤン……（笑）。

ＧＭ：（笑）。さて、歩き始めて三〇分ほど……キミたちは、ある扉とびらの前にやってきた。

ピアニィ：ある部屋？

ＧＭ：そう。そこは、ピアニィにとっては想い出の場所だ。少し開いた扉の隙間から中をのぞけば、そこは小さな円形の部屋で―――。

ピアニィ：あ！　ここ、ヤンヤンがいた場所だ！

ＧＭ：そのとおりでーす（笑）。




　くわしくは、『アリアンロッド・サガ・コンチェルト①』を参照である。




ピアニィ：ここが、ヤンヤンと出会った場所で～す。

ベネット：ほう、ここが。

ＧＭ：さっきも言ったが、ベネットのメモによると……その部屋の奥に隠かくし扉があると書いてあるな。

アル：だからなんでそんなことまで書いてあるんだ……（笑）。

ベネット：はっはっは、すごいでやんすな、過去のあっしは。それにくらべて今のあっしはまだまだで……あっしは、あっしを見習うことにするでやんす。

一同：なに言ってるかわかんねえよっ!?（笑）

ピアニィ：あはははははは（笑）。

ナヴァール：ともかく、この奥に転送装置があるならば進もう。

ＧＭ：では、部屋に入ろうとして……壁に、小さく文字が刻まれているのを発見する。

アル：文字？

ＧＭ：「この扉の先に進む者は、一切の希望を捨すてよ」

一同：…………。

アル：ま、またか。前回もそんなのなかったか。

ベネット：なんなんだ、この学園（笑）。

ピアニィ：これ、お母様の文字です！

アル：あいかわらずお前のかーちゃんはなにかをまちがっているっ！（笑）

ＧＭ：いやまあ、そういう覚悟はした方がいいって話でして。なにせここから先、私はなにが起ころうと責せき任にんを持てないので。てなわけで、キミたちは隠し扉を開いて足を踏み入れた。

ピアニィ：あ、ああ……（笑）

アル：ここでまたＧＭチェンジか……（笑）。

ベネット：そして、きっとあの男がくると……。

ピアニィ：わくわく……。

ＧＭ：（笑）。では、その前にちょっと別の場面……マスターシーンを挿そう入にゆうしておこうか。舞ぶ台たいはノルウィッチ。ピアニィたちを心配するみんなという場面で―――。

　　　　＊　　　＊　　　＊




　ノルウィッチ城じよう会議室―――。

　エル・ウィン・フリット壊滅、エル・ウォーデン死し亡ぼうという報告……さらにはピアニィ一行が行方不明という情報に、フェリタニア首しゆ脳のう部ぶは大きく混こん乱らんしていた。

「いったいどうなっているんだ！　陛下はご無事なのか！」

「アルはなにをしている！　アル・イーズデイルは第一の騎き士しだろう!!」

「そもそも、この混乱は誰に責任があるのだ！」

　……当然、声を荒げる者たちの矢面に立つのは、マルセルであるのは言うまでもない。




ＧＭ：事じ態たいが裏うら目めに出て説明するのは慣なれてるマルセルだけど、今回に限かぎっては暗い表ひよう情じようをして全員を見つめて、こう言う。「……私の力をもってしても、今回ばかりはどうなるかわからん」と。そのセリフを聞くと、みんなは事態が思ったより深しん刻こくであることを実感する。

ベネット：「なんと！　マルセルの逆ぎやくをやればいいと思っていたのに!?」（笑）

ナヴァール：「我々は、裏目すら引くことができないのか！」

アル：マルセル……（笑）。

ＧＭ：そんな状況が語られて、シーン終了となりまーす。







◆Middle 11◆母の愛は恐きよう怖ふのダンジョン




　地下迷宮の一画にあった、隠かくし扉とびら。

　その奥おくには、ノーデンスが使用する転送装そう置ちが存在しているという。

　それをめざして進もうとする四人の眼前に立ちふさがったのは……




　―――母の愛であった。




ＧＭ：はい、いよいよシェルドニアン学園の進入禁止区域のダンジョンにやってきました。ここからティナお母様のダンジョン講こう座ざが始まりまーす（笑）。

一同：わ～、ぱちぱちぱち～。

アル：つまり、やっぱりあの人が……！（笑）

ＧＭ：正せい解かい！　というわけで、ここからは『Ｆ』と『Ｈ』……二冊さつの『アリアンロッド・サガ ファンブック』収しゆう録ろくのリプレイでＧＭを務つとめた関根博寿せきね・ひろひさ先生にＧＭをしてもらおう！
















一同：きた――――――っ！（笑）

関根：（がちゃりとドアを開けて部屋に入り……）どうも、関根です。




関根博寿

　ダンジョンの設せつ計けいに定てい評ひようがあるライター。そのダイス目も殺人的によい。コンベンションでも、ＰＣの死し亡ぼう率りつ二五〇％という伝説を持つ。前ぜん述じゆつのとおり『アリアンロッド・サガ ファンブック』では、ＧＭを担たん当とうし、プレイヤーを恐怖のどん底に陥おとしいれている。その様子は、ベネット演えんじるＯはたが著ちよ者しやとしてリプレイを執しつ筆ぴつしている。




ピアニィ：わ～、関根さんだ―――っ！（←超ちよう嬉しそう）

ベネット：とうとうこの時がきてしまった。みなさま、おさらばでございます。

アル：（わなわな震ふるえつつ、しかし笑顔で）我われ々われは、生きて帰れないかも知れない。

関根：ＧＭを引き受ける時、「全ぜん滅めつさせてもいいよ」ってお墨すみ付つきをもらったからね（笑）。

一同：なにぃっ!?

ベネット：ななななんということ!?

ＧＭ：い、いや、「全滅するかもしれないと思わせるキツさ」にしてくれと言った覚えしかないわけだが……。

ナヴァール：ともかく慎しん重ちように行こう。ここから先は本当に一いつ瞬しゆんの油ゆ断だんが命取りになる（笑）。

関根：では、始めましょうか。

ＧＭ：ちなみに、扉を開けて足を踏み入れたところでさっき終わってるんだけど。

ピアニィ：ああ―――っ、しまった!?

ベネット：なんてことだ！　関根ダンジョンでは入り口の扉だからといってトラップがないとは限かぎらないのに!?（笑）

ピアニィ：きくたけさんに言われるままに前に出ちゃったじゃないですか！

ＧＭ：俺のせいっ!?　わかったわかった、じゃあ扉の手前にいる状じよう態たいから始めよう（笑）。

ベネット：扉にエンゲージはしてない？（おそるおそる）

ＧＭ：うん、してない。

ベネット：よ、よかった―――っ！（笑）




　どんだけ恐おそれているんだ。




ナヴァール：では、《プロテクション》が届とどくぐらいの距きよ離りで止まって……べ、ベネット殿どの、任まかせた。

ピアニィ：ベネットちゃん。お願い！

関根：ということでダンジョンの入り口からでございます。扉があります。

ベネット：扉以外、周囲になにかオブジェクトは？

関根：特にはないですね。

ＧＭ：この部屋はヤンヤンがいた台だい座ざがあるだけだよ。

ベネット：……ただそれだけだというのに、なんという緊きん張ちよう感……っ！

ナヴァール：もう、我々は『ファンブック』モードに入った……っ。

アル：俺おれたち、どこまでキャラを維い持じできるかな……（笑）。

ベネット：えー、では警けい戒かい行動をします。




警戒行動

　身の回りに危き険けんがないかを探さぐる行動。

　危険感知の判はん定ていを行ない、成功すると射線の通っているスクウェアに対してトラップが仕し掛かけられていることや、エネミーが潜ひそんでいることがわかる。ただし、トラップの種類、エネミーの種類まではわからない。




関根：ああ、警戒行動できるスキルがあるならやってもいいよ。

ベネット：も、持ってる……（笑）。持ってしまった、《エリアサーチ》（笑）。

ナヴァール：それはちゃんとさせてもらえるんだな。

アル：関根さんはたいていなにをお願いしても、「いいですよ」と答えてくれる。ただ、それは優しさじゃない。すべて正面から受けて立つっていうことだ。そのうえでこっちを殺しにかかってくる（笑）。

ベネット：とにかく調べるでやんす！（ダイスを振ふる）……危険感知の達成値ちは22！

関根：この辺に罠わなはなさそうだと思います。ただ、扉は［イリュージョン］で隠かくされてて、ふつうなら発見できませんが、王族の血を引くピアニィなら見つけることができます。

ベネット：なるほど、解かい除じよに特とく殊しゆなルールがある［イリュージョン］か。

関根：はい。それがいま解除されました。なお、扉にはふつうの鍵かぎがかかっています。トラップ解除で開く［鍵Ａ］です。

ベネット：まずは、扉にエンゲージがしたい。

アル：俺は姫さんとベネットの間に移い動どうだ。具体的に言うと《カバームーブ》が有ゆう効こうな距離の20メートル以内に。

ナヴァール：私わたしは、《プロテクション》が届く20メートルギリギリに。

ベネット：では、トラップ探たん知ちを！（ダイスを振る）22、さっきと一いつ緒しよでやんす。

関根：それだと、［鍵Ａ］以外のトラップはないように思います。鍵の解除値は９。

アル：まあ、初手からトラップはさすがにないと思っていたんだ、うん。

ベネット：いや、それは調べた者がはじめて言えるセリフでやんす。憶おく測そくや予想でダンジョンに挑いどむのは、死を意味するでやんす。

アル：そ、そうだったな（笑）。

ピアニィ：すごい、みんな警戒態たい勢せいがすごい（笑）。

ＧＭ：ダンジョンに入ったこの瞬しゆん間かん、誰もがソルジャーに変わるからね（笑）。

ベネット：トラップ解除をします、（ダイスを振る）達成値は32。

関根：えー、鍵を解除しようとした瞬間にですね―――。

ピアニィ：どきっ！

ベネット：は、はい！

関根：突とつ然ぜん、ドアの上あたりがパカッと開いて、どばーっとガスが噴ふん射しやされます。

ベネット：いきなりぎゃ――――――っ!?
















ピアニィ：ベネットちゃーん！（一同爆ばく笑しよう）

ベネット：ガスは嫌いやでやんすっ、ガスは―――っ!?

アル：ごめん、罠あった（笑）。

ピアニィ：最初の扉に罠はない……そんな油断をお母様はたしなめているんだわ（笑）。




　さすがピアニィの母親。油断できないダンジョンの設計である。




関根：ということで、ベネットは難なん易い度ど15の【幸運】判定を行なってください。

ベネット：は、はい。

関根：この判定に失敗した場合、５Ｄ＋35点の貫かん通つうダメージを受けます。さらに所持している、種別がポーション・食糧・料理のアイテムが破は壊かいされます。

一同：おいっ!?（大爆笑）

ベネット：あっしが過か去この世界から持ってきた野菜が―――っ！（笑）

関根：というわけで［腐ふ敗はいガス］というトラップですね。

ベネット：難易度15か……こはくらって《ヒール》をもらうのがいいか、くらわないのがいいか。簡かん単たんに言うとダイス目で９以上出さないとならないのでやんす。フェイトを使うかどうか……。

ＧＭ：さあ、どうするどうする？

アル：《ダンシングヒーロー》くらいでいいんじゃないか？

ベネット：おおっ、あっしには《ダンシングヒーロー》があった！　ははっ、これで３Ｄ！　９以上なら余よ裕ゆうだぜ―――っ！（ダイスを振る）ぎゃ――――――っ!?（一同大爆笑）

関根：……ダイス目は８だね（笑）。

ナヴァール：ベネット、振ふり直すんだ！　《パリペイティア》！

ベネット：おお！（ダイスを振る）やった……っ、今度はクリティカルした！（笑）

ＧＭ：まあ、ポーション類全滅はきついよな……（笑）。

関根：では、ガスをとっさにかわしたということで。

ベネット：ありがとう、ありがとうナヴァールっ！

ナヴァール：ははは、これが私の役目ということだ。

ベネット：ふうー……なんか毎回、関根さんのダンジョンの最初は扉のなにかに引っかかってフェイトを消費してるような気がするでやんす。

関根：もうパターン化してるからね。ともかく、鍵は解除できたので扉は開きます。仕し掛かけられていたトラップは、［腐敗ガス］だけのようですね。

ナヴァール：ちなみに、この［腐敗ガス］はどうして見つからなかったんですか？

関根：単たん純じゆんに、トラップ探知の達成値が足りなかっただけです（笑）。

ベネット：つまり、この先も達成値22では見つけられないトラップが仕掛けられていると……お、おそろしい（笑）。

ＧＭ：基き本ほん基本。

関根：基本基本。

アル：じゃあ……扉、開けるぜ。

関根：では、扉を開けました。すると、目の前には長い廊ろう下かがずーっと続いていますね。天てん井じようには照明があって、一定の明るさが保たもたれています。

ナヴァール：おお、明るい。明かりの心配はないようだ。

アル：……なら、先に進もう。

関根：じゃあ、先に進みます。次のエリアになるまでは特に何事もありません。

ピアニィ：ほんと？

一同：……（←関根さんの表情を伺う）。

関根：いや、そこまで期待されるとアドリブで出したくなるなあ（笑）。

一同：いやいやいやいやいやっ！

ピアニィ：出さなくていいです！（笑）

関根：（笑）。では、しばらくすると非ひ常じように大きな［穴あな］が開いてる場所へと出ますね。橋はかかっていないため、先に進むならば、飛とび越こえるしかないようですが。

ナヴァール：きたきたきたっ！（笑）

アル：関根ダンジョンで［穴］はいや――――――っ!?




　過去のトラウマが刺激されたようである。




関根：［穴］の大きさは５メートルほどです。さらに［穴］の手前には立て札がありまして、でっかい文字で「飛とび越こえないこと。裏うらを読まないこと」と書かれています。

一同：………………。

ベネット：そ、そんなこと書かれてたら、あっしは裏を覗のぞき込こみたくなってしまう。

ナヴァール：「裏を読まないこと」……どういう意味だ。

ベネット：つまり真ん中を歩いていけばいい、と。

アル：真ん中を歩いたら落ちるだろうっ！（笑）

ピアニィ：どうしよう？　近づいて様子を見てみる？

ベネット：待った、あっしがいきます。

関根：ということで、じゃあ近づいたベネットはわかるか。【感知】判定お願いします。

ベネット：（ダイスを振る）ダイス目は11、こういう時は目がいい。合計25でやんす。

関根：おおっ、おめでとうございます！　ベネットにはわかってしまいました。穴の先には［クリスタルウォール］があります。

ベネット：なに―――っ!?

アル：つまり、穴を飛とび越こえようとジャンプすると……［クリスタルウォール］にぶつかって下に落ちる、と……（笑）。

ナヴァール：その［穴］の中はどうなっている？　深そうか？

ベネット：そーっと確かく認にんしてみるでやんす。

関根：下を覗のぞくとですね、これが真っ暗でなにも見えないんです。

ナヴァール：真っ暗？

関根：［ブラックアウト］というトラップがかかっておりまして、完全に明かりが届とどかないようですね。

ナヴァール：……もしかして、落ちたら人に《プロテクション》がかけられない？

関根：もちろんです。視界に入りませんからね。

ベネット：なんてひどいっ!?

ピアニィ：あたしたち、《フライト》ないんだよね……（笑）。

ナヴァール：レビテートローブがある。ので、ひとりだけなら飛べます。

ピアニィ：ひとりじゃダメですよねえ。かえって危険なことに……。

ベネット：とりあえずですね、看かん板ばんの裏を読んでみませんか？

ナヴァール：……わかった。私は《プロテクション》を構かまえつつ。

アル：いやいや、その行動はオススメしないよー？（←なんか達観した笑顔）

ピアニィ：あ、あたしも……（笑）。

ベネット：しかしっ、読みたい……っ！　読むしかない。そう、我々はこの犠ぎ牲せいを踏ふみしめても前に進まねばならんのだっ!!　うお―――っ、裏を読みます！

ピアニィ：さよなら、ベネットちゃん……。

ベネット：ははっ、立て札の裏なんかにトラップが仕掛けてあるわけないじゃな……。

関根：あー、トラップが仕掛けてありますね。

ベネット：ぎゃ――――――っ!?（一同大爆笑）

関根：条じよう件けんぴったりだよ。「立て札の裏を見ると発動」します。

アル：だから言ったのに……（笑）。

ベネット：……ああっ!?　今気づいたけど……なんであっしはトラップ探知をしていないんだっ!?（一同爆笑）

関根：ええ（笑）。トラップ探知すればわかったのになあ、とか思ってました。

ベネット：…………。

一同：……。

ベネット：ほんとじゃ―――っ!?　探知してから見ろよあっし―――っ！

関根：で、突然天井が開いてタライが落ちてきます。［タライの雨］というトラップです。

ベネット：タライかよっ！（一同爆笑）

関根：難易度18【幸運】判定。失敗すると55点のＭＰを失います。

一同：55点のＭＰっ!?

ピアニィ：それやだ―――っ！

ナヴァール：ご、55点はまずい！

ベネット：マジでトラップ探知はするべきだったっ！　（ダイスを振る）……おおっ!?　でもやった！　クリティカルでやんす！

関根：おおっ！　ということでベネットはタライを避けてしまいました。くわーん、という音と共に。タライが床に転がります。タライの底には、「信じぬ者はひどい目に遭あう」と書かれております。

ベネット：…………。

アル：だから言ったのに。ははは。




　妙みように達観しているアルであった。




ナヴァール：あれ？　穴の向こう岸には壁があるんだよな。ということは、この［穴］を降おりていくのか……？

ベネット：でも、真っ暗でやんすよ？

ピアニィ：大だい丈じよう夫ぶ、あたしたちには暗あん視しゴーグルがあるから。

ＧＭ：なに、全員暗視ゴーグル持ってんの？（笑）

ピアニィ：はい、何度も関根さんのダンジョンに挑いどんでますので（笑）。

ＧＭ：く、訓練されてるな……。

アル：では、暗視ゴーグルをつけて降りよう。

関根：ロープ使うんだったら、難易度８の【筋きん力りよく】判定で降りられますよ。ファンブルしなければ大丈夫だね。

アル：なら、冒ぼう険けん者しやセットの中のロープを使う。（ダイスを振る）……よし、成功しました。

関根：［穴］を降りるとわかるんですが、底には横よこ穴あなが空いていますね。

アル：お、ここから先に進むって方針であってるようだ。その他になにかありますか？

関根：いえ、ないですね。

アル：おぞましくてパワフリャーな生物とかいたりは……？

関根：いません（笑）。

アル：……ほ、ほう。降りてから気がついたんですが、関根さんはこういう風にＰＣを分ぶん断だんしたところでエネミーを配置するＧＭだと思っていたので（笑）。

関根：いやまあ、ここは大丈夫です。もっと長いダンジョンだったらそういうこともするんだけどね（笑）。

アル：ああ、なるほど。じゃあ、上に伝えよう。みんな、こっちに降りて来い。道があるぞ。

ベネット：いつか関根さんのダンジョンに出会うんじゃないかと思って、《アスレチック》を取得しておいたでやんすよ。これで３Ｄ振ふれる（笑）。

ＧＭ：では、判定どうぞ。

ベネット：（ダイスを振る）……うおっと！　《アスレチック》、取ってなければ落ちていたかもしれん、９（笑）。

ＧＭ：では次の方、どうぞ。

ピアニィ：じゃあ、降おります（ダイスを振る）。

ナヴァール：あ、ちょっと待っ……！

ピアニィ：……あ、あ、あ、失敗した―――っ!?　ひゅー……ぐしゃ。

関根：失敗したなら、貫通ダメージは２Ｄ！（ダイスを振る）はい、４点でーす。

ピアニィ：うう、落ちました（よろよろ）。

ナヴァール：じゃあ私も。（ダイスを振る）うわぁ、落ちた!?　ダイス目は３でござる（笑）。

関根：（ダイスを振る）では、６点の貫通ダメージです。

ナヴァール：では《プロテクション》。完全に防ふせいだ。

アル：よし、ともあれ全員降おりたな。このくらいのダメージは問題ない。

ベネット：くっそー、くやしい……っ。なんであっしは看板を調べなかった！

アル：ていうか、裏を読まなくていいって言ったのに。

ベネット：だって、読みたかったんだもん（笑）。

ピアニィ：全国のファンのために読んだんだよね。

ナヴァール：ともかく、この横穴が真の入り口のようだ。明度はどうなってる？

関根：穴の底の明度はもう元に戻もどってます。この穴の中を隠かくすためのものだったので。

ナヴァール：じゃあ、暗視ゴーグルを戻もどして進もう。

関根：了解です。では、その横穴を進むとシーンが変わりますね。







◆Middle 12◆泳ぎ切れ、地じ獄ごくのプール再び




　その部屋は比ひ較かく的てき大きな部屋であった。

　真ん中には、黄金のプールがある。これを泳いで渡わたらないと、先には進めない。

　ピアニィたち一行に、恐怖の記き憶おくが甦よみがえった。




関根：では、シーンが変わりまして……横穴をしばらく進むと、大きな部屋に出ます。

ナヴァール：部屋の中の明るさは？

関根：明るいですね。部屋の中には大きな［プール］がありまして……。

ピアニィ：ああ……っ！

ナヴァール：きた――――――っ！（笑）

関根：その［プール］が黄金色に輝かがやいており、部屋全体が明るいと申しましょうか。

ナヴァール：もう嫌な予感しかしねえよっ!?（笑）

ＧＭ：ナヴァール、口調口調！（笑）

ベネット：な、なんで黄金でやんすか。

アル：お、俺たち、金とか虹色とかにいい思い出がないっ！




『ファンブック』、そして『ルージュ』のネタである。




ナヴァール：ともかく、その［プール］をよく観察しよう。

関根：なお、この［プール］を通らないと先に進めないようです。［プール］の水は奥から手前に向かって流れており、泳いで渡わたるのはとても大変そうですね。

アル：ちなみに金色なのはなぜ？

関根：流れる水は透とう明めいなのですが、［プール］の槽そのものが黄金でできてるようです。

ベネット：ああ、ゴールデンな［プール］。

アル：な、なんて趣しゆ味みの悪い［プール］だ。

ＧＭ：発注したエル・ウォーデンの趣味だよ、きっと。

ナヴァール：しかし、嫌な記憶が蘇るばかりだ……。

ピアニィ：［プール］にもいい思い出がないです（笑）。

関根：ちなみに［プール］は25メートルの長さがあって、先ほど説明したとおり、手前側に向かって強力な流れを作っています。この状じよう況きよう、あなたたちも覚えがありますね。

一同：…………。

ナヴァール：やはり、『ファンブック』のリプレイで潜もぐったティナ様のダンジョンだ。

ベネット：これが元がん祖そか……（笑）。

ナヴァール：だとすると、流れを調節するスイッチがどこかにあるはずだ。探そう！

関根：あ。残念ながらこっちは旧きゆう式しきなので調整スイッチはありません。

ピアニィ：…………。

ベネット：今にして思えば、優やさしさがあったのかあのダンジョンは……（笑）。

関根：今、はじめてわかる母の優しさです。

アル：わかりたくなかった……。

ピアニィ：あの、お母様！

関根：お母様って……私のことですか？（笑）




　もはや関根さん＝ティナ様である。




ピアニィ：レビテートローブで飛行することってできますか？

関根：やってみます？

一同：…………。

ピアニィ：で、できるかできないかを聞いているのです。

関根：もちろん、できません（きっぱり）。このエリア全体に、「飛行状態になれない」というコンティニュ型のオリジナルトラップが設せつ置ちされています。

アル：やはり泳ぐしかない、か……（微妙な笑顔）。

ナヴァール：では、またあの時のように水着に着き替がえる、か……。

アル：そういや、あの時の水着は持って帰ったんだったな。




　ちなみに水着とは、『アリアンロッド・サガ ファンブック　Fellowship of Stone』掲けい載さいのリプレイで登場した関根さんオリジナルのアイテムだ。

　胴どう部ぶに装そう備びすることで［プール］の効こう果かを受けないという効果である。

　システムが『アリアンロッド２Ｅ』にバージョンアップした今回は、装そう身しん具ぐに装備することで、游ゆう泳えい状態で行なう判定に＋１Ｄというデータへ変へん更こうして使用している。




アル：（いろいろ考えて）……うん、防御は下がるけど水着に着替えるしかない。

ピアニィ：ちなみに更こう衣い室しつはありますか？　ないと生着替えなんですけど！（笑）

関根：ああ、さっきの暗くら闇やみのところに戻もどれば大丈夫ですよ。

ピアニィ：そのための……っ、そのための暗闇だったの―――っ!?

ＧＭ：これも母の愛だ。

ピアニィ：……く、暗闇に戻って水着になってきますよ。

ベネット：あっしも遠えん慮りよなく水着になるでやんすよ。




　こうして、一行はこの黄金のプールを泳ぎ切るべく、水着に着替えたのだった。




関根：さて、この流れる［プール］ですが、移動に特殊なルールが適用されます。まずは説明しましょう。え――……。




　ＧＭが説明したルールをまとめると以下のとおり。




ルール１：移動を行なうには、ムーブアクションで難易度12の【筋力】判定に成功しなければならない。この判定を行なうと、全力移動と同じようにマイナーアクションが行なえない。




ルール２：判定に成功した場合、５メートル進むかその場に留とどまるか選せん択たくできる。クリティカルした場合は、10メートル進める。判定に失敗した、あるいは行なわなかった場合、５メートル下がる。ファンブルは10メートル下がる。




ルール３：［プール］に一度入ったら、スタート地点から出ることはできない。25メートル先のゴール地点で、ムーブアクションを使って難易度10の【筋力】判定を行ない、この判定に成功することでプールから出ることができる。




ルール４：スタート地点で判定に失敗するなどしてうしろに下がった場合、それ以上下がらない代わりに20点のＭＰロスを受ける。




関根：……という感じですね。それと、プールは四つのレーンに分けられており、同一レーンで泳いだ距離が同じならエンゲージしているものとして扱あつかいます。なお、【筋力】判定に成功すれば、５メートル前に移動する代わりに、隣となりのレーンに移動できます。

ベネット：なるほど……一回入ったら、死ぬまで泳げってわけじゃないでやんすね。

ＧＭ：どんな地獄だよそれ（笑）。

ベネット：ちなみに、最後の判定は《アスレチック》と水着の効果、両方適てき応おうで判定に＋２Ｄしていいでやんすか？

関根：ええ、もちろんです。

アル：これは一いつ斉せいに行く必要はないし、俺からやってみるか。

関根：レーンはどこにしますか？

アル：じゃあ、第二レーンで。

ナヴァール：念のために、私も一緒に二番レーンに。一緒に泳げば《プロテクション》も届くはず。

アル：なるほど、それは心強い。

ナヴァール：では、行くか……！

アル：おっと、その前に水がふつうの水か調べよう。毒だったりしたら目も当てられない。アイテムの折りたたみ梯ばし子ごをプールに浸つけてみて、変化がないか確認しよう。

関根：変化はありませんね。

アル：ふう、やれるだけのことはやった。これで向こう岸に［クリアウォール］とかあっても、俺は泣かない（笑）。

関根：では、これからラウンド進行に入ります。




第一ラウンド

関根：では、プールに飛とび込こむ人はアルとナヴァールですね？

アル：おう！　飛とび込こみます！

ナヴァール：同じくっ！

関根：なお、プールに飛び込むのに特殊なアクションは必要ありません。移動さえすればそれでＯＫですので。では、セットアップに入ります。

ベネット：《マスターテイマー》と《コールサーバント》を使うでやんす。

ピアニィ：あたしはセットアップですることないです！

アル：こっちもなし。

ナヴァール：《コーデックス》《メンターアーツ》を！

関根：セットアップ終わり。あとは【行動値】の順番どおりでどうぞ。

ベネット：待機でやんす。

ピアニィ：同じく待機。

アル：じゃあ、俺か。全力移動の前に、【筋力】判定！　（ダイスを振る）……おっしゃ、クリティカルした！

関根：お、ではいきなり10メートル進みましたね。

ナヴァール：こっちも続こう。（ダイスを振る）ダイス目が12、【筋力】なので15。

関根：では、ナヴァールは５メートル、と。待機している人たちは、特に行動ありませんね？

ピアニィ：ありません！

ベネット：こっちもないでやーんす！




第二ラウンド

関根：では、２ラウンド目です。第二レーンと第三レーンのスタート位置から20メートル地点、〝ザザ―――っ〟と水が割れて……そこからなにかが出てきます。ガ～～～。

一同：ええええええ――――っ!?（爆笑）

アル：な、水に飛び込んだあとにかよ！　鎧ぬいじゃったよっ!!（笑）　な、なにが出てくるんです！

関根：出てきたのは、黄金のハンマーを持った金色のゴーレムですね。二体います。

アル：またお前かっ、ゴールデンゴーレム……！




ゴールデンゴーレム

　巨きよ大だいな金かな槌づちを持った黄金製のゴーレム。

『ファンブック』では関根さんがデータを改かい造ぞうしたゴールデンゴーレムが登場。装備ひとつを金に変え、その特とく殊しゆ効こう果かが使えなくなる代わりに価か格かくが2.2倍になるという、人間の欲よくをくすぐるスキルによって、ＰＣたちのいろんなところを苦しめた。
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アル：この［プール］が黄金色なのは、ゴールデンゴーレムが沈しずんでいてもわからないように保ほ護ご色しよくにしてるのか（笑）。

ナヴァール：ただ悪あく趣しゆ味みなわけではなかった！

関根：なお、このゴーレムは二体とも台座に乗っています。

ピアニィ：台座ですか……。

ナヴァール：なんか仕掛けがあるんだろうな……。

関根：さらに、二体とも七色に光ってますね。

アル：［スーパーレインボー］か……っ！




スーパーレインボー

　エネミーに仕し掛かけるトラップで、エネミーのすべての判定に＋１Ｄ、【物理防ぼう御ぎよ力りよく】と【魔ま法ほう防御力】に＋５する。




関根：あっ、七色じゃないや。今回は一四色だ。

ベネット：14っ!?　ど、どどどういうこと!?

関根：オリジナルのトラップの［ツインドライブ］というのが仕掛けられておりまして。くわしいデータは秘ひ密みつだけど、本来重ちよう複ふくしない［スーパーレインボー］の効果を重複させています。つまり、このゴーレムには［スーパーレインボー］がふたつ設置されているのです。

ナヴァール：ということは、判定に＋２Ｄで防御力に＋10？

アル：いかん！　関根さんに＋２Ｄはいかん！　クリティカルが出るぞ!?

ピアニィ：たしかに!?（笑）




　関根博寿といえば、ＧＭをすると殺人的なダイス目で知られる。

　ちなみに彼かれの２Ｄの期き待たい値ちは、９～10であろうと囁ささやかれているのだ。




ナヴァール：そうか、前のダンジョンではティナ様、手て加か減げんをしていたんだな……。

アル：そうか、このダンジョンは『ファンブック』のものより前に設計してるっぽいから……。

ベネット：ああ、今回のダンジョンの設計時、「ちょっとやり過すぎたかな～」と思ったティナ様が、その後のダンジョンを手加減して造ってたでやんすね。

ピアニィ：今回が手加減なしのお母様の殺意……（一同爆笑）。

関根：では、第二ラウンドのセットアップです。【行動値】順に宣せん言げんしてください。ゴールデンゴーレムの【行動値】は19です。




▼行動値

　ベネット　　　　　　　　　　　　30

　ピアニィ　　　　　　　　　　　　26

　ゴールデンゴーレム？Ａ、Ｂ　　　19

　アル　　　　　　　　　　　　　　11

　ナヴァール　　　　　　　　　　　７
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ベネット：あっしは特になしでやんす。

ピアニィ：はい。《マインドマスター》で《コーデックス》と《スウィフトウェポン》を使って、《エンチャントウェポン：光》をアルに。（ダイスを振る）魔ま術じゆつ判定は成功、発動です。

関根：こちらはセットアップはなしです。

ナヴァール：さて、《ヘイスト》で先手を取るか、《エンサイクロペディア》でエネミー識しき別べつをしておくか……。

ベネット：ここは《エンサイクロペディア》でやんすよ。

ナヴァール：では、《エンサイクロペディア》でゴールデンゴーレムをエネミー識別！　《モンスターロア》を持っているので３Ｄで振ふれる。（ダイスを振る）あ、クリティカル！

アル：おお、素す晴ばらしい！

関根：おお。まずこのエネミーの名前はゴールデンゴーレム改です。

ベネット：改!?　ということは、もしかして『ファンブック』と同じように……。

ＧＭ：うん、そのゴールデンゴーレムは関根オリジナル仕様だ（笑）。

アル：だめだ、もう悪い予感しかしない……（笑）。

関根：ゴールデンゴーレム改は、「分類：機械」で属ぞく性せいなし。レベル28。【物理防御力】の方が高い。オリジナルエネミースキルの《金になれ》を持っています。メジャーアクションで至し近きんの単体に白兵攻こう撃げきを行ないます。命中判定は３Ｄ＋15で、対象にダメージを与あたえると同時に、装備のひとつを金製へ変化させます。金製になった装備は、アイテムの効果が使えなくなる代わりに、価格が2.2倍になります。

アル：あいかわらずだ。

関根：ちなみに、どのアイテムかはＧＭが決定となってます。あと《金呪じゆ縛ばく》。セットアッププロセスで使用。対象が装備している金製に変化したアイテムひとつにつき、対象に２Ｄ点のＭＰロスを与あたえます。それと《ゴールデンビーム》。メジャーアクションで射しや程てい20メートルの特殊攻撃です。命中３Ｄ＋16。ダメージは４Ｄ＋80点の〈光〉属性の魔法ダメージ。こちらも、命中すると装備ひとつを金製に変化させます。こちらは１シナリオに一回まで使し用よう可か能のう。あとは《豪ごう腕わん》１、《変へん幻げん攻撃》、《命中強化：白兵》、《トラップ無む効こう》。そして《スマッシュ》です。

アル：まずいな、とにかくビームがまずいな。

ベネット：今回、《派は遣けん販はん売ばい》を持ってきてないので、装備を金に変えられると大だい惨さん事じになりかねないですよ！

ＧＭ：では、セットアップ終しゆう了りようだね。

関根：最初はベネットからですね。

ベネット：先手を決めるでやんす。マイナーアクションで《ブルズアイ》、メジャーアクションで《ダブルショット》！

アル：頼たのむ、泳いでいる俺たちはほとんどなにもできん。

ベネット：任まかせるでやんす。

ＧＭ：おお、ベネットが輝いているな。

ベネット：そうあっしはいま輝いてる！　……はっ!?　いやだ輝きたくない。輝くってことは金になるってことだ―――っ！　ゴールデンベネットはもういらん！（笑）

アル：『ファンブック』のダンジョンの話な……（笑）。

関根：ともかく命中判定をどうぞ（笑）。

ベネット：（ダイスを振る）命中は46。

関根：こっちの回かい避ひは２Ｄ＋９、［ツインドライブ］と［スーパーレインボー］ふたつで４Ｄ＋９になります。

ベネット：これですよこれ！

ナヴァール：クリティカルされてしまう。

関根：てーい！（ダイスを振る）ああ―――！　６は一個こしか出なかった！　命中しました。

ベネット：よし、当たったでやんす！

関根：では、《カバーリング》を宣言。

ベネット：ホワッツ!?

関根：実は、この台座に別のエネミーが《保護色》で隠おん密みつ状態になっており、その攻撃を代わりに受けました（一同爆笑）。

アル：うおおっ、ゴールデンゴーレムだけじゃなかった!?

ナヴァール：さ、さすがだ……（笑）。

ピアニィ：それ、どんなエネミーですか？

関根：鏡面加工された浮ふ遊ゆうする壁かべのようなエネミーです。オリジナルのエネミーで、名前はミラージュウォール。
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ベネット：まあ、カバーはされたでやんすが命中はした。ダメージいくでやんす。

関根：確認するけど、ベネットの攻撃って魔法ダメージだね？

アル：魔法ダメージだったはず……。

ベネット：うおー、命中したのに嫌な予感がするでやんすー。やめろー、あっしは当てたくなかった！

ナヴァール：《チェックメイト》いる？

ベネット：いらないいらない！　ともかくダメージを。（ダイスを振る）……[image: 108]点の魔法ダメージです。

関根：では、〝ミィィィン……ピチュン！〟　あなたに、そのままダメージが返ってきます。

ベネット：ぎゃああっ!?　やっぱり―――っ!!（笑）

関根：で、こいつはダメージが０になります。

ナヴァール：え、向こうにはダメージいかないのか？

関根：そうです。

アル：いかん、絶ぜつ望ぼう的てきだ！（笑）

ベネット：く……なんとか生きてるでやんすよ。

関根：では、ベネットのもう一発。《ダブルショット》だから、こっちの一いち撃げきは《カバーリング》できないからね。

ベネット：で、では二発目。おらー！　（ダイスを振る）今度は41じゃ～！

関根：（ダイスを振る）うわ、ダメか！　ということで当たった、ダメージを。

アル：……さすがに、もう一体いるなんてことないよな？

関根：ははは、まさか（笑）。

ＧＭ：もう一体いたら鬼おに過すぎるわ。

ナヴァール：では、今度こそ《チェックメイト》を使おう。

ベネット：（ダイスを振る）[image: 171]点の魔法ダメージでやんす！

関根：ぐお～っ、けっこー痛いたい！　強化しているとはいえ、ゴーレム系けいは魔法攻撃に弱いからなあ……（笑）。

ベネット：とりあえず、ミラージュウォールの【行動値】は？

関根：８です。

ベネット：ナヴァールより早いだと！（笑）

ピアニィ：次、あたしだけど魔法攻撃すると返ってくるんだよね？

ナヴァール：ここは、待機した方がよろしいかと。

アル：その前に、《カリキュレイト》使って割わり込こもう。

ナヴァール：先に動くわけだな。

アル：ああ。ムーブアクションなんもなし。マイナーアクションで《バーサーク》。メジャーアクションはなにもなし。移動しなかったので、流されて５メートル下がります。

関根：次はピアニィは待機でいいんですか？

ピアニィ：はい、待機します。

関根：じゃあ、その次のゴーレムいきますよー。なお、ゴーレムは《トラップ無効》があるので、判定しなくとも流されないし、ふつうに移動できる……けどビーム撃うつしかやれないか。まずはナヴァールを撃うとう。

ナヴァール：ケセドの杖つえだけは金化から守らねば。

ＧＭ：ビームは当たってもダメージだけですけどね。では、ビーム！　（ダイスを振る）26で命中です。

ナヴァール：絶ぜつ対たいに当たれないからここで《パトロナイズ》で失敗させるぞ。フェイトを２点使って、えい！　（ダイスを振る）よし、34で回避！

関根：お、じゃあ……？

ナヴァール：防いだ。はあ！　さっきと違ちがって口から血をがはっと吐はかない。

関根：では、ビームは水面をバシュウゥゥゥゥッと攻撃するだけに終わりました。

ナヴァール：ほっ。

関根：そしてもう一発はアルに。（ダイスを振る）ああ、これは低い、24。

ベネット：《インターフィアレンス》。24はファンブル以外失敗しないでやんす。（ダイスを振る）……１が３個出た、こわ（笑）。それでも43でやんす。

関根：ということで、こっちのビームはベネットに打ち落とされました。次のミラージュウォールは待機を……いや、メジャーアクションで隠密状態になります。

アル：隠かくれたか……あれ。ミラージュウォール、流されないってことは《トラップ無効》を持ってる？

関根：はい、その辺はぬかりなく。

ピアニィ：ですよねえ……。さすがお母様。

ナヴァール：では、私だ！　まずは泳ぐ！（ダイスを振る）判定は成功したから５メートル前進。メジャーは《ジョイフルジョイフル》をアルに。（ダイスを振る）出目６で成功！

アル：で、未行動になって俺が行動できる。前に進もう。（ダイスを振る）クリティカルはしなかったのでふつうに前進。で、メジャーはどうしようか？

関根：隠密中のミラージュウォールを発見すると言うこともできるよ。

アル：なら、ダメもとで挑んでみよう。（ダイスを振る）【感知】で11。

ＧＭ：（ダイスを振る）こっちは13。

アル：全然駄だ目めだ。目がチカチカするだけ（笑）。

ＧＭ：では、ミラージュウォールは行動を放ほう棄き。待機していたピアニィ。

ピアニィ：うーん……魔法ダメージを反はん射しやしてくるなら、アルの《エンチャントウェポン：光》を解除したいな……。スキルって任にん意い解除できないんですか？

ＧＭ：そうですねえ……今回は自分のメインプロセスの始めにフリーアクションで解除できるとしましょう。

ピアニィ：なら、アルの《エンチャントウェポン：光》を解除。メジャーアクションは……。

ベネット：陛へい下か。あっしはどうせ魔法ダメージだし、それなら命中のダイスが増ふえる《エンチャントウェポン：光》がほしいでやんす。

ピアニィ：ベネットちゃんに《エンチャントウェポン：光》。（ダイスを振る）うん、成功！

ＧＭ：これで第二ラウンド終了となりまーす！




第三ラウンド

ＧＭ：では、再びセットアッププロセスです。なにかする人は？

ピアニィ：はい。セットアップで《インクリーズデバイス》をアルとベネットちゃん、それとあたし自信に。このラウンド、ダメージ＋16点です。

ナヴァール：では、アルと自分に《ヘイスト》《ポストヘイスト》。（ダイスを振る）魔術判定は成功、アルの【行動値】に＋25だ。

アル：25点アップ……じゃあ一気に36になった！




▼行動値

　アル　　　　　　　　　　　　　　36

　ナヴァール　　　　　　　　　　　32

　ベネット　　　　　　　　　　　　30

　ピアニィ　　　　　　　　　　　　26

　ゴールデンゴーレム改Ａ、Ｂ　　　19

　ミラージュウォール　　　　　　　８
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関根：では、アルから行動ですね。

アル：まずは進みます、３Ｄで。（ダイスを振る）クリティカルはしないが成功。５メートル前進。メジャーアクションは、もう一度隠かくれているミラージュウォールを見つける。（ダイスを振る）……よし、クリティカル！

関根：うあー!?　さすがにクリティカルは駄目だ。（ダイスを振る）……クリティカルせず。ばーれーたーか！

アル：ミラージュウォールを見つけて、俺は終わり。次、ナヴァールの番。

ナヴァール：（ダイスを振る）11、移動はふつうに成功。

関根：進みますか？　留とどまりますか？

ナヴァール：留まるかな？　一歩進んで殴なぐられるよりはいい。で、《ジョイフルジョイフル》をアルに。（ダイスを振る）成功して発動。

アル：では未行動に戻って俺の番。ムーブで【筋力】判定をします（ダイスを振る）。はい、ふつうに成功なので５メートル前に進みます。直後に天てん魔まの兜かぶとを使ってエンゲージを封ふう鎖さ。メジャーアクションは《クロススラッシュ》。

関根：おっと、ミラージュウォールにエンゲージしたので《妨ぼう害がい》の効果が発はつ揮きされます。判定のダイスをマイナス１Ｄしてください。

アル：く、面めん倒どうな。一撃目はミラージュウォールを攻撃！（ダイスを振る）命中38！

関根：クリティカルのみか。（ダイスを振る）ちぃ～～～っ!!

アル：あぶねええええっ!?　６と５！（一同爆笑）

ナヴァール：さすが関根さん。

アル：では、ダメージいきます……！（と、ダイスを握る）

ナヴァール：そこに《チェックメイト》！

アル：（ダイスを振る）ダメージは[image: 110]点。

ナヴァール：《チェックメイト》は40点ぴったり。

関根：……[image: 150]点。ミラージュウォールは〝どぱーん！〟……と、砕くだけました。

アル：よし、これで二発目はゴールデンゴーレム改Ａに！　（ダイスを振る）44！

関根：回避成功は、クリティカルのみ。（ダイスを振る）おっ？

ＧＭ：うおっ……避よけたっ!!　ダイス目、６、６、６！

一同：げええええっ!?


ナヴァール：さすがは関根さん……《パリペイティア》いらないよね？

アル：ピアニィとベネットが次に動くし、いらないのでは。

ナヴァール：では、そのクリティカルは通しで！

アル：……ともかく、俺の最さい大だい限げんの仕事を果たした（笑）。

ベネット：あっしは待機。ピアニィ陛下の攻撃結果を見てから、攻撃をどうするかきめるでやんす。ゴールデンゴーレム改Ｂを攻撃するならあっしの方がいいでやんすからね。

ナヴァール：たぶんＢの方にもミラージュウォールがいるだろうし、それなら自分の攻撃に耐たえられて、２回攻撃ができるベネットの方が適てき任にんではあるな。

ピアニィ：じゃあ、次はあたしがいくよ。マイナーで《ブーストマジック》、メジャーで《フロストプリズム》でゴールデンゴーレム改Ａを！　（ダイスを振る）38。

関根：これもクリティカルのみ。（ダイスを振る）ちぃ、今度も惜おしい。６と５が出たのに。

ピアニィ：もうなんなの～（笑）。

関根：まあ、四個も振れば６が一個くらい出るものです。

ＧＭ：そこで毎回のように６が出てるのは関根さんくらいだよ（笑）。

ピアニィ：……どうしよう、全力でいっていいのかな？

アル：クリティカルでかわされないうちに、やっちゃうのがいいと思う。

ピアニィ：それじゃ《マジックフォージ》を乗せます。これでダメージロールは13Ｄ＋[image: 170]。
















ＧＭ：……ＰＣ側の固こ定てい値ちもなんかおかしいぞ（笑）。

アル：それで向こうが《カバームーブ》って言った瞬間に詰つむぞ……（笑）。

関根：大丈夫、そこまで不安にならなくても大丈夫です。でも面白いので、次のダンジョンの参考にさせていただきます。

アル：やーめーて―――っ!!（笑）

ピアニィ：（ダイスを振る）ダイス目は40、足して[image: 210]点の魔法ダメージです。

関根：それは木こっ端ぱ微塵です。ゴールデンゴーレム改は一体倒たおれました。

一同：やった―――っ！（←なんか全員超笑顔）

関根：で、ゴーレムは台座に乗っている、と言いましたよね？

アル：え……っ？　あ、ああ……言ってた……けど？（なぜか笑顔）

関根：台座に重みがなくなったことにより、スイッチが入って水流が強くなります。移動するための【筋力】判定の難易度が１増ふえて13になります。

ベネット：ちょっとぉおぉおおおおぉぉぉおおっ!?

関根：さて、次はこちらの番ですね。えー……。

ベネット：その前に倒たおすでやーんす！　《カリキュレイト》で割わり込こみ！　この光ひかり輝かがやく矢で貴き様さまを打うち抜ぬく。マイナーアクションで《ブルズアイ》、メジャーアクションで《ダブルショット》！　（ダイスを振る）命中は45。

関根：（ダイスを振る）ダメでしたー、じゃあ、隠密していたミラージュウォールＢが《カバーリング》を宣言。

ベネット：やはり！　しかし、二発目はゴールデンゴーレム改Ｂに当たる。ここでダメージを手加減しておけば……！

ナヴァール：ミラージュウォールＢに《プロテクション》！　本気でかけた方がいいか？

ベネット：お願いするでやんす！（ダイスを振る）よし、低い！　合計[image: 119]点！

ナヴァール：（ダイスを振る）《プロテクション》は69点軽けい減げん！

ベネット：すると……50点で反射してきた！　それなら生きてるでやんす。

アル：よし、二発目は《カバーリング》されないぞ。

ベネット：（ダイスを振る）てえぇぇぇぇっ！　命中は56！

関根：だー！　（ダイスを振る）あ、また惜しい！

ピアニィ：あ、危ない危ない……っ！　４、５、６!!（笑）　では、ここで《ディスコード》を使用します。（ダイスを振る）……ダメージに＋25点です！

ベネット：（ダイスを振る）ならば[image: 161]点の魔法ダメージじゃ―――っ！

関根：では、くらうのは[image: 151]点か。こっちはミラージュウォールＢが全力移動でアルの隣に。

ベネット：ですよねー（笑）。

アル：こ、こんにちは……（笑）。

関根：で、《妨害》があるので、エンゲージしているアルは判定にマイナス１Ｄです。そして……続いてゴールデンゴーレム改Ｂ。ムーブでエンゲージしつつ、《スマッシュ》《金になれ》でアルを攻撃。いけ！　（ダイスを振る）うーん、さすがにクリティカルは出なかったか……命中29。

アル：１Ｄ減るけど《ディフェンスライン》で受け止める！（ダイスを振る）そ、それでも48で止めた！

関根：残念、金にできなかった。これで全員行動が終わったので、次のラウンドへ。




第四ラウンド

ＧＭ：では、セットアップに入ります。

ピアニィ：あたしは今回温おん存ぞんします！

ナヴァール：それじゃ、私がアルに《ヘイスト》。（ダイスを振る）発動して、さっきと同じ【行動値】が＋25される。

関根：すると、アルがトップになりますね。




▼行動値

　アル　　　　　　　　　　　　36

　ベネット　　　　　　　　　　30

　ピアニィ　　　　　　　　　　26

　ゴールデンゴーレム改Ｂ　　　19

　ミラージュウォールＢ　　　　８

　ナヴァール　　　　　　　　　７




[image: ]




ＧＭ：それじゃ、アルのメインプロセス。

アル：ムーブで【筋力】判定。（ダイスを振る）よし、成功。この場に留まりつつ、メジャーで《クロススラッシュ》！　対象はゴールデンゴーレム改Ｂ。（ダイスを振る）命中は43。

関根：盛もり上あげるためにここはクリティカルしたい！　（ダイスを振る）……ちぃ！

アル：ほんと、関根さんは１と６ばっかり出る（笑）。

関根：平へい均きん値ちとしては正しいでしょ？　あ、命中したのでミラージュウォールＢが《カバーリング》します。

アル：では、ダメージ！　（ダイスを振る）[image: 130]点！

関根：それは無理！　二回死んでおつりが来るダメージが飛んできた。ミラージュウォールは倒たおれます。

アル：よしっ、二撃目！　今度こそゴールデンゴーレムに！（ダイスを振る）　41で命中！

関根：（ダイスを振る）うお……っ、クリティカルしない！　ついにクリティカルが尽きた。

アル：当たった、当たったよ……！

ナヴァール：《チェックメイト》！　ダメージに＋39だ！

アル：なら、合計で[image: 170]点……っ！

関根：二体目撃破ですね。そして水流が勢いきおいを増まして【筋力】判定の難易度＋１される、と。

ピアニィ：あ、あたし……この水の流れだと行けないかもしれない……（笑）。

アル：すまない、武ぶ器きが金になるのが怖こわかったんだ……（笑）。

関根：というわけで、最後の試練に入りましょう。さあ渡わたってください。

ピアニィ：じゃあ、飛び込みます！

ベネット：では、まずはあっしから……。

ナヴァール：待った！　陛下はいいけど、ベネットは待機しておけ。【ＨＰ】を回復しないで飛び込むのはよくない。

関根：気づかれたか！（笑）

ベネット：危あぶなかった―――っ!?　待機でやーんす！

ピアニィ：あんまり意味ないけど、あたしもベネットちゃんに合わせて待機しておきます。

ナヴァール：それじゃ、私の番なので全力でベネットを《ヒール》！　４Ｄで……。

ベネット：聖せい印いん外してることをお忘わすれなく（笑）。

ナヴァール：はっ！　それじゃ３Ｄか。（ダイスを振る）ともかく判定も成功して、ベネットのＨＰを[image: 140]点回復だ。

ベネット：……ふぅ、危ないところだったぜー。

ＧＭ：ここから先、あとは渡わたりきれるかどうかの判定だね。まあ、判定に失敗してプールを後退しない限り問題はない。

ナヴァール：ああ、後退して壁にぶつかるとダメージか。

ＧＭ：壁というか排水溝があって、そこにはトゲ付きのローラーがくっついてるんだ、うん。

アル：巻き込まれるとギャリギャリギャリ……っと、ミンチに……。

ピアニィ：あ、あたし【筋力】ないしミンチになりそう……（笑）。

ベネット：ははは、平気でやんすよ。敵もいないしもはや突とつ破ぱしたも同然……！

ＧＭ：そのセリフ、フラグだろ……（笑）。




　ゴールデンゴーレムとミラージュウォールを倒たおせば、あとは水流との戦いだけだ。

　プールを渡り切るまで判定するだけの流れ作業にすぎない―――はずだった。

　だが、ベネットの言葉はやはりフラグであった。

「ぎゃああ、失敗!?　ごぎゃぎゃぎゃ！（←ローラー巻き込まれた）　20点くらったあっ!?」

「あっ、クリティカル！　必死に泳ぎましたっ！」

「げ、失敗!?　水泳部だったのに……っ!?　どぎゃぎゃっ!?（←ローラー巻き込まれた）」

「まだまだだー！　あっしの心しん臓ぞうはまだ動いてるー！（←ピンゾロ）　ぼぎゃぎゃぎゃ!?」

「またまたクリティカルー！　お母様、あたしはトビウオになるわ―――っ!?」

「おお、ピアニィだけが順調だ」

「くそ、さっさと前に進みて―――っ！　もう死にたくね―――っ！　ぎゃ―――っ!?」




　―――と、約一名を除のぞいて阿あ鼻び叫きよう喚かんの様相を呈ていしたのであった。




ベネット：はあはあ、や、やっと渡りきった……なにこの地獄……。

ナヴァール：お、おう……（←死にそう）。結局、このシーンだけでフェイトを４点も使ってしまった……。

アル：ナヴァールの旦だん那なとベネットは排はい水すい溝こうにずっと詰つまってたからな。

ナヴァール：マーリンが言っていた水すい難なんの相とはこのことだったか。

ベネット：やべえ!?　ばっちり予言されてるでやんす（笑）。

ナヴァール：だがそんな中、陛下だけはクリティカル三連発ってどういうこと……。

ピアニィ：お母様に鍛きたえられました（笑）。

ＧＭ：こうして、母から子へいろんなものが伝でん承しようされていく。

アル：というか、ピアニィのために設計されたかのようだ（笑）。

ベネット：で、ここから先は……。

関根：ダンジョンはこれで終わりですから、ご安心を。

一同：（心の底から安あん堵どしたように）ふう～……。

ＧＭ：関根さんお疲つかれ様さまでした（笑）。

一同：お疲れ様でした―――！（笑）

ＧＭ：では、ティナ様設計のプールを泳ぎ切ると、向こうに出口の扉が見えた。そこを抜ぬけると、転送装置があるはずです。

アル：しかし、この転送装置を使うためには地獄の水泳をしないとならないわけで（笑）。

ベネット：ノーデンスも大変でやんすな。

ＧＭ：一応聞くけど……誰だれが扉を開ける？

一同：………………。

ベネット：そ、その前にトラップ探知をしようかな……っと！（笑）

ＧＭ：冗談だ。罠なんかない（笑）。

ナヴァール：というか、まずはもろもろの回復を！　回復タイミングはあるか！

ＧＭ：ああ、それなら自由にやってＯＫです。




　ＧＭの許きよ可かを得た一行は、大量のポーションとスキルを使って全ぜん快かい近くまで回復させた。

　こうやって回復している様子を見ると、どれだけ激はげしい戦いだったかがよくわかるというもの。さすがは短くとも関根ダンジョンである。




ＧＭ：回復終わったかな？

アル：じゃあ、行くか！　ドアを蹴破る……！

ＧＭ：では、ドアを開けると……床に魔法陣が描えがかれた部屋があり、その中央にノーデンス専せん用ようの転送装置とおぼしき謎の石版がある。

ピアニィ：おおっ♪

ナヴァール：この魔法陣の上に立つと、転送してくれる仕組みのようだ。

ベネット：転送先の指定とかはできるでやんすか？

ＧＭ：できそうだね。石版に刻まれた文字列がいくつかあり、それが転送可能場所を現わしているようだ。行きたい場所の文字に触れる仕組みだね。

ナヴァール：べ、便利だな。では霊れい峰ほうネビスを探してセットしよう。

ＧＭ：では、行き先を決め、みんなで魔法陣の上に立つと……ふいに身体が揺ゆらぎ、足下から立ちのぼった暖かい光に包まれていく……！

ナヴァール：おお……？

ＧＭ：光が、四人を完全に包み込み、身体がふわりと軽くなる感覚。一瞬だけ、周囲がホワイトアウトし―――次に視界が取り戻された時、四人はそこがさっきと別の場所にいるとわかる。同じような石室だが、あきらかにちがう場所だ。

アル：お、もう転位が終わったのか。

ＧＭ：そのようだね。キミらを包んでいた光はほどけて散り……周囲は薄暗くなった。その部屋の一面から通路がまっすぐ延びており、その先から陽の光が漏れている。

ベネット：お、出口でやんすな。というか、朝になってたでやんすか……（笑）。

ＧＭ：そのようだね。さらに、その光が射す方向より冷たく、そして乾いた空気が流れ込んでくることからも、そこが出口とわかる。

ナヴァール：ほう、この冷たさ、匂い……私にとって懐かしい空気だな？

ＧＭ：正解。光は合わさった石の扉の隙間から漏れているんだけど、あれを開けばそこには、ネビス霊峰の景色が広がっているはずだ。

アル：たぶん、追っ手が待ち受けてるとは思う……姫さん、行こう。

ピアニィ：じゃあ、アルの方を向いて応えます。―――はい！

ＧＭ：よし、それじゃミドルフェイズはここまでだ。クライマックスへと入ろう！











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆強きよう襲しゆう




　転送装そう置ちがあった部屋を抜ぬけると、霊れい峰ほうネビスの峻しゆん厳げんな光景が広がっていた。

　早朝の山に満たされるのは、冷たく清浄な空気。

　だが、それよりもなお冷たい汗が、すっとピアニィたちの背をつたった。

　そこに待ち受けていたのが誰か、すでに四人とも理解している。

　そう、それは―――。




ＧＭ：では、クライマックスを始めよう！　キミたちが迷宮の扉を押し開くと、そこから流れ込んでくるのは冷たい、早朝の山の空気―――。

アル：ほんとに朝になってやがる。

ベネット：とりあえず、外に出るでやんすが……？（おそるおそる）

ＧＭ：うん、扉を押し開き……ベネットを先頭として、キミらは外へと踏み出す。そこは、かつて見た風景。特にナヴァールには懐かしさすら感じられる場所で―――。

ナヴァール：……懐かしき、ネビスの霊峰。

ＧＭ：そのとおり。しかし、四人は同時に感じる。その靄もやがかった空気の中にある、気配に。

ピアニィ：……ああ。

アル：いるんだろ、出てこいよ―――と声をかける。

ＧＭ：「……やはり、転送装置を利用したようですね」姿こそ見えないが、返ってきたその穏やかな言葉に、キミたちは聞き覚えがある。すっと岩陰から姿を現わしたのは……。

ピアニィ：クローンですね。

ＧＭ：そうだ。ゆっくり、三人のクローンがキミたちの前に立ちはだかる。
















ナヴァール：よくぞ、リシャールとベルフトを相手に生きて帰れたものだ。

ＧＭ：「リシャール、ベルフト……？　は！　思ったほどたいしたことなかったぞ」と、レールガンのピアニィが吐き捨てるように言う。

アル：まるで倒たおしたみたいなことを。さっき、痛み分けたって聞いたぞ（笑）。

ピアニィ：クローンに言います。あなたたちは、なぜここまで追ってきたのですか？

ＧＭ：「わかるでしょう？　あなたを殺せというヒューバード様のご命令ですよ。なぜあなたはヒューバード様の言うことを拒こばむのでしょう……？」と、銀髪の魔術師ピアニィがほんわかと、困こまったような笑顔で言うな。

ベネット：ほんわかて。

ピアニィ：兄はまちがっております。それに仕えるあなたたちも！

ＧＭ：その言葉に、レールガンを携えた金髪のピアニィが、どこかいらっとした表情を見せる。「……なにふざけたこと言ってんだ！　てめえは、ヒューバード様が望む未来を唯一、創り出すことができる。お前だけがそれをできるんだ……！」

ピアニィ：だ、だから？

アル：なんかくやしそうだな。

ＧＭ：「たったそれだけの差で、俺たちでは届かないヒューバード様の寵愛を……お前は一身に受けているんだっ！　そんな奴が上から目線でまちがってるだと……？」

ピアニィ：そんなこと言われてもっ!?

アル：こいつら、心底ヒューバードに心酔してるんだな。

ＧＭ：「それにですね―――」　金髪レールガンの言葉を継いで、ほんわか魔術師が言う。「あなたが創ろうとしている世界は、ヒューバード様が理想とする未来とおそらく同じもの」

ピアニィ：……それはちがいます。ヒュー兄様がめざす理想は、多くの犠牲を強いるもの。あたしたちはそんなものを目指してはいません。

アル：そういうことだ。悪いが、もうなにを言われても迷わねえぞ。

ＧＭ：「……そうですか。あなたたちの理想は決してかなわないものなのに」銀髪の魔術師ピアニィは、そっとハンカチで目をぬぐい―――。

一同：……。

ＧＭ：「では、話を変えましょう。世界を救済するというヒューバード様のご意思は理解できますか？」

ピアニィ：方法はまちがっていますけど、信念だけは。

ＧＭ：「では、その理想……世界の救済を成すために、愛する妹を殺さねばならないというヒューバード様の悲しみ・苦しみ。そこはご理解いただけることと思いますが―――」

一同：わかるかあっ!?（笑）

ベネット：な、なんて勝手な言いぐさ……っ!?（大爆笑）

ＧＭ：「（いきなりしれっと）……あらあら、こっちもわからないそうです」　キミたちの反応に、銀髪は隣に立っている青髪に話しかける。青髪は、こくこくとただうなづいた。

ナヴァール：たしかあの青髪ははモンクだったな。ふうむ、彼かの女じよは無口タイプのようだ。

ベネット：け、けっこーいろんなパターンがいるでやんすな。

ＧＭ：全員同じ顔だから、色と性格を変えないと認識できなくなる（笑）。

ピアニィ：と、ともかく！　すぐにそこをどいてください！　あたしたちは、この先に進む必要があるんです！

ＧＭ：「どく必要はねえよ。先に進む必要もない。てめえらがここでくたばることが、唯一の選択肢さ。……な、フェニックス」その言葉に、うなずく銀髪魔術師。

ナヴァール：フェニックス……？

ＧＭ：ああ、実はそれぞれのクローンにはコードネームがついているんだ。

ベネット：ほうほう。じゃあ、そっちの方で呼よぼう。魔術師はピアニィ・フェニックス？

アル：青髪のレールガンは？

ＧＭ：ピアニィ・ソルジャーだ。

アル＆ベネット：………………。

ＧＭ：で、モンクは―――。

アル：ピアニィ・ビッグボディか。

ＧＭ：なぜわかったっ!?


アル：わからいでかっ!?


ナヴァール：もしやその三人の額には〝肉〟って書いてあるんじゃ（笑）。




　もはやわかる者にしかわからないネタである。




ＧＭ：さて、そんなツッコミが入ったところで……フェニックスがアルにちらり、にこやかな表情で視し線せんを送る。

アル：あ？

ＧＭ：「アル・イーズデイルさん。あなたの目的は邪じや神しんの御み子こを斬きること……そうでしたよね？　それが師し匠しようの夢ゆめでもあったはず」

アル：だから？

ＧＭ：「今、手に届とどくところにそれがあること……理解されてますか？」

ピアニィ：そんな言葉でアルを誘ゆう惑わくするのはやめてください！

ＧＭ：「あら、誘惑なんて。立っているだけで誘惑しちゃう私わたしのボディのせいかしら」　ぐっ、とさりげなく胸をそらしつつ言う。

ピアニィ：むかつきますっ!!　あの人むかつきますっ!!（一同爆笑）

ベネット：あ、あいつがビッグボディでいいんじゃ？

ＧＭ：「で、どうですか、アルさん？」

アル：……お前に言われることじゃねえよ。それに、今ここで姫ひめさんを殺さなきゃ夢が叶かなえられないなんて、誰だれが決めた？

ピアニィ：アル……。

ＧＭ：「あらあら、聞き分けのないボウヤだこと」

ベネット：ふっっふっふ、あっしらにそんな誘惑は通じない……そういうことでやんす。

ＧＭ：アルやベネットの反応を見て、青髪レールガン……ピアニィ・ソルジャーが言う。「ま、いいじゃねえか、フェニックス。もとより誰も生かして返すつもりはないんだ」　こいつは、あくまでこれから闘うことを楽しみにしているようだ。

ベネット：なるほど、まごうことなき陛下でやんす。

ピアニィ：ベネットちゃん……？（笑）

ベネット：しかし……（余裕ぶっこいた口調で）ふっふっふ、リシャールやベルフトを退けたあっしらに正面からやり合うおつもりで？

ＧＭ：「……てめえはたしか、隣となりの大陸の英えい雄ゆうだったな。これまでに幾度も世界救済の場面に立ち会ったとかいう」

一同：……っ!?


ベネット：おぅ……っ!?　ユー、知ってるじゃない……っ!?




　満面の笑顔である。




ＧＭ：「知ってるさ。クラン＝ベルの四英雄……そうだろう？」

ベネット：友達になれそうでやんすな！　近づいてブンブンブンと握あく手しゆを……！（笑）

ＧＭ：だが、彼女はその握手を払はらいのけ―――「友人？　俺はそんなお前と闘いたいんだ。そして俺たちの方が強いと証明してやる……！」

ベネット：……強さなんてどうでもいい。キミはあっしを知っている、とてもいいことじゃないか。そう、それだけでいい。

アル：（噴き出して）それだけでいいのかよっ！（笑）

ナヴァール：まじめにやれ、まじめに！（笑）　ピンチなんだからっ！（笑）

ベネット：おまかせあれ。クローンに言うでやんす。とりあえず、戦いなんかやめて仲間にならないか？

ＧＭ：「……はあ、てめえは話を聞いてるのか？　なら、まずはその女を殺せ。話はそれからだ。だいたい、この大陸のルールがまちがってるのはてめえも認みとめてるんだろう？」

ベネット：たしかに。しかし、あっし仲間を殺して、弱者を犠牲にして手に入れる平和などに用はない。陛下の言ったとおり、つまり―――。

ＧＭ：「……つまり？」

ベネット：あっしらが創りたい世界と、ヒューバードの理想はちがうもの！　そう言ったはずでやんす……！

ピアニィ：ありがとう、ベネットちゃん！

アル：なんかベネットが今回、やたら輝いてる……！

ベネット：ははは、あっしは友達を裏うら切ぎらないでやんすよ。

アル：死ぬなよ……？（笑）

ベネット：そういうこと言うな―――っ!?　フラグが立つだろ―――っ!?


ＧＭ：「……やれやれ」　肩かたをすくめ、ソルジャーは面倒くさそうににナヴァールに視線を送り―――「お前はどうなのだ？」

ナヴァール：では、ひと言言わせていただこう。（シリアスな口調で）―――まちがったルールをまちがったやり方で直しても、よい結果は得られない。

アル：おお、さすがは旦だん那な。いいこと言うな。

ＧＭ：「……はあ」と、フェニックスはため息をひとつ。「ほんと、ヒューバード様の理想をわからないお馬鹿な子たち。我わが兄、ヒューバード様の宿願を果たすため……ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア……あなたを殺して世界を新しい時代に導みちびくとします」

ピアニィ：じゃあ、そっちをキッ……とにらんで言います―――。




「もう一度、言います。ヒュー兄様のやり方はまちがってる。

　だから必ず止めて見せます。兄のやろうとしていることを……。

　あたしたちが……！」

　

　凜としたピアニィの声が朝の山間に響き渡った。

　そして戦いは、始まった。




第一ラウンド

ＧＭ：まず、配置をこんな感じだ（と、テーブルの上にコマを並べる）。キミらと敵てきのエンゲージ間の距離は20メートル。行動値は、次のとおりだ。




▼行動値

　ピアニィ・フェニックス（銀髪・魔術型）　　31

　ベネット　　　　　　　　　　　　　　　　　30

　ピアニィ　　　　　　　　　　　　　　　　　26

　ピアニィ・ソルジャー（金髪・射撃型）　　　23

　ピアニィ・ビッグボディ（青髪・格闘型）　　21

　アル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11

　ナヴァール　　　　　　　　　　　　　　　　７




[image: ]




アル：先手は31のフェニックスからか。

ＧＭ：では、フェニックスの順番で……《限げん界かい突とつ破ぱ》を使用！

ベネット：うわ、ギルドサポート使ってくるのか―――っ！

ＧＭ：おう！　さらに当然こちらは《限界突破Ⅱ》《限界突破Ⅲ》《限界突破Ⅳ》も持っている！　このラウンド中、判はん定ていに＋３Ｄ、ダメージに＋４Ｄ！

アル：まあ、そうだよな！

ＧＭ：そののち！　フェニックスは杖つえを高々と掲かかげて魔ま法ほうを使用！　《インクリーズデバイス》を使って仲間全員のダメージロールに＋14、さらには、オリジナルスキル《自動詠えい唱しよう》を使用！

ピアニィ：どんな効こう果かですか？

ＧＭ：ただちにメインプロセスを行なうってスキルだ。ただし移い動どうはできず、メジャーで使えるのは攻こう撃げきを行なわない魔術のみ、さらには通つう常じようどおり行動済ずみになる。

アル：なるほど、セットアッププロセスに割り込める《カリキュレイト》みたいなもんか。このタイミングで動くってことは攻撃か、そうでなければ……。

ＧＭ：そう、支援だ！　マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションで《エンチャントウェポン：闇やみ》！　クローンたちの武ぶ器き攻撃の属ぞく性せいを〈闇〉に変更だ。

アル：〈闇〉属性とは悪役くさい！（笑）

ＧＭ：なお《ブーストエンチャント》を持ってるので、ダメージもアップするぞ。

ナヴァール：で、こっちの回かい避ひがマイナス１Ｄも入る、と。途と端たんに避よけられなくなった。

ＧＭ：で、続けてギルドサポートの《陣じん形けい》を宣せん言げん。トン……と、華麗なバックステップでソルジャーがレールガンを抱かかえて15メートル後方に下がる。

ベネット：まるであっしのような後方ダッシュ……！（笑）

ナヴァール：しかし、これで《パトロナイズ》が届とどかなくなった。射程外だ。

ＧＭ：一方、ビッグボディは武器は持ってないが、巨大なナックルを装そう備びしている。こっちはＰＣたちにエンゲージして―――以上、終了。

ベネット：まずはあっしの番。《マスターテイマー》《コールサーバント》じゃ―――っ！　効果はダメージ＋５Ｄ、命中と回避が＋６でやんす。

アル：そんでもって、《限界突破》も切っちまおう。

ピアニィ：いきましょうー！　《限界突破》使います！

アル：《限界突破Ⅲ》を持ってるので、判定に＋２Ｄ、ダメージに＋２Ｄだ。

ベネット：これが限界を超こえた我々の力でやんす！

ピアニィ：そしてあたしは《マインドマスター》から《コーデックス》《メンターアーツ》。さらに《インクリーズデバイス》をベネットちゃん、アル、自分に！　ダメージに＋16！

ＧＭ：ピアニィのセットアップ終了だな？　こちらのソルジャーがガチャンとスコープを覗のぞき、《クイックスナイプ》と《スナイピング》を使用！　ラウンド終しゆう了りようまで射しや撃げきのダメージ＋４Ｄ、命中判定＋５だ。

ベネット：スコープの照しよう準じゆんがキリキリとあっしの眉み間けんに……っ。

ＧＭ：い、いや、狙ねらうならピアニィだろう。

アル：本当、隙すきあらば死のうとするのな……お前……（笑）。

ベネット：陛下の代わりに狙ねらわれるんなら本望でやんすよ。

ピアニィ：ベネットちゃん！

ベネット：いやいや、礼には及ばな……。

ピアニィ：立派なお墓を建てますね！

ベネット：ＧＭ、前言撤回でやんす（あっさり）（一同爆笑）。

ＧＭ：（笑）。さて、続いてビッグボディのセットアップだ。《クイックステップ》＋《ウォーターステップ》……彼女は青い髪を舞わせ、華か麗れいなステップを踏ふむ。命中判定に＋６だ。

アル：で、ようやく俺おれのセットアップ！（笑）　きっとこのラウンドで《再さい行こう動どう》を切るだろうから、《クリアマインド》を使っておく！

ナヴァール：では、次は私だ！　《マインドマスター》で《コーデックス》《メンターアーツ》！　当然、指定するのはアコライトのスキル。さらに……《ヘイスト》《ポストヘイスト》でケセドの杖を使用する。（ダイスを振ふる）……判定は成功。我々の【行動値】が22上じよう昇しよう！

アル：よし、これで先手をとれるな。

ＧＭ：で、ようやくここでセットアップが終了し……（笑）。次、イニシアチブプロセス。まずベネットの行動だが、その前にソルジャーが《カリキュレイト》を宣言、そっちの行動に割り込む！

ベネット：む！　ならばあっしも《カリキュレイト》でやんす。

ＧＭ：ふたりがすごいスピードでダッシュするが、ベネットの方が【行動値】が上だ。先手を取ったのは、ベネット。「ち、スピードはあっちが上かよ！」　声を荒げるソルジャー。

ベネット：くくく、すべては《ヘイスト》のおかげ！　まず、ムーブアクションで《フェイドアウェイ》を使って、エンゲージより離り脱だつ。５メートル前に出るでやんす。で、マイナーアクションで《ホロウショット》を。メジャーアクションは《ダブルショット》で魔法使いのフェニックスを攻撃するでやんす。はっはっはっ、５Ｄあればクリティカルしたも同然！

アル：待て、それはフラグだ……！（笑）

ベネット：はっ!?　だが、そんなこと気にせず《デュアルアロー》でリンメルの矢を二本使用！　（ダイスを振る）やはり、クリティカルしなかった（笑）。

ＧＭ：では、フェニックスはリアクションで《アベンジ》を宣言！　「あらあら、その攻撃が命取りになりますわよ？」

ベネット：くっ！　だが《アベンジ》を使うなら、あっしの攻撃は当たるでやんす！

ＧＭ：（ダイスを振る）うん、一発目は回避できない。そっちの二発目まで判定が終了したら、こっちの《アベンジ》が飛ぶ。覚悟するがいい。

ナヴァール：ならば、《チェックメイト》とケセドの杖で支し援えん！

ピアニィ：あたしも《ディスコード》！

ベネット：そしてさらに《ピアシングストライク》……！　ダメージ＋３Ｄでやんす。

ピアニィ：ピアニィストライク？（笑）

アル：たしかに一いつ瞬しゆんそう聞こえた（笑）。

ベネット：ピアニィストライク！　こいつがピアニィ陛下にいただいた力じゃ―――っ！　うおお、馬ば鹿かな、あっしの中の殺意が抑おさえられねー!?　あが、あが、あげぼろばぶぃえあっ……どーん!?（←爆発したらしい）

ナヴァール：殺意が抑えきれず、爆ばく発はつしたようだ。




　するな。




ベネット：だが、爆発しつつも殺意を抑えながらダメージを振るでやんす！

ナヴァール：（ダイスを振る）こっちの《チェックメイト》は35点。

ピアニィ：あたしの《ディスコード》も……（ダイスを振る）……こんだけ！（笑）

ベネット：（ダイスを振る）なら、それ込こみで[image: 199]点防ぼう御ぎよ力りよく無む視しの魔法ダメージでやんす。

ＧＭ：ＯＫ、仲間たちからの支援を受けた一発目の矢が、フェニックスを射貫いた。が……「あらあら、痛いたいじゃないですか」

アル：向こうはまだ余よ裕ゆうのようだ。

ベネット：だが、今のは序じよの口くち。もっとはげしいのをぶちこんでやるでやんすよ。うえっへっへっへ……っ！

ピアニィ：うえっへっへっへって。

ナヴァール：悪役みたいだ。

ベネット：ではもう一発！　もう一回《デュアルアロー》でリンメルの矢を二本使用。（ダイスを振る）またクリティカルしね―――っ!?


ＧＭ：しかし、こっちも５Ｄを振るが……（ダイスを振る）あ、避よけない。達成値21。

ベネット：やったー。菊池さんならやってくれると信じていた！　さらにもう一回ピアニィストライクじゃなくて《ピアシングストライク》！　（ダイスを振る）[image: 170]点の防御力無視でやんす！

ＧＭ：うへ、合計で……[image: 369]点くらった。

ベネット：くっくっく、痛かろう。そんなピアニィ面づら、吹ふっ飛とばしてやるでやんす……！

ＧＭ：ピアニィ面て。

ピアニィ：ち、ちょっと複ふく雑ざつ……（笑）。

ベネット：いやいや、偽にせ物もののピアニィなので吹っ飛ばすんでやんすよ。ほんとのピアニィ様はこんなに美しい……！（笑）

ナヴァール：なんというヨイショ（笑）。

ピアニィ：よいしょなの？（笑）

ＧＭ：（笑）。では、ベネットの攻撃によって、フェニックスを中心に砂さ塵じんが舞まい、彼女の姿を覆い尽くすのだが―――。

ベネット：なに、砂塵っ!?　ならば言わなければなるまい。―――や、やったか!?


ＧＭ：ありがとう!!（一同爆笑）

ナヴァール：なんという昔の『少年ジャンプ』風シチュエーション（笑）。

ＧＭ：砂塵と土煙がもうもうと沸き立つ中……ふいに響くのは涼やかな声。「《アベンジ》からの《ルインストーム》」

ベネット：ほわっつっ!?

ＧＭ：そんな声を上げると同時に、砂塵を瞬時に吹き散らしてベネットを襲う〝死の風〟！　命中は……《限界突破》を含ふくめ、９Ｄ振ふれるぞ、くくく（と、じゃらりダイスを握る）。

ベネット：げええええっ、バカなぁっ!?


ＧＭ：（ダイスを振る）……ぶふぅっ!?　クリティカルしね―――っ!?


ベネット：よっしゃよっしゃ！

ＧＭ：と、喜ばせたとことで《デュアルエフェクト》。出目をクリティカルに変へん更こう！

ベネット：―――ぶっ!?（笑）

ＧＭ：「……さようなら、わんこちゃん？」　フェニックスは目を細めて笑む。

ベネット：……フッ、貴き様さまは大きなまちがいをした。

ＧＭ：「なんですって？」

ベネット：あっしだって似にたような技わざが使えるんだぜ？　《ドッジムーブ》！　ここで《ダンシングヒーロー》もいくでやんす。まずは回避……どらっさ―――っ！（ダイスを振る）

一同：…………。

ベネット：…………。

ピアニィ：クリティカル……出ないね。

ベネット：いやいや、ははは。もちろんここはフェイトで振ふり直すでやんす！（ダイスを振る）………………どは―――っ!?（一同爆笑）　なんでじゃ―――っ!?

アル：で、出なかったか（笑）。

ナヴァール：ことごとく負けフラグを踏んでいたからな。

ＧＭ：よしよしよしよし、すばらしい！　リプレイ的にはいい展てん開かいだ。ダメージは……[image: 100]＋15Ｄっ！　いけ！（ダイスを振る）……[image: 162]点の魔法ダメージ！

ベネット：なら、１点引いて[image: 161]点くらうでやんす。

ＧＭ：１点？

ベネット：ま、【魔法防御力】は１点しかないので……（一同爆笑）。

ナヴァール：い、いかん！（笑）　《プロテクション》をケセドの杖込みでベネットへ！

ピアニィ：あたしも《サモン・アラクネ》―――っ！

ナヴァール：（ダイスを振る）お、出目がいい！　72点軽けい減げん。

ピアニィ：（ダイスを振る）こっちは33点軽減です。

ナヴァール：合わせて[image: 105]点軽減だ。

ＧＭ：おお、すげえな。ってことは57点ダメージか。

ベネット：【魔法防御力】で引くと56点でやんす。ふっふっふ、これが団結したあっしらの力！　その程度のダメージはそんなにたいしたことないでやん……。

ＧＭ：ダメージが通ったので、バッドステータスの［威い圧あつ］が入る。

ベネット：おべらば―――っ!?（一同爆笑）

ナヴァール：次はソルジャーのメインプロセスか。

ＧＭ：では、《カリキュレイト》を宣言したソルジャーの番だ。レールガンを〝キュイイイン……！〟とチャージして―――そのままムーブで《ホークアイ》を宣言！　ダメージ＋15しつつ、マイナーで《エンハンスブレス：火》でさらに＋20！　メジャーは《アローシャワー》＋《アローレイン》で全員攻撃だ。

ベネット：やめろー、仲間も巻まき込こむというのか―――っ！　それは《インタラプト》！

ＧＭ：巻き込むわけないだろ！（笑）　こっちも《インタラプト》だ！

ナヴァール：《インタラプト》と《インタラプト》が空中で激げき突とつ、謎の光を散らしながらお互たがいを打ち消し合うと。

ＧＭ：ええ！　ベネットの《インタラプト》を散らしてレールガンの一撃が空中で拡散、キミたちに全員に襲いかかる！　命中判定！（ダイスを振る）……51！

ベネット：……51。《インターフィアレンス》するでやんす！

ＧＭ：む、ならばフェニックスが《ブラインドフォールド》！　判定の直前に使用して、20メートル以内の対象が行なう判定にマイナス１Ｄだ。

ベネット：げ。

ナヴァール：では、それに対たい抗こうして《カノン》！　ベネットもフェイトを！

ベネット：おお！　（ダイスを振る）……達成値は59！

ＧＭ：げ。空中で拡散したレールガンの弾丸を、ベネットの放った矢がすべて撃ち落とした。

一同：お―――！（笑）

ナヴァール：これはかっこいい（笑）。

ベネット：へへっ……やり遂とげた男の顔をして膝ひざをついて倒たおれるでやんす。

ピアニィ：ベネットちゃ～ん！（笑）

アル：ダメージをくらったわけでもないが、いい演えん出しゆつだ。でも、倒れるな（笑）。

ＧＭ：さて、これで《カリキュレイト》分が終了。次は……ピアニィ！

ピアニィ：はい！　ムーブで離脱して５メートル前に出ます。で、メジャーアクションでフェニックスに《フロストプリズム》！　《リゼントメント》も使います！

ＧＭ：おほっ、いきなり全力か！　……これ、《アベンジ》するか……？

ピアニィ：（ダイスを振る）クリティカル―――っ！

ＧＭ：ぐあ!?


アル：すばらしいっ！（笑）

ＧＭ：クリティカルか……。こっちもクリティカルしないと《アベンジ》で返せないのか……（と、少し考え込む）。

ピアニィ：フフ、あたしとピンポンしてみる～？（笑）

アル：こんなおそろしい魔法の球でピンポンはしたくねえ……（笑）。

ピアニィ：うふふ……（←笑顔）。

ナヴァール：へ、陛下がなにかに取り憑かれているような笑顔を。

アル：いや、ある意味いつもと変わんないような……。

ＧＭ：（笑）。が、はじめて対峙するクローンたちにはこわすぎた。あまりの笑顔にフェニックスはぞくりと戦せん慄りつ―――ソルジャーが「わかっている」と言わんばかりに《インターフィアレンス》！　……問題は、こいつがクリティカルするかなのだが……（と、本気で計算を始める）。

ピアニィ：き、きくたけさんっ、ここ見せ場！　あたしの見せ場！（笑）

ＧＭ：それでも容よう赦しやしない！　（ダイスを振る）お、クリティカル―――っ!!

一同：ぐは……っ!?


ピアニィ：当たんなかった―――っ！　これで《リゼントメント》が消えちゃった！

アル：しかし、向こうの《インターフィアレンス》も切れたことでいいとしよう。

ＧＭ：的を外し、フェニックスの後方で爆散した《フロストプリズム》。クレーターとなったその場所は白く霜が降りたようになっており―――「…………」　それをちらり見たフェニックスの表情に少し焦りが混じる。

ベネット：くっくっく、これが陛下のお力じゃ！

ＧＭ：「少しだけ見くびっていました。少しだけ、ね」そしてイニシアチブプロセスでビッグボディが動く！　自分に対して《エンカレッジ》！

ナヴァール：待った！　その前にナヴァールを離脱させておきたい。ベネット、《エンカレッジ》を頼たのむ！

ベネット：了りよう解かいでやんす！　《エンカレッジ》をナヴァールに！

アル：で、俺も《カリキュレイト》！

ＧＭ：そうすると……このイニシアチブで動く順番はナヴァール→アル→ビッグボディだな。まずはナヴァール！

ナヴァール：うむ、私はムーブで離脱、５メートル移動して……《ジョイフルジョイフル》をピアニィ陛下に！

ピアニィ：ありがとうナヴァール！

ナヴァール：いえいえ、まだです。《ジョイフルジョイフル》が成功するかどうかは呪歌判定しだい。ファンブルすれば失敗だ。……さ、《ブラインドフォールド》をしてくるがいい！　４Ｄの判定を３Ｄにすれば、ファンブルの確かく率りつが格かく段だんに上がるぞ（笑）。

ＧＭ：い、いや、格段だんに上がるけどさ！（笑）　それでも３Ｄでファンブルする可能性なんか[image: 216]分の１じゃないですか。もったいないので《ブラインドフォール》は使用せず。さ、４Ｄで振ってください。

ナヴァール：ちっ……！（ダイスを振る）……って、あ。

ＧＭ：ああっ!?


一同：えぇ――――――っ！（笑）




　ナヴァールの出目―――２、１、１、１。




ナヴァール：ほーら、《ブラインドフォール》しとけばよかったのに！（一同大爆笑）

ＧＭ：うそだろ―――っ!?


ナヴァール：しとけばファンブルだったかもしれないのに！（一同爆笑）

ＧＭ：ふざけんなよっ、なんだよそれ！　ネタすぎるだろう!!（一同大だい爆ばく笑しよう）




　あまりにもおいしすぎるダイス目であった。




ナヴァール：ということでジョイフルは成功！（笑）

アル：じゃあ、次は俺の行動！　……の前に、天てん魔まの兜かぶとの効果を使用する。

ＧＭ：エンゲージ封ふう鎖さか。ナヴァールを追いづらくなってしまった。

アル：そうやって足止めするために、一段弱い天魔の兜にしたからな。そのせいで、ライオン天狗はいなくなってしまったのだが！（笑）

ＧＭ：ああ、獅子のマスクライオンマスクがなくなったのか。アキナが悲しむぞ（笑）。

アル：それは仕方のないこと。いずれ妹にも独ひとり立だちする日が来る！（笑）　……ともかくムーブで《ファストセット》《フルスイング》《ツインアーツ》！　マイナーで《バーサーク》を宣言！

ＧＭ：い、いろいろくるなあ。

アル：メジャーアクションで《クロススラッシュ》！　モンクのピアニィ・ビッグボディに対してバシュバシュ！　と二連撃。（ダイスを振る）まず一発目はクリティカル！

ＧＭ：ぐ、クリティカルか。ビッグボディの回避が……現げん在ざい、９Ｄ！　《カウンタースロー》を使ってみる。（ダイスを振る）……失敗!?


ナヴァール：９Ｄ振ふってるのに（笑）。

アル：よし、クリティカルしたので紫し電でん剣けんの効果が発動！　さらにスピリッツソードの効果を使い、【ＨＰ】を10点減へらしてダメージ＋10。……（ダイスを振る）合計[image: 219]点！

ＧＭ：ぶっ!?　ビッグボディの物理防御力は42だから、[image: 177]点ダメージ！　「……っ!?」　その一撃に、ビッグボディは呼吸を止めてこらえるが……。

アル：そこに二発目！　《ボルテクスアタック》を宣言、（ダイスを振る）……う、低い！　向こうは《カウンタースロー》で投げ返してくるから、《バトルコンプリート》を使って振り直そう。（ダイスを振る）……悪くなってしまった（笑）。

ベネット：こんな時のためのフェイトでやんす。

アル：だな。《ボルテクスアタック》も使ったんだ、フェイトを使って振り直す！（ダイスを振る）……よし、今度はクリティカル！

ピアニィ：６が三つ出た（笑）。

ＧＭ：こっちは《カウンタースロー》の二回目。これでクリティカルしなかったら泣く！　（ダイスを振る）げ、だめ！　……どういうことだよこれは!?（笑）

ピアニィ：さすがきくたけさん！

アル：（ダイスを振る）で、ダメージ[image: 421]点……！

ＧＭ：……くはっ。が、ここで《ソウルバスター》！　[image: 379]点をアルにお返しだ！　アルの攻撃を受けつつ……ふわり、そのまま背せ負おい投なげで地面に頭から落とす！

















ナヴァール：背負い投げかよ！（笑）

アル：い、いつのまにか投げ飛ばされていたぜ！（笑）　さすがにこれを受けると戦闘不ふ能のうになる……。

ＧＭ：よし！　そのまま……。

アル：なので《パーフェクトボディ》を使って戦闘不能を回かい復ふく！　ＨＰが20点になりました。

ＧＭ：「……しぶとい」と、思わず舌した打うちするビッグボディ。

ベネット：フッ、無口キャラがしゃべったらそれすなわち負けフラグ！（笑）

ＧＭ：それはどうかな？　ここでビッグボディの行動……ムーブアクションで《フェザータップ》！　飛行状態になる……！

アル：な、なに!?（笑）

ＧＭ：ふわり、ビッグボディは舞い上がり……戦闘移動で空中をすべるように、ピアニィとベネットのエンゲージへ！

ナヴァール：飛行状じよう態たいは、飛べないアルじゃ止められないな……。

アル：天魔の兜、意味なし……！　そんなスキル持ってやがったか……（笑）。

ＧＭ：うひひ。マイナーアクションで《モードバスター》。武器の攻こう撃げき力りよくが＋15、命中判定がマイナス３！　同時に《貫かん通つう型がた攻撃変形》というオリジナルのスキルを使い、これで「種別：魔導剣」を使用した白兵攻撃のダメージは軽減不ふ可かになる。

一同：なにいっ!?


ベネット：ピアニィ・ビッグボディの腕うでが、ピアニィソードに変形した!?

ＧＭ：ただし、命中がマイナス３だけどね。メジャーは《トリプルブロウ》でピアニィを攻撃！　「……ヒュー兄様のために、死んで」と、無む表ひよう情じようで殴なぐってくる。

ピアニィ：あたしと同じ顔が殴ってくる―――っ！

ナヴァール：ブ、《ブランダームーブ》！　その命中をマイナス６！

ＧＭ：じゃあ、19＋９Ｄになる。では……（ダイスを握る）。

ピアニィ：クリティカルしないで―――っ！

ＧＭ：（ダイスを振る）……って、しない!?　てか、６が一個も出ない！

ピアニィ：さ、さすがきくたけさん！　サービスいい！（一同大爆笑）

ＧＭ：サービスじゃねえ！（笑）しかしここは《バトルコンプリート》で振り直しだっ！　（ダイスを振る）あ、やった！　クリティカルした！　しかも６が三つ!?


ナヴァール：あ、それ《パリペイティア》。振り直しね（一同爆笑）。

ＧＭ：なんだよ、くそ―――っ！　（ダイスを振る）……こ、今度はクリティカルしねえ。命中は……48。

ナヴァール：でも48……避よける方法はありますか、陛下。

ピアニィ：（キャラシートを見ながら考え込み）……48ならミスティックローブがあって《限界突破》もあるから……フェイト使えばなんとかいける……かなあ？

アル：頼む、そいつはよけてくれ！

ピアニィ：フェイトを２点使います！　これで８Ｄ！　ミスティックローブを使って魔術判定で回避……（ダイスを振る）あ！　クリティカル―――っ！

ＧＭ：なんだとっ!?


アル：すばらしいっ!!（笑）

ＧＭ：じゃあ、一発目はふっと蜃しん気き楼ろうに消えた。しかしアッパー気味の二発目がすでに着弾しようとしている！（ダイスを振る）……またクリティカルしないよ、うん。

ピアニィ：あ、あなたの拳こぶしも迷まよっていますね。

ベネット：きっとヒューバードのやり方がまちがっていると、気づい……。

ＧＭ：「……そんなことは、ない！」と《バトルコンプリート》で振り直し。（ダイスを振る）よし、今度こそクリティカル！

ナヴァール：……さて、どうする？　フェニックスの魔法のために《パトロナイズ》を取っておくかどうかだが……。

アル：（少し考えて）取っておいた方がいいかと思う。

ナヴァール：わかった、ここはピアニィ陛下のお力を信じましょう。

ＧＭ：（笑）。そんなにほいほいクリティカルしてたま……。

ピアニィ：（ダイスを振る）クリティカル―――っ！（爆笑）

ＧＭ：どういうことだ――――――っ!?（一同大爆笑）

アル：はい、オチがついた（笑）。

ベネット：き、菊池さんすげえなあ……。

ＧＭ：俺のせいじゃないだろっ!?　てか、こっちはつぎ込こむだけつぎ込んでクリティカル出ないのに、そっちはなんもなしでもほいほい出す。関根さんといい、ピアニィといい、これだから殺意の一族は……。

ピアニィ：これも関根ママのおかげ（笑）。

ナヴァール：ほんとにいつから関根さんはティナ様に（笑）。

ＧＭ：ともかく最後の一いち撃げき！　これには《ボルテクスアタック》を乗っける！（ダイスを振る）……おおっ、よし！　クリティカルだ！

アル：お、出た。

ナヴァール：はいはい。

ＧＭ：はいはいって、みんな寒いな！　もっと盛もり上あがれよ！　お前たち、もっと熱くなって盛り上がれよ！（笑）

アル：いや、だって（笑）。

ベネット：今さら出されても……ねえ？

ピアニィ：でも……（ダイスを振る）……だめ！　さすがに出ない、当たりました。ダメージロールをどうぞっ。

ＧＭ：（ダイスを振る）……うわ、ダイス目でけぇ！　[image: 595]点。

ピアニィ：それは死んじゃう!?


ナヴァール：《アフェクション》を陛下に！　障しよう壁へきによってビッグボディの拳が陛下に命中する寸すん前ぜんで止まる。これでダメージ０！

ＧＭ：無口無む表ひよう情じよう系けいのビッグボディも、「やるな」という薄うすい微笑ほほえみを浮うかべる。というわけで、イニシアチブが終わり。

ピアニィ：じゃあ、あたしの番ですね。マイナーで《ブーストマジック》、メジャーで《フロストプリズム》！　魔法使いのピアニィを攻撃です！（ダイスを振る）あ、低い!?


ＧＭ：（出目を見て考え込み）……どうする。よけるか、《アベンジ》するか―――でもピアニィ相手に《アベンジ》は危き険けん……か？

ピアニィ：どう？　あたしとピンポンする？（笑）

ＧＭ：（しばし考え）ああ、迷まよいはなくなった！　なのでピアニィ・フェニックスは《アベンジ》を使用！　《リゼントメント》も使う！

ピアニィ：じゃあ、あたしも《マジックフォージ》を使用します。

ナヴァール：で、私が《ディバインフォース》を使う。

ピアニィ：（ダイスを振る）う、低い!?





　ピアニィとピアニィ、同時に魔法を放ち合う。

　強力な魔法と魔法がぶつかり合い、激はげしく炸さく裂れつした。




ＧＭ：こちらは回避できないので、ダメージをどうぞ。

ピアニィ：（ダイスを振る）ダメージは[image: 333]点！

ＧＭ：こっちの【魔法防御力】は30。（暗算して）……一いち応おうは生きてるな。では、こちらの《アベンジ》の処理に入る！

ナヴァール：《バッドムーブ》で達成値をマイナス６。

ＧＭ：……こっちの《ルインストーム》は（ダイスを振る）よし、クリティカル！

ナヴァール：だが、《パトロナイズ》！　クリティカルを出せば止められる！

ＧＭ：待て、その判定に《ブラインドフォールド》！　暗くら闇やみがナヴァールの視し界かいを覆おおった。マイナス１Ｄしてもらおう。

ナヴァール：む、ならば《ドラゴニックシンボル》も使用だ！　これでボーナスとペナルティが相殺になる。

ＧＭ：ち。

ベネット：し、しかしなんというスキルの応酬……（笑）。

ナヴァール：フ、視界など奪うばっても私の心の目は開いている。お前ごときの魔術など（ダイスを振る）……あ、出ない。

一同：ナヴァール――――――っ!?（笑）

ＧＭ：よしよし！　じゃあダメージロ……。

ナヴァール：待て！　さすがにフェイトで振り直し。（ダイスを振る）よし、今度は出た。

ＧＭ：ち！　それではこっちの《ルインストーム》はナヴァールによって打ち消された！　これでピアニィの行動は終了。イニシアチブプロセスに入る……！

ナヴァール：では、《クイックヒール》をアルに！

アル：ありがたい！（笑）　今、20点しかないし。

ＧＭ：では、それにピアニィ・ソルジャーが《アデンダム》で割わり込こむ！

ベネット：あっしも《アデンダム》でやんす。

ＧＭ：ということは、このイニシアチブプロセスでまた三人がスタックしてるのか……。

ナヴァール：な、なんというスキルの応酬……（笑）。

アル：まあ、高レベルの『アリアンロッド』はこうなる……（笑）。




　整理をすると、イニシアチブプロセスに、ベネット、ナヴァール、ピアニィ・ソルジャーの順に割わり込こんで行動することになる。




ＧＭ：では、ベネットからどうぞ！

ベネット：とりあえず、マイナーアクションで［威圧］を解かい除じよ！　うお―――っ、あっしはびびってなんかいないぞ―――っ！　お前なんかぶち殺してやら―――っ！

ＧＭ：「あらあら、下品なお言葉ですこと」と、ピアニィ・フェニックスの顔がそっちを見ますよ。

ベネット：ふん、本物にくらべればお前の殺意などたいしたことはないでやんす。《ダブルショット》でフェニックスを撃うつ。そしてラストの《デュアルアロー》。（ダイスを振る）……これはひどい！　６Ｄで10！　《ハードラック》でクリティカルにしてもいい、か……？

アル：しかし、向こうはクリティカルしてくるぜ？

ベネット：いや、それでも達成値は46！　本物のピアニィとちがって、クリティカル連発で避けることなんてできまい（笑）。

ＧＭ：「オリジナルにできて、私にできないなんてことは！」……ダメでした（笑）。

ベネット：《ピアシングストライク》を宣言し……お、目がいい。うお―――っ、[image: 155]点の魔法ダメージ！

ＧＭ：（ダメージを計算し）ぎ、ぎりぎり生きてるな。

ベネット：ならばもう一発じゃあ！　（ダイスを振る）クリティカル……っ！

ＧＭ：くっ、やる！　もうふつうに振るしかない！　（ダイスを振る）クリティカルせず！　ベネットの二本目の矢が命中した。

ベネット：（ダイスを振る）[image: 139]点の魔法ダメージでやんす！　さあ、これで眠ねむるがいい。

ＧＭ：[image: 109]点ダメージか手！　く、これで戦闘不能。

ベネット：おっしゃ―――っ！




　ベネットの放った矢は狙ねらいを違わず、ピアニィ・フェニックスの胸に突つき刺ささった。

「あらあら、こんな……」

　そのつぶやきは穏おだやかだが、ピアニィを見つめるフェニックスの瞳ひとみは憎ぞう悪おにまみれ―――。




ＧＭ：「あらあら、こんな……」口調は穏やかだが、ピアニィを呪のろうような表情をして倒れていきます。

アル：とりあえず倒たおれたか。

ナヴァール：《ヒール》でアルを回復する。ケセドの杖を使って、（ダイスを振る）[image: 128]点回復。

アル：これで【ＨＰ】[image: 148]点。

ＧＭ：では、ピアニィ・ソルジャーの《アデンダム》の行動。マイナーアクションは《ホロウショット》、メジャーアクションは《グランドバスター》、ダメージ＋50。範はん囲い攻撃になる。狙うはベネットとピアニィのエンゲージ。レールガンがバキューンと（ダイスを振る）おお、クリティカル！

ナヴァール：振り直しは……いや、こいつ《ハードラック》を持ってるんだったな。

アル：なんで振り直しはあまり意味がない。

ベネット：フェイトを３点突つっ込こむでやんす。（ダイスを振る）……クリティカルしない。フェイトを使って振り直し！

ピアニィ：頑がん張ばれ、ベネットちゃん頑がん張ばるんだ。

ベネット：おおー！　燃もえ上あがれあっしのフェイト！　（ダイスを振る）クリティカル！

ＧＭ：ベネットが避よけた！

ピアニィ：あたしは《アベンジ》で撃ち返します。

アル：じゃあ、俺は姫さんを《カバーリング》《カバームーブ》だ。

ＧＭ：アルにダメージいきます。ダメージロールは諸もろ々もろを合計して[image: 201]＋11Ｄ。くらえ！　（ダイスを振る）ダイス目は32、ダメージは[image: 233]点の〈闇〉属性魔法ダメージ！

アル：《プロテクション》を頼む！

ナヴァール：では、魔法の障壁でアルを守る……74点軽減。

アル：あと12点軽減すれば生きられる！

ピアニィ：はい、アルに《サモン・アラクネ》！　31点軽減。

アル：残り【ＨＰ】が20点。また20点に戻もどった（笑）。

ピアニィ：それじゃ《アベンジ》による攻撃いきます。《フロストプリズム》。（ダイスを振る）45……っ！

ＧＭ：そこでピアニィ・ソルジャーが《シュートアウト》を使う。自身を対象とした射撃攻撃、魔法攻撃に対してリアクションを命中判定で行なう。（ダイスを振る）。うん、判定はクリティカル！　これに成功すると……！




　アルに守られたピアニィの《フロストプリズム》が放たれる―――が！

「読みどおりだよ！」

　ピアニィ・ソルジャーの声と同時に、一発目に隠かくれた二発目の拳がアルの守りをすり抜ぬけ、ピアニィのこめかみをかすめた。

　突とつ如じよの衝しよう撃げきに魔術の集中が乱みだれ、光と氷は形にならず霧む散さんする！




ピアニィ：攻撃が消された!?　ひどい！　これであたしの《アベンジ》が終わっちゃった！

ＧＭ：うひひ。これで全員が行動済だな。でも―――。

ナヴァール：陛下、いつものをお願いします！

ピアニィ：はい、《再行動》を使用します！

ＧＭ：それに合わせるように、クローン側も《再行動》を使用！　これで全員未行動となったので、【行動値】どおりベネットからだ。

ベネット：では……《フェイドアウェイ》で離脱して、マイナーは《ホロウショット》。で、《ダブルショット》でピアニィ・ビッグボディを攻撃するでやんす！　（ダイスを振る）クリティカルでやんす！　さすがに７Ｄ振ってるだけはある。

ＧＭ：じゃあ５Ｄで回避だ。（ダイスを振る）５、６、５、３、１……失敗。

ベネット：危あぶない危ない。さらに《ピアシングストライク》でございます。（ダイスを振る）[image: 136]点の魔法ダメージ。

ＧＭ：くっ、防御力無視か……！

ベネット：ああ、二発目は痛いぜ―――っ!?　（ダイスを振る）うら―――っ！（ダイスを振る）……クリティカルじゃ―――っ!!


ピアニィ：やった～！

ＧＭ：くそ！　調子にのりやがって！　絶ぜつ好こう調ちようじゃないか……っ！（ダイスを振る）だめっ、こっちはクリティカルしない。

ベネット：（ダイスを振る）目はあまりよくなかった……。[image: 144]点でやんす。

ＧＭ：くう、ベネットの矢を立て続けに二発くらい、ビッグボディは倒れた。

一同：よっし……！

ベネット：……次に生まれ変わったらまじめに生きるでやんすな。

ＧＭ：では、その言葉どおりに生まれ変わろう。《パーフェクトボディ》を使用！　で戦闘不能から回復し【ＨＰ】は[image: 100]点まで回復！　

ベネット：ば、馬鹿な……!?（一同爆笑）　な、なんだと！　あのビッグボディが……。

ＧＭ：ビッグボディは〝パーフェクトボディ〟となって帰ってきた。

ベネット：パーフェクトボディ!?　たしかに胸の大きさだけではなく、出るとこは出て引ひっ込こむところは引っ込んでいるでやんす……っ!?

ピアニィ：っ!?　ああっ、あたしの中の邪神の御子がっ!?





「ああっ!?」じゃなくて。




ナヴァール：はっ!?　殺意が高まっている。これも邪神の御子の影えい響きようか……っ！（笑）

ＧＭ：いや、単にピアニィの嫉しつ妬とだろう。

ベネット：ともかく、あっしの行動は終了でやんす。

ピアニィ：マイナーで《ブーストマジック》、メジャーで《フロストプリズム》をソルジャーに。行きま～す！　（ダイスを振る）ん～、クリティカル！

ＧＭ：またかよっ!?

ベネット：おお、ダイスの流れはもう完全にこっちに向いてる気配を感じる。

ＧＭ：くそ、ここで流れを取とり戻もどす！（ダイスを振る）……よし、クリティカル！

ピアニィ：う～わ～。当たらな～いっ!?

アル：ここに来て出てしまったか！　まずい、こういう時の菊池さんは……流れを摑みそうでやばい！　旦那！

ナヴァール：残念だが、《パリペイティア》は届とどきません。

ピアニィ：完全に避けられちゃった……。

ＧＭ：ソルジャーは冷気の接せつ近きんを察し、その場から飛とび退のいてかわす。

ナヴァール：次はアル！

アル：ムーブでエンゲージして、マイナーは《スマッシュ》、メジャーは《クロススラッシュ》！　ビッグボディ……いや、パーフェクトボディを斬りつける！

ＧＭ：む……！　ここが正念場だ。

アル：（ダイスを振る）というわけで、49で命中！

ＧＭ：（ダイスを振る）その達成値はもう避けられん。

アル：ええと……ダメージ。ダイスが９個。（ダイスを振る）えー……[image: 142]点！

ＧＭ：うお、【物理防御力】42で【ＨＰ】は残り[image: 100]点だから―――。

ナヴァール：ちょうど[image: 100]点くらって戦闘不能だな（笑）。




　限界を超こえて立つピアニィ・ビッグボディにアルの剣が打ち込まれた。

　―――一いつ閃せん。

　ビッグボディに聞こえたのはただ風を切る音のみ。

　自分が胴どうを薙ながれたことを自覚することなく、二撃目を待たずしてビッグボディはその場に倒れ伏した。




ＧＭ：……と、これでピアニィ・パーフェクトボディは戦闘不能だ。

アル：よし、あとひとり！

ベネット：というわけで、ナヴァールでやんす！

ナヴァール：まず、ムーブアクションは全力移動で12メートル前進。で、クルッと振ふり向むいてピアニィ陛下に《ジョイフルジョイフル》。（ダイスを振る）……判定は成功。

ピアニィ：はい！　マイナーで《ブーストマジック》、メジャーでソルジャーに《フロストプリズム》！　（気合いを入れて、ダイスを振る）ん～っ……出たっ！

一同：おぉおおおおおっ!?


ピアニィ：クリティカルです！

ベネット：すごい！　陛下絶好調っすよ。

ＧＭ：ま、負けるな！　（ダイスを振る）……うあっ、こっちもクリティカルした！

ナヴァール：出たっ!?


ピアニィ：きくたけさ―――んっ!?


アル：き、来たっ！　始まった……！

ピアニィ：く、空気読んで空気！

ＧＭ：知らんがなっ!!（笑）

ナヴァール：ならば、最後の《パリペイティア》を！

ＧＭ：う、振り直しか。しかし、もう一度クリティカルすればいいだけのこと！（ダイスを振る）……あ、６が一個も出ねえっ!!（一同爆笑）

一同：よおし！（笑）

ナヴァール：さ、さすが菊池たけし！　ダイスに空気を読ませたら日本一！

ピアニィ：よかった～！　ありがとう、ナヴァール！

ベネット：おお、ナヴァール！　やったぞ、ナヴァール！

ＧＭ：くっそ……ダメージをどうぞ！

ピアニィ：（ダイスを振る）……[image: 205]点の魔法ダメージ―――っ！

ＧＭ：で、そのうえ［放心］か。だがここでソルジャーの番！

ピアニィ：まだ動いてる！

ＧＭ：もちろん！　マイナー《ホロウショット》、メジャーは《ダブルショット》！　「ピアニィ、てめえも連れていく……！」とスナイプする！　そして―――。

ピアニィ：そして？

ＧＭ：ここでオリジナルスキル、《必殺の魔ま弾だん》！　対象はリアクションが行なえない！

ピアニィ：うぇっ!?


アル：そうか、こいつら……ティナと同じようなインチキ能力を三人で分け持ってたんだな。「軽減できない」「かわせない」「かばえない」……！（笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）さすがにもうクリティカルはしない。が、命中は54！

アル：さすがに残り【ＨＰ】20点だから《カバーリング》はできん！　耐たえてくれ！

ピアニィ：うん、が、がんばる！

ＧＭ：（ダイスを振る）一発目、[image: 170]点の魔法ダメージ。

ナヴァール：《プロテクション》！　69点軽減！

ピアニィ：あたしも《サモン・アラクネ》！　（ダイスを振る）　33点軽減！

アル：ふたり合わせて[image: 102]点軽減か。すごいな……。

ＧＭ：ああ、絶ぜつ望ぼうが世界を覆おおっていく……。

アル：我々には希望が広がっていきますよ。

ピアニィ：さあ、二撃目来なさい！

ＧＭ：「余裕かましてんじゃねぇぞ！」と、ソルジャーもご立りつ腹ぷく……！（笑）　今度もクリティカルを（ダイスを振る）……しない。

ピアニィ：でも、あたしリアクションできないんだよね。

ＧＭ：そのとおりだ。ダメージいくぞ？　（ダイスを振る）[image: 178]点！

ナヴァール：《プロテクション》で68点軽減。

ピアニィ：……う、このままだと死んじゃう！

ナヴァール：では、ギルドサポート《命の滴しずく》で回復するのです。16Ｄ分回復です。

ピアニィ：あ、そっか、いきます！　（ダイスを振る）58点【ＨＰ】と【ＭＰ】が回復する！

ＧＭ：なにぃいぃいいいぃっ!?（笑）　そんなギルドサポート忘れてたよ！

ピアニィ：の、残り34点で立ってます！

アル：これで……一ラウンド目が終了？

ＧＭ：な、長かったな……ここでクリンナップに入る。

ピアニィ：では宣言させてください！　《チャージマジック》！　そして《リゼントメント》復ふつ活かつ……!!（←とても嬉うれしそう）

アル：俺も《バイオレントヒット》使用！　これで《ボルテクスアタック》が使える。

ベネット：《バーサタイル》で《アデンダム》復活！

ＧＭ：くっ、切り札が次々復活だ。これで第一ラウンド終了。




第二ラウンド

▼行動値

　ベネット　　　　　　　　30

　ピアニィ　　　　　　　　26

　ピアニィ・ソルジャー　　23

　アル　　　　　　　　　　11

　ナヴァール　　　　　　　７




[image: ]




ＧＭ：では、第二ラウンド開始。セットアップだ。

ピアニィ：《陣形》使いましょうっ！

アル：当然！　俺、移動したい。

ピアニィ：じゃあ、《陣形》です！

アル：というわけで、ソルジャーに向かって19メートル移動！

ＧＭ：残り６メートルの位置か。

ベネット：あっしも、ソルジャーから20メートルの位置に移動でやんす。

ピアニィ：ベネットちゃんと同じエンゲージに移動します。

ナヴァール：では、私も残り11メートル地点に移動。

ピアニィ：これで《陣形》は終了。

ナヴァール：支援と攻撃を考えた、最さい適てきな《陣形》です。

ＧＭ：フェリタニアフォーメーションか（笑）。では、次はピアニィ。

ピアニィ：三人……アル、ベネットちゃん、あたしに《インクリーズデバイス》です。

ベネット：ぐへぇ。パワーが、殺意が身体に満ちていく～。

ＧＭ：こっちは《スナイピング》《クイックスナイプ》だ。

ナヴァール：私は《ファイトソング》でベネットの《インタラプト》を復活。

ピアニィ：わーい。

ＧＭ：では、セットアップ終了。ベネットからだ！

ベネット：フッ、おぬしの心しん臓ぞうを撃うち抜ぬかせていただく……っ。

ＧＭ：では、ソルジャーはピアニィのような声で言う。「ベネットちゃん、やめて……」

ベネット：その顔でそんな情なさけない芝しば居いをしないでほしいでやんすよ。

ＧＭ：「その顔でって……ふだんどう思ってるんだ貴様っ！」（笑）

ベネット：あっしの知ってる陛下ならこう言う。「全力で撃うってこい」と！（一同爆笑）

ピアニィ：い、言わないです（笑）。

ベネット：ともかく、マイナーアクションで《ブルズアイ》！　メジャーアクションで《ダブルショット》でやんす。（ダイスを振る）46でございます。

ＧＭ：しかし、クリティカルをすれば……（ダイスを振る）よし、クリティカル！

ベネット：なんだと―――っ！

ＧＭ：「フッ、俺は運にも守られている。これが選ばれたということ」

ベネット：フッ、よくやったとほめてやるでやんす。だが、お前はそれで終わりだ。

ＧＭ：「なんだと……？」

ベネット：その次のイニシアチブプロセスで《アデンダム》を宣言！　《ブルズアイ》と《ダブルショット》、さらにリンメルの矢じゃ―――っ!!

ＧＭ：来たか！　ここで《ペナルティヒット》だ。命中のダイスが一個減へるぞ。

ベネット：きゃー、４Ｄになってしまった。（ダイスを振る）しかし、命中は43。

ＧＭ：まあ、クリティカルするしかない。（ダイスを振る）しない！　３、４、６。くそ、もう一個６が出れば！

ベネット：ダメージロールは[image: 147]点の魔法ダメージ！　続けて二発目。これもリンメルの矢を使って（ダイスを振る）37でやんす。

ＧＭ：避けられん！

ベネット：なら、どーんと[image: 149]点の魔法ダメージでやんす！　……お前はよくやったよ。これで戦いは終わりだ。

ＧＭ：「いや、まだだよ。まだ終わらんよ！」

ベネット：いいのか!?　ここで倒たおれないと……もっと苦しい死に方をするぞ！

ＧＭ：「……はっ!?」（一同爆笑）




　ちなみに次に行動するのはピアニィである。




ピアニィ：では、にっこり微笑ほほえんで《ブーストマジック》。メジャーで《フロストプリズム》。《リゼントメント》を使用して、命中判定にフェイトを２点使います。（ダイスを振る）……クリティカル♪

一同：おおおおおっ！（笑）

ベネット：な？　だから言ったでしょ！

ＧＭ：振るよ？　クリティカルさえ出れば（ダイスを振る）……３、３、４っ！　出なかった。「ど、どういうことだ!?　俺たちではオリジナルにはおよばないというのか……！」

ベネット：これが殺意の差！（一同爆笑）

ナヴァール：では、《チェックメイト》も乗っけよう。名実共にこれで終わりだ。

ピアニィ：ええと、フェイト１点使ってダメージロールは11Ｄになります。（ダイスを振る）ダイス目は43。合計して……[image: 423]？

ＧＭ：……は？（←あまりの数字に目が点になる）

ナヴァール：ちなみに《チェックメイト》で38点乗る。[image: 461]点ですな。

ＧＭ：そりゃ吹ふっ飛とぶわ……！




　猛もう烈れつな吹雪ふぶきが、ピアニィ・ソルジャーを襲おそった。

　その極低温は、苦く痛つうをともなわないダメージを静かに……しかし確実にクローンの身体を蝕んでいった。空気中の水分が凍こおりつき、結けつ晶しようとなってきらきらと輝かがやきを放つ。

　それは、もっとも美しい地じ獄ごくで―――。




ＧＭ：だが、こっちには《ラストアクション》がある……。

アル：うん。そうだね（優やさしい笑い）。

ＧＭ：《ラストアクション》！

ベネット：いいんだ……キミはもうゆっくりお休み―――《インタラプト》。

ＧＭ：「く……」冷気に覆おおわれ、見たこともない母の顔を思おもい浮うかべ、眠るように倒れていくピアニィ・ソルジャー。

ピアニィ：じゃあ、倒れている三人に、お母様のように優やさしく言います―――。

ＧＭ：はい？

ピアニィ：（すうっと息を吸って）―――……。




「―――最初に狙うのは回復役からですよ」




一同：いやいやいやいやっ！

ＧＭ：そこかよっ!?


アル：たしかにお母様のお言葉だけどさあ！（一同爆笑）

ＧＭ：台無しじゃねえかよ!?（一同爆笑）

ピアニィ：わ、わあ。大人気。

ナヴァール：へ、陛下……。

ＧＭ：では、ともかくこれにてクライマックス戦闘は終了だ！











ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆生まれ落ちた意味




　一行は、霧きりの深い山道を登っている。

　サザーランドを訪たずねるのは、二年ぶりということになる。

　この時、ピアニィたちはこのあとに訪れる運命を知りはしなかった。




ＧＭ：では、エンディングに移ろうか！　場面は……。

ナヴァール：追われているのだから、敵を倒したらさっさと霊峰へ向かおう。

一同：そうだそうだ。

ＧＭ：ＯＫ、そのままネビス霊峰のサザーランド師しを訪ねるべく、霧の深い山道をキミたちは登っていく。頂ちよう上じよう付近にやってくると、キミたちを出で迎むかえるように霧が晴れ、二年前に訪ねた小屋が……ある。

ナヴァール：あ、その前に。私がステラに送ったアニマルメッセンジャーはどうなった？

アル：そういえば、そんなことしてたな。

ＧＭ：…………。

一同：？

ＧＭ：うん、返事は返ってきていないな……（笑）。

一同：なんで笑顔!?

ナヴァール：な、なにかイヤな予感がする……。

ＧＭ：まあ、ともかく。キミたちはかつてきた道を登り、師の家にほど近いその場所―――巨大な石に座すわって瞑めい想そうしているサザーランドの姿を見つける。

ナヴァール：おお、お懐なつかしゅうございます、師よ。そう言って、今回のことを話そう。

ピアニィ：あたしは、そのお話が終わるまでじっとしてます。不安だけど。

ＧＭ：サザーランドは、話を聞き終えてぴくり眉毛を動かすと―――「……ナヴァール、いよいよこの時がきたようだな」と告げる。

アル：そ、それはいいんだが……なぜ眉毛を動かす……。

ベネット：ピロピロ、ぴろぴろ（笑）。

ナヴァール：今回の事態は、このナヴァールの目をもってしても見抜けませんでした。

ＧＭ：「―――いよいよ時代が動き始めたのだな」

ナヴァール：はい、予想以上に大きく。

アル：なああんた、知っているなら事情を教えてくれ。姫さんはなんでこうなっちまったんだ？　オーギュスト王の計画なんだろう。あんたはオーギュスト王と知り合いだったはずだ。どうにかする方法を知らないのか？

ＧＭ：「たしかに、わしはかつてオーギュストとは共に戦った仲である。かつてオーギュストに打ち明けられたことがある。この世界のルールはまちがっていると」

アル：やはり知っていたか。

ＧＭ：「……が、わしは〝神も魔も滅ぼす〟というオーギュストの考えには賛同せんかった。それゆえ、わしらは道を違たがえたのじゃ」

アル：そうなのか……。

ＧＭ：「なので、わしはオーギュストの計画をくわしくは知らぬ」

ベネット：……がっくし。

ＧＭ：「その後、あやつは意見を変え、計画を葬り去ったと聞いていたが……」

ナヴァール：オーギュストの子であるヒューバード殿はそう考えなかったようです。

ＧＭ：「……うむ、そうか」　そして、ちらりとピアニィの方に視線を送り……。「話は聞いた。大変なようだな」

ピアニィ：……あの、ひとつ聞いてもいいですか？

ＧＭ：「うむ、知っていることなら答えよう」

ピアニィ：わたしが死ねば、世界は平和になると思いですか？　

アル：おい！　その道は選ばない、考えないんじゃなかったのか！

ピアニィ：ごめんなさい。意見だけ聞きたいな、って……。

ＧＭ：サザーランドはキセルを一服……そして、首を振りながら言う。「わからぬ」と。

ピアニィ：……。

ＧＭ：「それは、ピアニィ。お前が自分で答えを見つけねばならんのだ」

ピアニィ：そ、そうですよね……。

アル：なあ、教えてくれ。今の状態では、答えを探しにいくにも……うかつに外を歩くことすらできない。どうすればいい。

ピアニィ：あたしが移動する度に草花や動物たちが死ぬのは、ほんとに心苦しいです。

ＧＭ：すると、サザーランドは目を細め……「優しい子じゃ」とつぶやく。「しかし、本来ならその程度では済まないはず。お前は、〝ひとつの石〟を使う素質があったわけじゃな」

ピアニィ：素質？

ナヴァール：師よ、そのとおりです。が、まだ力を十分引き出せていないとも思えます。

ＧＭ：「そのとおりだ。ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアよ。お前はいまだそのひとつの石を使いこなせておらんのだ。我が下で修練を積め。その結果、石を完全にコントロールができるようになろう。さすれば、その悪しき能力は極小の範囲に狭まろうよ」

アル：修行？　具体的になにをしろと？

ＧＭ：「―――これからおぬしらは、特別な場所に行かねばならぬ。そこは、現世にあらぬ場所。一度足を踏み入れれば帰り道は閉ざされる」

一同：閉ざされるっ!?


ＧＭ：「安心せい。その暗闇の中に光をつかめば、おのずと道は開かれよう」

ベネット：つかまなければ？

ＧＭ：「知らん」

一同：知らんっ!?


ＧＭ：道が開かれない＝帰ってこられない＝行方がわからん＝「知らん」ってことだ。

アル：な、なるほど。いや、なるほどじゃなくて。

ベネット：言いたいことはわかるが不安でやんすよそれ（笑）。

ナヴァール：師よ、修行に入ったとして、それに要する時間はいかほどでしょう。我々は、多くの時間をここで費やすわけにはいかないのです。

ＧＭ：「では、その娘を連れて国へと戻るか？」

一同：…………。

ＧＭ：「それができぬから、ここへ来たのであろう。なに、問題はない。お前たちならば、たいていのことはくぐり抜けることができると、わしは確信している」

一同：……。

ＧＭ：「いや、乗り越えねばならぬ。そうでなければ、この大陸に明日はない」

アル：確かに……ひどい未来しか待ってなさそうな……。

ＧＭ：「信じるのじゃ。試練を乗り越えた暁には、おぬしたちは新たな力を手に入れることになるじゃろう。おのが運命と闘い、切り開く力じゃ」

一同：……。

ベネット：その試練、本当に乗り越えられるでやんすね？

ＧＭ：「言ったじゃろう。お前たちならば、たいていのことはくぐり抜けることができると、わしは確信している、と」

ベネット：えー……老師さま。たいてい以上のことが起こった場合は？

ＧＭ：「進むのか、下がるのか？」

ベネット：質問に答えんか――――――っ!?（一同爆笑）

ピアニィ：あの、あたしだけがその場所に入るっていうのはダメ……？

ナヴァール：ありえませんな。陛下だけが入り、帰ってこられなかった場合はどうするのですか。

アル：てか、危なっかしくて放っておけねえよ（笑）。

ベネット：となると……。

ピアニィ：わかりました……大陸に平和をもたらすまで、あたしはあきらめません。みんなも最後まで手伝ってください。

ベネット：おうよ!!

アル：もちろんだ。

ナヴァール：結論は出ましたな。師よ、その試練の扉を我らがためにお開きくださいませ。

ＧＭ：サザーランドはその言葉に満足げにうなずき―――「よかろう……っ！」声を張り上げて、持っていた杖を岩に打ち付ける。すると、さっきまでは絶対になかったはずの道が、いつのまにかそこに現われていた。
















ベネット：どんな感じの道でやんすか？

ＧＭ：それはどこか、だまし絵のような感覚。たしかに道はあるのに、常識では考えられないような道の延び方をしており……しかし、どこがまちがいか口では言い表せない。

一同：…………。

ＧＭ：すうっとの延びた道の先は、あきらかに高峰へと向かってるが……朝だというのに、まるで道の先は見えず、夜の色に閉ざされている。ちらり、たまに見える光は血のような紅。その狂おしき色彩は、まるで人の心を惑わせようとしているかのよう。

ベネット：あ、あの……。

アル：想像よりもやばそうというか……。

ＧＭ：「この先には、今のお前らとて容易に通り抜けられぬ過酷な試練が待ち受けていよう。だが、それを乗り越えた時、お前たちは人を超え、巨悪と戦う力を身につけることじゃろう」

アル：ほんとに帰ってこられるんだろうな……（笑）。

ナヴァール：うーむ、どんだけ時間がかかるのか本当に読めないので師にお願いをしよう。

ＧＭ：お願い？

ナヴァール：私はこれより、手紙をしたためます。この手紙をフェリタニアへ……より正確に言えばエンジェルファイヤーへ、さらに正確に言うならリーダーのアキナへ届けていただきたい。

ＧＭ：それは問題ないけど、手紙にはなんと？

ナヴァール：まぁ、今回あったことをすべてちゃんと説明して……。

ＧＭ：ふむふむ……。

ナヴァール：その後にはたったひと言―――「あとは、まかせた」。

一同：ひでえっ！（笑）

アル：ま、ともかく……進む道は決まったな。そう言いながら、その道の奥を見据える。

ピアニィ：―――はい。一回だけ振り返って、青空を見上げたら……くるっと向き直ってみんなに言います。




「―――行きましょう、みなさん」

　

　その言葉に仲間たちは無言で、そして深くうなずきあって闇の中へと足を踏み入れる。

　昏い道の先に待つのは大いなる力か、破滅の罠か。




　こうして―――

　帝紀八一四年一〇月のこの日より、四人は歴史の表舞台からその姿を消した。

　彼らがいつ帰還するのか……




　まだ、誰も知らない。








『アリアンロッド・サガ・リプレイ』

第一二話「新世界のサーヴァント　～其は滅ほろぼす者～」

―ＦＩＮ―













超ちようあとがき＋解かい説せつ






「―――記録というものは破やぶられるためにある」




　昔のえらいひとはそう言った。

　しかし限げん界かいだと思っていたその先に、本当の限界というものはあるらしい。

　もう、こうなったらいくところまいくしかない―――そう腹はらを括くくった八はち巻かんであった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　そんなわけで、『無印』八巻をここにお届とどけしよう！

　〝真の四し宝ほうの試み〟の果てに、〝神しん竜りゆう王おうセフィロス〟と〝邪じや神しんの御み子こ〟を吸きゆう収しゆうしてしまったピアニィ。その結果、彼かの女じよはあらゆる生物から〝生命いのち〟を吸すい込こむという……なんというか、世界にとってたいそうはた迷めい惑わくな存そん在ざいとなった。

　なぜこのような展てん開かいにしたか……その理由は簡かん単たんだ。

　これまで敗北というものを知らないままに、大陸制せい覇はという偉い業ぎようを成なし遂とげたピアニィに、そろそろ絶ぜつ望ぼう的てきな状じよう況きようを味わってもらおうと考えたからだ。

　別にそれは大おお竹たけさんをいじめたいって意味ではない。

　現アルディオンに生きる英えい雄ゆう・ピアニィというキャラクターを、そしてその物語を描えがく上で〝挫ざ折せつ〟というイベントは必要なのだ……！　

　そして、どうせやるなら最高に持ち上げたところで落としたいというのが人にん情じようってもの。

　大陸の統とう一いつを目前とし、世界のすべてがピアニィを中心に動き始めた時を狙ねらってかけた梯子はしごをはずす―――つまりは、表の世界からのピアニィ消失。




　当然、世界は大だい混こん乱らんである。




　前の巻でも書いたが、これをもって本『無印』シリーズは第二章へと突とつ入にゆうする（こっそり本のサブタイトルのパターンが変わっているのにお気づきだろうか）。

　ピアニィたちの物語の舞ぶ台たいは、表の世界から歴史の裏うら側がわへ。これまでとは大きくちがった展開に進んでいくゆえ、引き続きピアニィたちを追いかけていただけると幸いだ。

　ではここらで、今巻の話を公開したことで話せるようになった本キャンペーンにおけるネタを解説していこう。




「継けい承しよう者しや」という言葉―――

　主に、これまでに幾いく度どかヒューバードが使った言葉だ。

　もうおわかりかと思うが、これは基き本ほん的てきに「ひとつの石を受うけ継つぎ、世界を改変する者」という意味で使っている（キャンペーンの途と中ちゆう、設せつ定ていが固まってない時に多少ブレた意味で使ってる場合があるのは内ない緒しよだが）。

　第一巻『戦せん乱らんのプリンセス』の頃ころから、「レイウォール王国の王位」的な意味で使っているように見える場面もあるが、それは読者やプレイヤーのミスリードを誘さそったものだ。

　たとえば一巻の一〇七ページ―――ヒューバードはピアニィを捕とらえる理由に「王国の継承者を見み誤あやまった。そういうことだ」などと言っている。

　これはプレイヤーたちに「ヒューバードがレイウォールの王位に固こ執しつしている」と思わせ、彼かれの真意はもっと別のところにあることを隠かくすための……もっともらしいウソである。

　そのページのラスト、「老いたな、父上」と言っているのは「王位をピアニィに譲ゆずった」ことを言っているように見えるが、実は「オーギュスト王が、世界改変の計画を正式にとりやめた」ことについてつぶやいた言葉だ。

　この時、オーギュスト王がヒューバードに託たくした手紙には、「うん、世界改変計画はやっぱやめ！　お前も考えるのやめておけ」的なことが書かれていたのである。




　なお、オーギュストが〝レイウォールの石〟をこっそりピアニィに渡わたした理由はふたつ考えられる。ひとつ目は、「ピアニィに王位を譲ゆずるつもりだった」場合。もうひとつは「ヒューバードが自分を裏うら切ぎると気づいて、いずれ窮きゆう地ちに陥おちいるだろうピアニィの助けになることを期待していた」場合だ。どちらが正せい解かいなのか、もはや真相は闇やみの中である。




ヒューバードがピアニィにこだわった理由―――

　これは、今回の話で明めい確かくになっただろう。そう、彼女が〝ひとつの石〟を扱あつかう素そ質しつを持ち、〝真の四宝の試み〟という……世界の改変になくてはならない存在だからである。

　また、これまでのキャンペーンでヒューバードは幾度か……「ピアニィは死体にしてでも連れて帰れ」などと発言している。

　そのへんのセリフを憶おぼえている人は、「あれ？」と思うかもしれない。

「……死体にしちゃったらだめじゃないの？」、と。

　うん、たしかに死体は統とう一いつ帝ていにもなれないし、〝真の四宝の試み〟も受けられやしない。

　では、なぜ死体でもいいと言ったのか？

　ここで、あるひとりのＮＰＣの存在がポップアップしてくる。

　第四巻『裏うら切ぎりのマリオネット』に登場したバルムンク、ベイオネットだ。

　ベイオネットの能のう力りよくは、「他者に憑ひよう依いし、それを操あやつる」ことができるというもの。それは、死者であっても効こう果かを発はつ揮きすることができる。つまり、ヒューバードはピアニィが死し亡ぼうした場合に備そなえて、ベイオネットを手元においていたのである。




　余よ談だんだが、第四巻発売時に「あれ？　サブタイトルがピアニィを指してないよ？」と疑ぎ問もんのメールをいくつもいただいたが……そんなことはない。

　実はこのタイトル、兄の希望や理想を裏うら切ぎった（裏切るであろう）……しかしヒューバードにとっては操あやつり人にん形ぎようでしかないピアニィ、という意味が込こめられていたのだ。

　うん、わかんないね、ごめん。




レイウォール兄妹―――

　これが世界改変のため、人じん為い的てきに創つくられた存在だという設定は……第一巻の頃からあった。

　ヒューバードのめざす新世界の構こう築ちくに、ステラやベルフトも必要な存在だったのだ。

　第四巻でヒューバードがステラを拘こう束そくした時……「兄上、私わたしをいつまで私をここに閉とじ込こめておくつもりだ」「いずれ必要になる時までさ」―――などと会話している。

　必要な時、それすなわち〝理想の世界〟の構築が始まる時のことを指すものだ。

　……まあ、結果的にステラにはその第四巻で、ベルフトには第七巻『終末のエンプレス』においてヒューバードは振ふられるわけだが（笑）。




ピアニィ・クローン―――

　さて、今巻の話を取り上げるにあたって触ふれねばいけないものがある。

　そう、ピアニィ・クローンたちだ。

　第六巻のラストで、ヒューバードを取とり巻まく七人の部下を登場させたが……あの時点で、彼らをピアニィのクローンにするという予定はまったくなかったのはここだけの話だ！

　それが変へん更こうに至いたったのは、実は藤ふじ井いさんの『ゲッタウェイ』の影えい響きようである。

　私も『ゲッタウェイ』にはプレイヤーとして参加しているわけだが……これに登場した世界平和研究所という非ひ常じようにうさんくさい施し設せつと、プレイヤーとして参加している大竹さん演えんじるピアニィそっくりの少女リージュを見るうちに、ピンと来てしまったのである。

　ピンと来てしまったからには、やらずにはおられない。

　こうして、通つう称しよう〝ピアニィズ〟は誕たん生じようしたのである。




　もともと、サガは『アクロス』、『ブレイク』と並へい走そうしていた頃より、それぞれのシリーズが相そう互ごに影響し合って物語ができあがっていくところが魅み力りよくのひとつだった。

　今後、『無印』は『デスマーチ』、『ゲッタウェイ』と連れん携けいしていくことになるだろう。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　さて、そろそろ紙面が少なくなってきた。

　最後に、今後の展開についてちょっと触れておこう。

　今回の事じ件けん……すなわち〝ピアニィの消失〟と〝エストネル体たい制せい〟の崩ほう壊かいにより、アルディオン大陸は大きな変化を余よ儀ぎなくされる。

　それはアルディオン大陸での遊び方もまた変へん革かくする、ということを意味する。

　エストネルにより管理された形での戦争は存在しなくなり、世界は血で血を洗あらう〝真の戦乱の世界〟へと突入することとなるだろう。

　まずは、今後発売予定の『ゲッタウェイ』第二巻、そしてサプリメント『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ アルディオン レボリューションガイド』、『デスマーチ』第六巻でその様子が描えがかれていく予定だ。




　……一方、ピアニィたちはサザーランドのもとで修しゆ行ぎように入った。

　このイベントの目的はふたつある。

　ひとつは、ピアニィが得てしまった〝吸収能力〟を制せい御ぎよするためだ。

　そしてもうひとつは……ヒューバードに対たい抗こうすべく、〝新たな力〟を得るためである。

　本書の文中において、〝新たな力〟を示し唆さするようなセリフをＧＭが遠回しに言っていたのにお気づきであろうか？　ヒューバードの、リシャールやベルフトに対する言葉のことしかり、ピアニィズを支し援えんするためにヒューバードが謎なぞのスキルを使っていたことしかり。

　これが指さしし示めすものは、ひとつだ。来年、『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』には、人の領りよう域いきを離はなれたさらなる上位の力が追加されることとなる。

　―――その名も、『超ちよう上じよう級きゆうルールブック（仮かり）』。

　次の第九巻では、この『超上級ルールブック』に掲けい載さいされるであろうスキルやクラス、アイテムなどを導どう入にゆうしたセッションとなる予定（←ここ大事）だ。

　この新たな力が公開されるその日、〝人〟の力は〝神〟にも近づく。

　その日が来るのを今しばらく、お待ち願いたい。








二〇一一年一一月某ぼう日じつ　菊きく池ちたけし






P.S.……最後にふたこと。本書の会話にある、「ナヴァールの知られざる過か去こ設定」、マジで困こまっているのでなにか思いついた人はぜひともご応おう募ぼを！

　そして、本書とほぼ同時に発売となったコミック『アリアンロッド・サガ・コンチェルト②』、ぜひとも手にとってやってください！　実はこれに登場するコーディってキャラが、リプレイに出したくなるくらい超ちようお気きに入いりだってのはボクとキミだけの秘ひ密みつだ！










アリアンロッド・サガ・リプレイ⑧




新世界のサーヴァント
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